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救
急
医
療
体
制
は
、
傷
病
の
状
況

に
応
じ
て
、
初
期
、
第
２
次
、
第
３

次
の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
が
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

初
期
救
急
は
入
院
を
必
要
と
し
な

い
、
外
来
で
処
置
で
き
る
よ
う
な
比

較
的
軽
症
の
患
者
、
第
２
次
救
急
は

入
院
治
療
の
必
要
が
あ
る
重
症
患
者
、

第
３
次
救
急
は
、
第
２
次
医
療
機
関

で
は
対
処
で
き
な
い
よ
う
な
生
命
の

危
機
が
ひ
っ
迫
し
た
重
症
患
者
に
対

応
す
る
よ
う
、
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
休
日
や
夜
間
の
急
病
で
、

か
ぜ
や
発
熱
な
ど
比
較
的
軽
症
で
あ

っ
て
も
、
高
度
医
療
を
行
う
第
２
次
、

第
３
次
救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
軽
症
の
患
者

が
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
に
集
中
す
る

と
、
緊
急
に
入
院
治
療
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
症
患
者
へ
の
対
応

を
遅
ら
せ
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

　

休
日
や
夜
間
に
急
病
に
な
っ
た
場

合
、
重
症
な
ら
救
急
車
を
呼
び
第
２

次
、
第
３
次
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
発
熱
や

か
ぜ
な
ど
比
較
的
軽
症
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
初
期
救
急
医
療
機
関
で
の
受

診
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

初
期
救
急
医
療
機
関
は
、

休
日
当
番
医
と
夜
間
急
患
診
療
所

　

初
期
救
急
医
療
機
関
は
、
休
日
な

ら
休
日
当
番
医
、
夜
間
な
ら
夜
間
急

患
診
療
所
と
な
り
ま
す
。

　

夜
間
の
初
期
救
急
医
療
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
小
児
を
対
象
に
し
て
平
成

１４
年
に
開
設
し
た
小
児
夜
間
急
患
診

療
所
が
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
加
え
て
、
新
た
に
成
人
を
対
象
と

し
た
急
患
診
療
所
を
開
設
し
、
小
児

か
ら
成
人
ま
で
対
応
で
き
る
よ
う
、

夜
間
の
初
期
救
急
医
療
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

　

夜
間
の
初
期
救
急
の
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
病
者
の
不

安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
第
２
次
、

第
３
次
の
救
急
医
療
機
関
へ
の
患
者

の
集
中
が
緩
和
さ
れ
、
医
療
機
関
が

も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
１９
面
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
関
連
記

事
掲
載
）

●成人夜間急患診療所（新設）
【診療日】毎日（年中無休）
【受付時間】午後７時３０分～
　　　　　  午後１０時３０分
【診療時間】午後８時～午後１１時
【診療科目】内科
【駐車場】３６台（身障者用１台含む）
【所在地】東越谷１０の８１
b成人夜間急患診療所☎９６０―１０００
（４月２０日以降、午後７時３０分～午後
１１時）、地域医療課☎９７３―５６２５（平
日の午前８時３０分～午後５時１５分）

●小児夜間急患診療所
【診療日】毎日（年中無休）
【受付時間】午後７時３０分～

午後１０時３０分
【診療時間】午後８時～午後１１時
【診療科目】小児科
【駐車場】４９台（身障者用１台含む）
【所在地】神明町２の６０の１
b小児夜間急患診療所☎９６０―１１００
（午後７時３０分～午後１１時）
＊夜間急患診療所は、急患対応のた
め、薬の処方は原則１日分となり
ますので、翌日には「かかりつけ
医」を受診してください

問
合
せ　

地
域
医
療
課
☎
９
７
３
＝
５
６
２
５

❷❸前立腺がん・口腔がん検診が始まります、葛西用
水にウッドデッキが完成、太陽光発電設備の設置
補助、こしがやブランド認定品募集、放射線測定
器貸出、災害時の緊急情報をメールでお知らせ

❹～❾新年度予算・施政方針・教育行政方針
1011３月議会、税・国保のお知らせ
17急病の子どもの一時預かりなどを開始

市政情報1213／イベントガイド1415／子育てと暮ら
し1617／健康ガイド、ホームドクター1819／各種相
談20
＊まちのわだいとこどもコーナーはお休みです

救急医療体制充実のために

４月20日㈮から、受付時間は午後７時30分から午後10時30分（年中無休）

新たに成人の夜間急患診療所を開設新たに成人の夜間急患診療所を開設新たに成人の夜間急患診療所を開設

小
児
か
ら
成
人
ま
で

夜
間
の
初
期
救
急
医
療
体
制
を
整
備

　

市
で
は
、
救
急
医
療
体
制
充
実
の
た
め
、
新
た
に
「
成
人
夜
間
急
患
診
療
所
」
を
開
設
し
４
月
20
日

か
ら
診
療
を
始
め
ま
す
。
市
立
病
院
に
隣
接
す
る
旧
看
護
専
門
学
校
の
一
部
を
改
修
し
整
備
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
成
人
（
16
歳
以
上
）
で
、
診
療
科
目
は
内
科
と
な
り
ま
す
。
受
付
時
間
は
午
後
7
時
30
分

か
ら
午
後
10
時
30
分
、
年
中
無
休
で
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

成
人
夜
間
急
患
診
療
所
は
、
平
成
14
年
12
月
に
開
設
し
た
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
と
と
も
に
、
夜
間

の
初
期
救
急
医
療
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈救急病院・救急医療の案内〉
●埼玉県救急医療情報センター
☎048-824-4199
医療機関（歯科・精神科を除く）を
24時間ご案内しています
〈子どもの急病に関する相談〉
●小児救急電話相談
＃8000または☎048-833-7911
月曜～土曜日は午後７時～11時。日曜日・
祝日、年末年始は午前９時～午後11時

元
荒
川

成人夜間急患診療所

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

市
立
病
院

越
谷
警
察
署

越
谷
市
役
所

至
越
谷
駅

至
総
合
体
育
館

足
立
越
谷
線

越
谷
八
潮
線

元
荒
川

市役所前中央通り

至不動橋

至大袋駅

至越谷駅

宮
子
通
り

神
明
交
差
点

国
道
4
号
線

北
越
谷
駅

西
口

東
武
伊
勢
崎
線

小児夜間急患診療所

結
婚

式
場

ゴ
ル
フ
練
習
場

専
用

駐
車
場

神明橋

急な発熱など（入院の必
要のない比較的軽症な救
急患者）

入院治療が
必要な救急
患者

夜間の場合 休日の場合

成人 小児

夜間急患診療所 休日当番医 救急病院
小児
成人（新）

2次、3次
医療機関
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「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
」認
定
品

今年も
募集
します！

５
月
１
日
㈫
受
付
開
始

　

越
谷
の
知
名
度
向
上
と
産
業
活
性

化
を
目
的
に
、
優
れ
た
商
品
を
市
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
す
る
「
こ
し

が
や
ブ
ラ
ン
ド
」認
定
制
度
。今
年
も

５
月
１
日
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定

さ
れ
る
と
、
市
の
認
定
マ
ー
ク
を
使

用
し
て
販
売
が
行
え
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
が
作
成
す
る
認

定
品
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲

載
さ
れ
、
広
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
認
定
初
年
度
に
限
り
、
販
売

促
進
費
の
一
部
を
市
が
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
」

の
認
定
に
向
け
て
新
た
に
商
品
を
開

発
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
等
に
対
し
、

市
が
開
発
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

〈
対
象
〉　
▽
ブ
ラ
ン
ド
認
定
…
市
内

で
製
造
・
加
工
等
を
行
っ
て
い
る
事

業
者
な
ど　

▽
開
発
費
補
助
金
…
新

た
に
商
品
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
市

内
事
業
者
ま
た
は
開
発
中
の
市
内
事

業
者
な
ど

〈
申
込
み
〉　
「
ブ
ラ
ン
ド
認
定
」「
開

発
費
補
助
金
」
い
ず
れ
も
５
月
１
日

㈫
〜
３１
日
㈭
に
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
産
業
支
援
課
（
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
）
へ

（
郵
送
不
可
）。
な
お
、
事
前
に
審
査

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
等

は
産
業
支
援
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
こ
し

が
や
ｉ
ｉ
ネ
ッ
ト
」
か
ら
も
印
刷
可

b
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８

０

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
と
な
る
、

３
月
１１
日
、
中
央
市
民
会
館
で
東
日

本
大
震
災
か
ら
防
災
を
考
え
る
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
、
約
２
４
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
南
相
馬
市
で

被
災
し
た
方
の
ほ
か
、
救
援
物
資
の

受
付
に
奔
走
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

者
、
被
災
地
で
の
心
の
ケ
ア
の
た
め

岩
手
県
で
活
動
し
た
精
神
科
病
院
、

大
船
渡
市
に
派
遣
さ
れ
た
市
職
員
な

ど
、
５
人
か
ら
体
験
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
市
に
避
難
し
て
い

る
５
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。

多
く
の
も
の
を
失
っ
た

得
難
い
出
会
い
も
多
く
あ
っ
た

　

自
ら
の
被
災
体
験
を
発
表
し
た
南

相
馬
市
の
新
開
仁
子
さ
ん
（
５４
）
の

話
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
１１
日
は
中
学
生
の
息
子
の
卒

業
式
で
し
た
。
式
の
後
、
息
子
を
い

っ
た
ん
家
に
帰
し
、
買
い
物
に
出
か

け
ま
し
た
。
こ
こ
で
地
震
が
起
き
、

た
い
へ
ん
な
揺
れ
で
し
た
。
家
に
い

る
息
子
と
高
校
に
行
っ
て
い
る
娘
か

ら
「
大
丈
夫
」
と
の
メ
ー
ル
が
入
り

ま
し
た
。

　

緊
急
時
に
は
避
難
場
所
に
な
っ
て

い
る
高
台
の
集
会
所
に
集
ま
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
私
も
集
会
所
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
２０
メ
ー
ト
ル
の

し
ぶ
き
を
上
げ
た
津
波
を
見
ま
し
た
。

高
校
生
の
娘
と
電
話
が
つ
な
が
り
、

私
は
泣
き
な
が
ら
家
が
流
さ
れ
た
と

話
し
ま
し
た
。
安
全
な
と
こ
ろ
に
避

難
す
る
よ
う
伝
え
、
娘
は
相
馬
市
に

あ
る
親
類
宅
に
避
難
し
ま
し
た
。

自
宅
に
い
た
息
子
と
は
、
な
か
な
か

連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で

息
子
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　
「
大
き
な
揺
れ
で
昼
寝
か
ら
飛
び

起
き
た
。
石
蔵
が
崩
れ
る
の
を
見
た
。

隣
の
お
年
寄
り
夫
妻
と
一
緒
に
裏
山

に
逃
げ
た
。
津
波
が
来
な
い
の
で
、

そ
の
夫
は
上
着
を
と
り
に
家
に
戻
っ

た
。
裏
に
住
む
女
性
は
干
し
て
あ
る

布
団
を
取
り
込
も
う
と
家
に
帰
っ
た
。

（
息
子
も
）い
っ
た
ん
家
に
戻
っ
た
が
、

す
ぐ
に
引
き
返
そ
う
と
し
た
と
き
に
、

津
波
が
襲
っ
た
。
津
波
に
追
い
か
け

ら
れ
な
が
ら
走
っ
て
裏
山
に
逃
げ
た
」

と
。
家
に
引
き
返
し
た
２
人
は
戻
っ

て
く
る
こ
と
は
な
く
、
後
日
、
遺
体

で
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

越
谷
に
単
身
赴
任
し
て
い
た
夫
は
、

こ
の
状
況
を
知
っ
て
、
福
島
に
駆
け

つ
け
ま
し
た
。
福
島
第
１
原
発
が
爆

発
し
、
避
難
所
を
転
々
と
し
ま
し
た
。

家
族
が
４
人
そ
ろ
っ
て
会
え
た
の
は
、

３
月
１７
日
で
し
た
。
こ
の
日
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
た
ま
ま
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
義
父
の
所
在

も
確
認
で
き
ま
し
た
。
１８
日
、
家
族

４
人
で
夫
の
赴
任
先
の
越
谷
市
に
向

か
い
、
こ
こ
で
家
族
４
人
が
暮
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
今
の
３
Ｄ

Ｋ
に
移
り
住
む
ま
で
、
１
Ｋ
の
住
ま

い
に
４
人
は
２
カ
月
間
暮
ら
し
ま
し

た
。

　

こ
の
震
災
で
、
私
た
ち
は
多
く
の

も
の
を
失
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
得

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
家
族
が
無
事

で
一
緒
に
い
ら
れ
た
こ
と
、
越
谷
市

で
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た

こ
と
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し

た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
の
た
め
各
種
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
２４
年
度
か
ら
新
た

に
前
立
腺
が
ん
、
口
腔
が
ん
検
診
の

個
別
検
診
を
始
め
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診
は
６
月
か
ら

　

前
立
腺
が
ん
は
、
中
高
年
の
男
性

に
多
く
発
症
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

初
期
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

く
進
行
が
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
い
う
血

液
検
査
に
よ
り
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

a
６
月
１
日
〜
１１
月
１０
日　

d
各
検

診
実
施
医
療
機
関
（
詳
し
く
は
、
保

健
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

g
血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）　

f
５０
歳
、
５５
歳
、
６０
歳
、
６５
歳
、
７０
歳
、

７５
歳
の
男
性　

h
８
０
０
円　

　
口
腔
が
ん
検
診
は
５
月
か
ら

　

口
腔
が
ん
は
、
４０
歳
以
降
増
加
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
口
の
中
に
で
き

る
が
ん
で
す
。
飲
酒
や
喫
煙
に
よ
り

そ
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
口
腔
は
呼
吸
、
食
事
、
会

話
な
ど
生
活
の
質
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。
視
て
触
れ
て
わ
か
る
唯
一
の
が

ん
で
す
。

a
５
月
１
日
〜
平
成
２５
年
２
月
１５
日

　

d
各
検
診
実
施
医
療
機
関
（
詳
し

く
は
、
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）　

g
視
触
診
検
査　

f
４０

歳
以
上
の
方　

h
９
０
０
円

　

な
お
、
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
費
用
が
無
料
に
な

り
ま
す
。①
７０
歳
以
上
の
方
（
昭
和

１８
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）、②
６５
歳
以
上
７０
歳
未
満
で
障
害

認
定
を
受
け
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
、③
生

活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
、④
中
国

残
留
邦
人
支
援
給
付
制
度
適
用
の
方
、

⑤
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

（
同
一
世
帯
全
員
が
非
課
税
）。⑤
の

方
は
、
事
前
の
手
続
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

震
災
か
ら
1
年

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

市
で
は
子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、小
児

用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
費
用
の
全

額
助
成
を
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で

延
長
し
ま
す
。
３
種
類
と
も
任
意
の

予
防
接
種
の
た
め
、
希
望
が
あ
る
場

合
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
接
種
当
日
に
本
市
に
住
民

登
録
か
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

で
、
市
内
の
決
め
ら
れ
た
実
施
医
療

機
関
で
接
種
し
た
場
合
に
補
助
対
象

と
な
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

《
助
成
対
象
者
》　
①
中
学
１
年
生
〜

高
校
１
年
生
相
当
（
平
成
８
年
４
月

２
日
〜
平
成
１２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
女
子
、②
高
校
２
年
生
相
当

（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
女
子
で
、
平

成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で
に
１
回
又
は

２
回
を
接
種
し
て
い
る
方

＊
４
月
か
ら
新
た
に
対
象
と
な
る
方

（
平
成
１１
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
へ
は
４

月
上
旬
に
個
別
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
。
接
種
方
法
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

《
助
成
対
象
者
》　
生
後
２
カ
月
〜
５

歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
の
お
子
さ
ん

b
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
９
７
８
＝
３
５
１
１

　

３
月
１１
日
、
越
谷
市
の
若
手
農
業

者
が
組
織
す
る
越
谷
市
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
（
会
長　

山
﨑
康
成
）
が
、
福

島
県
田
村
市
に
あ
る
福
祉
の
森
公
園

応
急
仮
設
住
宅
で
炊
き
出
し
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
応
急
仮
設
住
宅

に
は
、
田
村
市
の
２０
キ
ロ
圏
内
の
３７

世
帯
１
２
０
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

越
谷
特
産
の
太
郎
兵
衛
も
ち
の
ほ
か
、

豚
汁
、
イ
チ
ゴ
の
ク
レ
ー
プ
、
フ
ル

ー
ツ
ポ
ン
チ
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
の
住
民
は
「
い
つ
も
原
発

の
こ
と
ば
か
り
が
頭
に
あ
る
が
、
今

日
は
そ
れ
を
忘
れ
て
楽
し
い
時
間
が

過
ご
せ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
の
山
﨑

康
成
会
長
は
、「
震
災
以
来
、
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い

た
。
会
員
の
提
案
で
こ
の
た
び
の
催

し
が
実
現
し
た
。
胸
の
つ
か
え
が
と

れ
た
思
い
。
避
難
生
活
は
長
く
な
り

そ
う
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の

支
援
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

市
の
農
業
団
体
が

仮
設
住
宅
を
訪
問

①
夜
間
急
患
診
療
所
の
看
護
業
務

〈
勤
務
時
間
〉
お
お
む
ね
午
後
７
時

３０
分
〜
午
後
１１
時
３０
分

〈
申
込
み
〉
履
歴
書
に
看
護
師
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
越
谷
市
医
師
会

へ
（
郵
送
可
）

②
検
診
事
業
（
臨
床
検
査
業
務
）

〈
対
象
〉
市
内
在
住
の
臨
床
検
査
技

師
免
許
取
得
者

〈
勤
務
日
時
〉
７
月
〜
１１
月
、
お
お

む
ね
午
前
１１
時
〜
午
後
４
時

〈
申
込
み
〉
履
歴
書
に
免
許
証
の
写

し
を
添
え
て
越
谷
市
医
師
会
へ
（
郵

送
可
）

＊
詳
し
く
は
越
谷
市
医
師
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

b
㈳
越
谷
市
医
師
会
（
〠
３４３
＝
０
０

２
２
東
大
沢
１
の
１２
の
１
）☎
９
７

５
＝
６
０
０
８

医
師
会
の
看
護
師
、

臨
床
検
査
技
師
募
集

前
立
腺
が
ん
検
診
、口
腔
が
ん
検
診

新
た
な
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
期
間
を
延
長

新開仁子さん

け
い
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地
球
温
暖
化
防
止
と
節
電
対
策
と

し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
今

回
の
申
請
受
付
件
数
は
先
着
順
で
７０

件
程
度
で
す
（
１０
月
ご
ろ
に
も
受
付

を
行
う
予
定
で
す
）。

〈
対
象
者
〉　

市
内
在
住
の
方
ま
た

は
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
市
内

に
居
住
予
定
の
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
管
理
組
合

＊
自
ら
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅
に

設
置
す
る
場
合
に
限
り
ま
す

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に
法

令
違
反
が
な
い
こ
と

〈
補
助
金
額
〉　
最
大
出
力
１
㌔
㍗

あ
た
り
３
万
円
。
上
限
は
、
戸
建
て

住
宅
が
１０
万
５
０
０
０
円
（
３
・
５

㌔
㍗
）、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
３０
万
円

（
１０
㌔
㍗
）

〈
対
象
設
備
〉　

①
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
認
証
を
受
け
た
未
使
用
品
で

あ
っ
て
、
新
規
に
設
置
を
す
る
も
の

　

②
電
力
会
社
と
受
給
契
約
を
結
び
、

余
剰
電
力
の
買
い
取
り
契
約
が
結
ば

れ
る
こ
と

〈
申
込
み
〉　

５
月
８
日
㈫
、
午
前

９
時
か
ら
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
環
境
政
策
課
（
第
二
庁
舎
２

階
）
へ
（
郵
送
不
可
）。
申
請
書
は

環
境
政
策
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す◆
ご
注
意
◆

・
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
工
事
に

着
工
し
た
場
合
、
補
助
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん

・
設
備
設
置
後
に
、
隣
接
地
に
高
層

建
築
物
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
し
て
、

発
電
量
が
低
下
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
設
置
の
際
は
、

近
隣
の
状
況
も
ご
考
慮
く
だ
さ
い

・
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

契
約
の
際
は
情
報
収
集
を
行
い
、

納
得
で
き
る
契
約
を
し
ま
し
ょ
う

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

　
　
　

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

　市民の皆さんが、
身近な生活環境等
の放射線量を把握
できるよう、放射
線測定器を貸し出
しています。
　個人の住宅などで高い線量の放射
線が測定された場合、原則として個
人で除染を行っていただきます。なお、
貸し出しの際に、測定・除染方法の
手引きをお渡しします。
〈貸出対象〉　市内に居住する２０歳
以上の方、市内の事業所、自治会
〈貸出時間〉　平日の午前９時～正午、
午後１時～４時の半日単位
〈申込み〉　電話で予約のうえ、運転
免許証など本人確認ができる書類を
お持ちになって、貸出日当日に環境
政策課（第二庁舎２階）へ。貸出は
月１回に限ります。
＊毎月５日から（土曜・日曜日、祝
日の場合は次の平日から）翌月分
の貸し出しを受け付けます

EB環境政策課☎９６３－９１８７

　

市
で
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル

各
社
が
提
供
す
る
仕
組
み
を
利
用

し
、
越
谷
市
内
に
あ
る
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
し
て
、

災
害
・
避
難
情
報
を
配
信
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

配
信
内
容　

緊
急
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
次
の
７
つ
の
情
報
。
避
難

準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
航
空

攻
撃
情
報
、
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊

攻
撃
情
報
、
大
規
模
テ
ロ
情
報

配
信
例　

避
難
勧
告
の
場
合
「
越

谷
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

○
○
川
が
警
戒
水
位
を
超
え
ま
し

た
。○
○
地
区
の
み
な
さ
ん
は
、

お
た
が
い
助
け
合
っ
て
直
ち
に
○

○
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

対
応
機
種　

配
信
で
き
る
機
種
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
部
の

機
種
で
は
設
定
が
必
要
で
す
。
定

期
的
に
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

申
込
み　

不
要
。
メ
ー
ル
は
配
信

時
に
市
内
に
あ
る
対
応
機
種
へ
一

斉
配
信
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
電

源
が
入
っ
て
い
な
い
、
電
波
状
態

が
悪
い
、
通
話
中
や
通
信
中
な
ど

の
場
合
は
配
信
さ
れ
ま
せ
ん

費
用　

利
用
料
、
通
信
料
は
無
料

b
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１

１
７

震
災
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

災
害
時
の
避
難
勧
告
な
ど

緊
急
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

災
害
時
の
避
難
勧
告
な
ど

緊
急
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

災
害
時
の
避
難
勧
告
な
ど

緊
急
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

上限は、
戸建て
3.5KW
マンション
１０KW

補助金を利用して設置された住宅用太陽光
発電パネル

〜
市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
〜

中
核
市
推
進
室
、

　
　
　
放
射
線
対
策
担
当
を
設
置

＊
受
付
期
間
を
９
月
３０
日

㈰
ま
で
延
長
し
ま
し
た

b
社
会
福
祉
課
☎
９
６
３

＝
９
３
２
０

受
付
場
所
…
各
地
区
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
本
庁
舎
総
合
受
付
、
社
会
福
祉
課
、

　
　
　
　
　

北
部
・
南
部
出
張
所
、
中
央
市
民
会
館

３
月
２７
日
現
在
の
義
援
金
…
９
０
１
９
万
６
３
１
０
円
（
１
２
９
５
件
）

放射線測定器を
　貸し出しています

ピ
ピ
ピ

　

市
内
を
５
本
の
一
級
河
川
が
流
れ

る
越
谷
。
こ
の
豊

か
な
水
辺
環
境
を

生
か
し
た
新
た
な

に
ぎ
わ
い
と
憩
い

の
場
が
、
市
役
所

東
側
の
葛
西
用
水

沿
い
に
完
成
し
ま

し
た
。
藤
棚
の
下

に
全
長
１
２
０
㍍

の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

を
整
備
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
水
辺

の
遊
歩
道
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
朝
市
や

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
イ
ベ
ン
ト
広

場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
完
成
を

記
念
し
、
次
の
と
お
り
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

〈
日
時
〉　

　

４
月
２１
日
㈯
、
午
前
１０
時
か
ら
セ

レ
モ
ニ
ー
。
イ
ベ
ン
ト
は
１１
時
か
ら

〈
場
所
〉

　

市
役
所
東
側
葛
西
用
水
沿
い
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ

〈
イ
ベ
ン
ト
内
容
〉

　

越
ヶ
谷
高
校
ボ
ー
ト
部
の
走
行
、

地
場
農
産
物
・
こ
し
が
や
鴨
ネ
ギ

鍋
・
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
な

ど
の
販
売
、
葛
西
用
水
〜
谷
古
田
用

水
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ

ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

＊
都
合
に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

b
越
谷
市
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝

４
６
８
０
、
越
谷
市
観
光
協
会
☎
９

６
６
＝
６
１
１
１

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

平
成
２７
年
４
月
の
中
核
市
移
行

へ
向
け
、
今
後
と
も
新
た
な
行
政

需
要
に
的
確
に
対
応
し
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
４
月
１
日
か
ら

組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

●
企
画
部
に
中
核
市
推
進
室
を
設

置
し
、
中
核
市
移
行
に
向
け
た
準

備
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
環
境
経
済
部
環
境
政
策
課
に
放

射
線
対
策
担
当
を
設
置
し
、
放
射

線
等
の
対
策
に
関
す
る
情
報
の
一

元
化
や
総
合
的
な
調
整
等
を
図
り

ま
す
。

b
行
政
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
３

１
３

完成間近のウッドデッキ。朝市やミニコンサート
などイベント広場として活用します

葛
西
用
水
沿
い
に
新
た
な

に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
場
が
完
成

みんな
　来てね !

４
月
２１
日
㈯
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

足
立
越
谷
線

葛
西
用
水越谷

市役所

中央市民会館

平和橋

ウッド
デッキ
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

平成２４年度予算の概要平成２４年度予算の概要

健康・子育て重点化予算健康・子育て重点化予算健康・子育て重点化予算 問合せ・財政課
☎963-9115

市民税
6万4555円

固定資産税
5万2350円

軽自動車税
684円

市たばこ税
6684円

事業所税
2020円

都市計画税
6875円

＊市民一人当たりの額は、平成24年3月1日現在の総人口（329，148人）で割ったものです 

市民１人当たりの市税負担額は、13万3168円

5万7810円

合　　　計 820億円 100.0 ▲ 1.2
予　備　費 1億円 0.1 0.0
諸 支 出 金 2億8801万円 0.4 ▲ 14.8
公　債　費 84億7662万円 10.3 2.1
災害復旧費 2万円 0.0 0.0
教　育　費 83億 835万円 10.1 2.6
消　防　費 32億5170万円 4.0 2.5
土　木　費 107億6349万円 13.1 ▲ 12.1
商　工　費 7億9180万円 1.0 ▲ 10.8
農林水産業費 5億 416万円 0.6 ▲ 13.7
労　働　費 6626万円 0.1 ▲ 81.7
衛　生　費 77億8915万円 9.5 1.6
民　生　費 331億7617万円 40.5 4.2
総　務　費 79億 722万円 9.6 ▲ 9.8
議　会　費 5億7706万円 0.7 ▲ 10.4
款　　名 予　算　額 構成比（%）対前年度比（%）

5万1962円 2万5753円 2万2613円 3万9838円 5万1152円

市民1人当たりの予算額は、24万9128円

歳出（目的別内訳）

その他（負担
金や貸付、補
修費用などに）

委託料や光熱
水費などの管
理費に

学校、道路、公
園等の建設な
どに

市の借入金の
返済に

職員の給与や
議員報酬など
に

福祉サービス
に

200億円

400億円

600億円

800億円

0億円
20 21 22 23（見込）24（見込）

713億円 686億円 672億円 689億円 685億円

年度

市債（借入）残高

歳　入

歳出（性質別内訳）

自主財源：市が自主的に収入できるお金
依存財源：国や県の裁量で割り当てられるお金

※

表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、各

費
目
の
合
計
が
合
計
値
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。％
は
構
成
比
、カ
ッ
コ
内
は
対
前
年
度
比

義務的経費：支出が義務付けられている経費
投資的経費：将来にわたって使用できる建物、
道路などを整備する経費

その他依存財源
一定の割合で国や県から交付されるお金など
15億3001万円　1.8％（▲12.6％）

地方消費税交付金
消費税の一部が交付されるもの
25億円　3.1％（0.0％）

地方交付税
地方の財政力を調整するため
国税の一部が交付されるもの
37億円　4.5％（7.2％）

県支出金
県から交付されるお金
43億7521万円　5.3％（▲10.5％）

市債
建設事業などを行うための市の借金
69億4300万円　8.5％（11.2％）

国庫支出金
国から交付されるお金
113億6456万円　13.9％（▲14.5％）

その他自主財源
前年からの繰越金や施設使用料など
20億3263万円　2.4％（2.9％）

分担金および負担金
保育料など特定のサービスを受けた
人に負担していただくお金
11億8934万円　1.5％（5.7％）

繰入金
基金からの取り崩しなど　18億円　2.2％（19.5％）

諸収入
広告料収入や施設収入など
27億3325万円　3.3％（5.8％）

公債費
市が借り入れた地方債（借金）の返済金
84億7662万円　10.3%（2.1%）

物件費
委託料や光熱水費などの管理費
131億1270万円　16.0%（▲2.4%）

普通建設事業費等
学校、道路、公園などの建設費等
74億4295万円　9.1%（▲8.4%）

繰出金
特別会計の経費の一部を
負担するもの
85億30万円　10.4%（▲1.6%）

補助費等
ごみ処理や高齢者医療、病院などに
かかる負担金や団体への補助金など
71億8552万円　8.7%（▲1.4%）

貸付金
中小企業への貸付金など
6億3121万円　
0.8%（▲5.7%）

市税
市民税や
固定資産税など
438億3200万円
53.5％（0.3％）

その他
施設の補修や予見できない支出に備える経費など
5億1944万円　0.6%（▲5.6%）

扶助費
子ども手当や生活保護などの
福祉サービス費
190億2807万円　
23.2%（1.3%）

人件費
職員の給与や
議員報酬など
171億319万円　
20.9%（▲0.6%）

義務的経費
446億788万円　
54.4%（0.7%）

投資的経費
74億4295万円　
9.1%（▲8.4%）

市税
市民税や
固定資産税など
438億3200万円
53.5％（0.3％）

自主財源
515億8722万円
62.9%（1.4％）

依存財源
304億1278万円
37.1%（▲5.3％）

その他
施設の補修や予見できない支出に備える経費など
5億1944万円　0.6%（▲5.6%）

扶助費
子ども手当や生活保護などの
福祉サービス費
190億2807万円　
23.2%（1.3%）

人件費
職員の給与や
議員報酬など
171億319万円　
20.9%（▲0.6%）

その他の経費
299億4917万円　
36.5%（▲2.1%）

　

平
成
２４
年
度
予
算
編
成
で
は
、
歳

入
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
念
頭
に
市
民
生
活
を
第
一
に
考
え
、

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
果
的

な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
で
本
市
の

将
来
像
と
し
た
「
水
と
緑
と
太
陽
に

恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安

全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
の
着
実
な

実
現
に
向
け
て
、
充
実
し
た
地
域
医

療
体
制
の
整
備
や
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
重
視
し
た
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
（
具
体
的
な
事
業
は

次
ペ
ー
ジ
の
主
な
新
規
事
業
参
照
）。

　

平
成
２４
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

で
対
前
年
度
比
１
・
２
％
減
の
８
２

０
億
円
、
９
つ
の
特
別
会
計
と
病
院

事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
総

額
は
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増
の
１

５
５
４
億
４
２
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
５３
・
５
％
を

占
め
る
市
税
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
済
情
勢
の
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。
個
人
市
民
税
で
年
少
扶
養
控
除

の
廃
止
や
特
定
扶
養
控
除
の
縮
減
な

ど
の
税
制
改
正
に
よ
る
増
収
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
固
定
資
産
の
評
価
替

に
伴
う
課
税
標
準
の
引
き
下
げ
な
ど

に
よ
り
固
定
資
産
税
の
減
収
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
市
税
全
体
で
は
対
前

年
度
比
０
・
３
％
増
と
わ
ず
か
な
増

収
に
と
ど
ま
り
、
４
３
８
億
３
２
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
を
３７
億
円
と

し
、
市
債
は
、（
仮
称
）
障
が
い
児

施
設
整
備
事
業
、
保
育
所
整
備
事
業
、

（
仮
称
）
越
谷
市
保
健
所
整
備
事
業

に
係
る
借
入
れ
が
主
な
も
の
で
、
臨

時
財
政
対
策
債
４１
億
円
を
含
め
、
対

前
年
度
比
１１
・
２
％
増
の
６９
億
４
３

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
景
気
低
迷
な
ど
の
影

響
を
受
け
生
活
保
護
費
が
増
加
し
て

い
る
ほ
か
、
生
活
介
護
給
付
費
の
増

な
ど
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
係
る
扶
助
費
が
対
前
年
度
比
１
・

３
％
増
の
１
９
０
億
２
８
０
７
万
円
、

構
成
比
で
２３
・
２
％
と
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
事
業
に
係
る
委
託
料
な
ど
の
減

に
よ
り
対
前
年
度
比
２
・
４
％
減
、

普
通
建
設
事
業
費
は
、
越
谷
駅
東
口

市
街
地
再
開
発
事
業
費
の
減
な
ど
に

よ
り
８
・
４
％
の
減
、
公
債
費
は
、

利
子
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
低

金
利
な
も
の
へ
借
換
え
を
行
う
こ
と

か
ら
２
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一
般
会
計
予
算
は
８
２
０
億
円

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
て

平
成
24
年
度
予
算
は
総
額
１
５
５
４
億
円

扶
助
費
は
構
成
比

２３
・
２
％
に

歳 出

市
税
は
対
前
年
度
比

０
・
３
％
増

歳 入
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24年度の主な新規事業
○市民活動支援センター管理事業
　《市民活動支援課》
　越谷駅東口市街地再開発ビルに開設する市民活動
支援センターの管理を指定管理者に委託し、市民の市
民活動への参加促進と市民活動団体への支援を行い
ます。 

○出羽地区センター・公民館整備事業 
　《市民活動支援課》
　平成24年度～25年度の2カ年で七左町四丁目地内に
出羽地区センター・公民館を建設します。 

○市役所南側駐車場管理委託事業（11面参照）
　《総務管理課》 
　閉庁時間の市役所南側駐車場の利用を有料化する
ため、管理設備を整備します。 
○パスポートセンター運営事業
　《市民課》
　市民サービスの向上を図るため、越谷駅東口市街地
再開発ビルにパスポートセンターを開設します。 

○保健医療基礎調査事業
　《地域医療課》 
　保健医療に関する課題等を把握し、今後の施策に反
映するため、保健医療基礎調査を実施します。 
○成人夜間急患診療所事業（1面参照）
　《地域医療課》 
　成人夜間急患診療所を開設し、夜間における初期救
急医療体制の充実を図ります。 
○自殺予防対策事業
　《市民健康課》
　簡易メンタルヘルス（心の健康状態）チェックと相
談窓口の案内を行います。 
○保健所整備事業
　《保健所準備室》
　平成27年4月の中核市移行に向けて保健所の設置準
備を進めます。 

○前立腺がん・口腔がん検診事業（2面参照）
　《市民健康課》 
　早期発見、早期治療のため、一定年齢の方を対象に
検診を呼びかけ、個別検診を行います。

○緊急サポートセンター事業（17面参照）
　《子育て支援課》
　緊急時の病児の預かりなどを会員同士の助け合い
で行う相互援助事業を開始します。
○子育て支援ネットワーク推進事業
　《子育て支援課》
　子育て情報専用サイト（仮称）こしがや子育てネッ
トを構築します。 
○大袋保育所整備事業
　《保育課》
　保育環境の充実と待機児童の多い低年齢児の受け
入れ枠拡大のため、大袋保育所の建て替え工事を行い
ます。 
○保育所緊急整備事業 
　《保育課》
　新たに民間保育園を整備する事業者に対し補助を
行います。 

○障がい者就労支援事業
　《障害福祉課》
　障がい者の就労支援のため、障害者就労支援センタ
ーに委託し、ピアサポート事業（就労などに関する悩
みや不安がある障がい者が集まり、互いに支え合う場
をつくる）を行います。
○障壁改善事業
　《障害福祉課》 
　せんげん台駅西口にエレベーターを設置する鉄道
事業者に対し事業費の補助を行い、駅舎のバリアフリ
ー化を支援します。 

○公共交通事業 
　《都市計画課》
　大規模地震に備え鉄道事業者が行う北越谷駅の耐
震補強工事に対し補助を行います。
○第二古川排水樋管整備事業
　《治水課》
　大雨による浸水被害を軽減するため、排水樋管の改
修整備を行います。 

○スマート街区先導モデル補助事業
　《環境政策課》 
　埼玉県等と共同し、越谷レイクタウンで行われる電
力の発電・蓄電・相互利用などの先導的取組を支援し
ます。 

○放射線対策事業
　《環境政策課ほか》
　福島第一原子力発電所の事故による放射線対策と
して、空間放射線量の測定や低減対策等を行い、安全・
安心な環境の確保に努めます。
○自然観察園事業
　《環境政策課》 
　自然観察園として借用し学校等の環境学習に利用
してきた用地を取得することにより、自然とのふれあ
いの場として樹林地の保全を図ります。 

○震災用業務継続計画策定事業
　《危機管理課》 
　震災時に優先する業務を選定し、震災用業務継続計
画を策定します。 

○物産展示場等管理事業
　《産業支援課》 
　越谷駅高架下の物産展示場で特産品販売や観光案
内を行います。 
○こしがや鴨ネギ鍋普及啓発事業
　《産業支援課》 
　市の特産品であるこしがや鴨ネギ鍋を活用した山
車を制作し、鴨ネギ鍋のさらなるPRとまちおこしを
行います。 
○葛西用水ウッドデッキ事業（3面参照）
　《産業支援課》 
　葛西用水沿いのウッドデッキを活用し、住民参加型
のイベントを行います。 
○集団的いちご観光農園整備構想策定事業
　《農業振興課》
　収益性が高く、観光資源として期待されるいちご観
光農園の整備に向け、基本構想を策定します。 
○大吉地区土地改良事業
　《農業振興課》 
　コスモスなどの景観農地として使用してきた大吉
地区の農地を、水田耕作に適した農地に戻すための整
備を行います。 

○全国中学校剣道大会市町村補助事業
　《指導課》
　平成24年度に本市で開催される全国中学校剣道大
会を支援します。 

○蔵書等整備事業
　《図書館》
　市民活動支援センターに整備される中央図書室に、
図書等の持ち去り防止装置と自動貸出機を導入します。

1億1607万円

1億9707万円

72万円

1億3167万円

310万円

7763万円

120万円

3億6773万円

1919万円

190万円

440万円

3億1340万円

1億2000万円

400万円

3400万円

334万円
　

5000万円

1000万円

3808万円

7358万円

700万円

671万円

200万円

203万円

500万円

4800万円

200万円

1257万円

教育

生涯学習

整備が進むＢ街区商業棟。4階・5階に市民活動支
援センターが入ります

（既存事業に新規事業を加えた事業も含む。１万円未満四捨五入）

地域のコミュニティ活動の活性化
に取り組み、参加と協働による市
民が主役のまちづくりを進めます。

地域全体で環境問題に取り組み、
豊かな自然を活かした、人と自然
にやさしいまちづくりを進めます。

医療・福祉・介護サービスの充実、
防災力・防犯力の向上など、安全
で安心して生活できるまちづくり
を進めます。

中小企業への支援などによる活力
ある産業づくりと、都市機能が集
約された利便性の高い魅力ある都
市づくりを進めます。

24年度 主な重点戦略事業 重点戦略事業は、第4次総合振興計画の各施策を効果的に推進するため、重点的かつ優先的
に実施する事業です＊▶既存事業▶新規事業（既存事業に新規事業を加えた事業も含む

▷自治基本条例推進会議運営事業

▷自治会振興事業（自治会振興交
付金）
▶市民活動支援センター管理運営
事業
▶出羽地区センター・公民館整備
事業
▷コミュニティ推進事業（地区ま
ちづくり助成金）
▷助け合いの仕組みづくり事業

▷自主防災組織育成事業

１０１万円

７８６０万円

１億１１７７万円

１億９７０７万円

４２００万円

４７０万円

１２００万円

▶公共交通事業（鉄道施設安全対
策事業費補助金）
▷地球温暖化対策推進事業

▶再生可能エネルギー推進事業

▷資源物分別収集事業

▷環境教育推進事業

８３１万円

２０５万円

２６００万円

２億６７０万円
４２０万円

▶急患診療所診療業務事業（成人
夜間急患診療所診療業務事業）

▶保健所整備事業

▶大袋保育所整備事業

▷荻島保育所整備事業

▷学童保育室建設事業

▶障壁改善事業
▶災害予防対策事業
▷防犯対策事業
▷消防署所整備事業

７０９５万円

３億６７７３万円

３億１３４０万円

１億９５７０万円

７５００万円
５４００万円
４１２０万円
６０２万円
２１０万円

▷中核市推進事業
▷越谷駅東口市街地再開発事業

▷大袋駅舎建設事業

▷創業者等育成支援事業

▷中心市街地活性化推進事業

▷空き店舗対策事業
▶農地利用集積事業
▶蔵書等整備事業
▷図書・雑誌等購入事業（図書
館）

２４万円

６億７９２０万円

８億４８００万円

１４５０万円

５６８万円
１２５０万円
５１４万円
４６５５万円

５１７０万円

重点戦略1
地域の担い手育成
　　　プロジェクト

重点戦略2
エコまち
　　　プロジェクト

重点戦略3
暮らし安心
　　　プロジェクト

重点戦略4
魅力・活力向上
　　　プロジェクト

市民参加

行財政運営 

保健、医療

子育て

福祉、社会保障

都市整備

環境 

防災、防犯

産業



　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
歳
出

を
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。
９
つ

の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
６
２
１
億

２
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

７
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
や

介
護
保
険
特
別
会
計
で
給
付
費
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
療

養
給
付
費
な
ど
保
険
給
付
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
７
・
６

％
増
の
３
３
３
億
５
０
０
０
万
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
保

険
給
付
を
行
う
埼
玉
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
な
ど
で

２５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
特
別
会
計
は
、
報
酬
改
定
へ
の
対

応
と
要
介
護
者
の
増
加
に
よ
る
給
付

費
の
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
１３
・
１
％
増
の
１
１
８
億
６
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
は
東
越

谷
、
七
左
第
一
、
西
大
袋
の
３
会
計

が
あ
り
、
合
計
で
３１
億
５
０
０
０
万

円
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道

特
別
会
計
は
、
対
前
年
度
比
０
・
４

％
減
の
１
１
０
億
円
、
公
共
用
地
先

行
取
得
特
別
会
計
は
、（
仮
称
）
第

４
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
に
係
る

用
地
の
利
子
償
還
や
（
仮
称
）
増
林

公
園
用
地
を
一
般
会
計
に
処
分
す
る

も
の
で
対
前
年
度
比
６８
・
２
％
減
の

２
億
１
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
越
谷
駅
東
口
再
開
発
施

設
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
越
谷
駅

東
口
駐
車
場
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
新
た
に
越
谷
駅
東
口
駐
車
場
会

計
を
設
置
し
、
指
定
管
理
者
へ
の
管

理
運
営
委
託
料
な
ど
で
５
２
０
０
万

円
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２４
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し

上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご

健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執
行

す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針

を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
年
度
目
前
の

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
、
ま

さ
に
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
地
方
自
治
体
は
、「
震
災
復
旧
と
復
興
」

に
向
け
た
対
策
が
急
務
と
な
り
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
県
外
か
ら
避
難
し
て
来
ら
れ
た

方
々
へ
の
対
応
や
放
射
線
対
策
な
ど
に
追
わ
れ

た
激
動
の
１
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
平
成
２３

年
度
か
ら
１０
年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が

支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
を
将
来
像

と
す
る
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着

実
な
進
捗
を
は
か
る
と
と
も
に
、
重
点
戦
略
と

し
て
位
置
づ
け
た
事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な
金
融
・
経

済
危
機
な
ど
の
影
響
に
よ
り
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
る
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
に
持

ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
本
格
的

な
回
復
に
は
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
等
の
た
め
、
平
成
２３

年
度
は
、
第
１
次
か
ら
第
３
次
ま
で
の
補
正
予

算
を
編
成
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
４
次
補
正

予
算
と
平
成
２４
年
度
予
算
を
一
体
的
・
連
続
的

に
編
成
し
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な

金
融
・
経
済
危
機
と
い
う
二
つ
の
危
機
か
ら
の

克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
現

下
の
経
済
情
勢
を
考
慮
し
つ
つ
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
な

ど
の
下
で
編
成
さ
れ
た
、
平
成
２４
年
度
一
般
会

計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％

減
の
９０
兆
３
３
３
９
億
円
、
そ
の
う
ち
政
策
的

経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
４
・

２
％
減
の
５１
兆
７
９
５
７
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税
で
は
、
年

少
扶
養
控
除
の
廃
止
等
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
固
定
資
産
の
評
価
替
に
伴
う
課

税
標
準
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
固
定
資
産
税

で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
歳
入
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
 

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２４
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
市
民
生
活
を
第
一
に
考

え
、
自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど

の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・

コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２４
年
度

の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度
比

１
・
２
％
減
の
８
２
０
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別

会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増
の
１

５
５
４
億
４
２
０
０
万
円
で
編
成
い
た
し
ま
し

た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
大

綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
進
展
や
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加

と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
越
谷
市

自
治
基
本
条
例
の
普
及
に
引
き
続
き
取
り
組
む

な
ど
条
例
の
実
効
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
市
民
参
加
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
政
へ
の

参
加
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
民
力
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成

２２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

広
く
意
見
を
聴
く
た
め
に
年
代
別
の
懇
談
を
取

り
入
れ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な

取
り
組
み
を
重
視
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な
ど
に
対
し
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
行
う
快
適
で
活
力
あ
る
魅
力

的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
の
助
成
制
度
の
周
知
を

は
か
り
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
活
動
へ
の
参
加
促
進
や

市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
文
化
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地
区
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理

と
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
出
羽
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
建
設
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

２１
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
中
、

全
て
の
市
民
が
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
の
向
上
の
た
め

の
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が

み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を

活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画

の
意
識
づ
く
り
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
効
率

的
な
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
指

定
管
理
者
と
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
業
務
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
事
業
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
、
市
の
直
営
に
よ
る
相
談
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
的
・
精
神
的

な
自
立
や
社
会
参
画
を
求
め
る
女
性
の
た
め
の

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
外
国
人

の
定
住
化
が
進
む
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
市
民
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
と

も
に
暮
ら
し
て
い
く
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
多
言
語
に
よ
る
市
政
情
報

の
提
供
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要

な
支
援
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と
協

力
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
、
国

際
交
流
を
通
し
て
本
市
の
国
際
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

４
月
の
移
行
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
周
知
を
は
か
り
な
が
ら
、
移
譲
事
務

に
関
す
る
県
と
の
協
議
や
庁
内
で
の
検
討
等
の

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
中
で
、
市
民
に
最

も
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
安
全
・
安
心
・
快

適
な
市
民
生
活
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
絶
え
ず
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
行
政
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
今
後
と
も
適
切
に
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
制
度
を
通

じ
た
各
種
事
業
の
検
証
・
見
直
し
や
、
第
５
次

行
政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行

に
向
け
た
組
織
・
人
員
体
制
の
調
整
を
含
め
、

今
後
の
行
政
課
題
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
簡

素
で
機
能
的
な
執
行
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
内
部

事
務
の
効
率
化
と
法
改
正
等
に
伴
う
新
た
な
制

度
へ
の
円
滑
な
対
応
を
は
か
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に
向
け
、
個

人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
部
門
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
の
運
用
に
十

分
配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を
積
極
的
か
つ
効
率

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
混
雑
の
解

消
や
証
明
書
発
行
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を
は
か

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
旅
券
発
給
事
務
窓
口
に
つ
い
て
は
、
利

便
性
の
向
上
と
業
務
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
へ
移
転
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
自

動
交
付
機
の
利
用
促
進
を
は
か
る
た
め
、「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
お
よ
び
「
こ
し
が
や
市

民
カ
ー
ド
」
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
税
の

収
納
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
税
以
外
の
市
債
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理

の
一
層
の
適
正
化
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活
用

が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す
る
と

と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産
の
売
却

や
貸
付
等
の
運
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
越
谷
市
福
祉
憲
章
の
理
念

に
基
づ
き
策
定
し
た
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
と
も
に
支
え
合

い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
平
成
２５
年
度
を
初
年
度
と
す
る
５

年
間
の
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
支
え
合
い
が
さ
ら
に

強
ま
り
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
す
る
福
祉
活
動
団

体
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２２
年
度
に
開
設
し
た
「
福
祉
な
ん
で
も

相
談
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
福
祉

に
関
す
る
相
談
お
よ
び
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
が
利
用
で
き
る
制
度
の
情
報
提
供
を
円
滑
か

つ
的
確
に
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
市
内
医
療
機
関
の

看
護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
看
護

師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
の
適
切

な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
小
児

以
外
の
１６
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
（
仮
称
）
成

人
夜
間
急
患
診
療
所
を
開
所
し
、
初
期
救
急
医

療
体
制
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
健
医
療
に
関
す
る
現
状
を

把
握
・
分
析
し
、
今
後
の
施
策
お
よ
び
越
谷
市

健
康
づ
く
り
行
動
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」

の
事
業
計
画
策
定
の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
た
め
、

保
健
医
療
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
手
厚
い

看
護
の
提
供
と
併
せ
て
収
益
の
確
保
を
は
か
る

た
め
、
入
院
患
者
７
人
に
対
し
看
護
師
１
人
の

体
制
が
維
持
で
き
る
よ
う
看
護
師
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
に
お
け
る
診

療
科
の
編
成
を
見
直
し
、
効
率
的
な
病
床
稼
動

の
下
で
、
よ
り
快
適
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
期
経
営
計

画
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
依
然
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
救
急
・
高
度
・
特
殊
医

療
を
運
営
の
基
本
と
し
て
、
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
や
自
殺
予
防
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
各

種
が
ん
検
診
に
加
え
、
新
た
に
前
立
腺
が
ん
検

診
お
よ
び
口
腔
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保
健
事
業
に
つ

い
て
は
、
安
心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に

対
す
る
訪
問
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
女
性
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
３
種
類

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
の
設
置
準
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
策

定
中
の
越
谷
市
立
保
健
所
設
置
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
旧
越
谷
市
立
看
護
専
門
学
校
跡
地
へ
の

保
健
所
建
設
に
向
け
、
基
本
設
計
お
よ
び
実
施

設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
・
後
期
計
画
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
子
育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２３
年
度

に
は
県
の
「
地
域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
」
の
認

定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
、「
子

育
て
す
る
な
ら
越
谷
」
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一

層
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
病
児
・
病
後
児
や
早
朝
・
夜
間
等
の

緊
急
時
の
預
か
り
お
よ
び
宿
泊
を
伴
う
預
か
り

の
調
整
を
行
う
緊
急
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
開
始
や
、
子
育
て
情
報
を
相
互
に
発
信
す

る
、
住
民
参
加
型
の
（
仮
称
）
こ
し
が
や
子
育

て
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、
児

童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
多
様
な
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
事
業

に
着
手
し
た
大
袋
保
育
所
の
本
体
建
設
工
事
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
荻
島
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
建
て
替
え
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を

対
象
と
し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
民
間
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
平
成
２３
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
（
仮

称
）
越
谷
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
が
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
ま
た
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
さ
く
ら
保
育
園
が
分
園
を
整
備
し
、
そ

れ
ぞ
れ
平
成
２４
年
度
に
開
園
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
１
４
０
名
の
定
員
拡
大
が
は
か
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
既
存
の
保
育
園
を
含
め
そ

の
運
営
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
２５
年
度
に
保
育
園
の
開
園
を
予
定
す
る
社

会
福
祉
法
人
等
へ
の
支
援
を
行
い
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
定
的

な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
待
機
児

童
が
生
じ
て
い
る
出
羽
小
学
校
お
よ
び
城
ノ
上

小
学
校
の
学
童
保
育
室
を
２
室
化
し
、
放
課
後

に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中

学
校
修
了
ま
で
支
給
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

手
当
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
適
切
に
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
通

園
施
設
、
早
期
療
育
教
室
お
よ
び
こ
と
ば
の
治

療
相
談
室
に
お
い
て
、
年
齢
や
能
力
に
応
じ
た

訓
練
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
み
の
り
学
園
と
あ

け
ぼ
の
学
園
の
施
設
機
能
と
療
育
・
訓
練
機
能

の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
新
た
な
障
が

い
児
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
２５
年
４
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
通
所
給

付
な
ど
の
円
滑
な
支
給
を
行
い
、
障
が
い
を
持

つ
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童
相

談
所
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子

ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
児
童
虐
待
の
予
防
、

早
期
発
見
お
よ
び
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
障
が
い
者
計
画
お
よ
び
第
３
期
越
谷
市
障
が

い
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
地
域
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の

職
業
的
・
社
会
的
自
立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、

就
労
支
援
事
業
の
充
実
お
よ
び
地
域
相
談
支
援

事
業
等
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
せ
ん

げ
ん
台
駅
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
事
業
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
や
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
は
か
り
、
成
年
後
見
制
度
が
身
近
な

も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓

発
お
よ
び
個
別
相
談
、
手
続
き
支
援
な
ど
、「
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機
能
の
充
実

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
平
成
２３
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た

『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』
の
営
業
を
土
曜
日
と

日
曜
日
も
始
め
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
に
お
け
る

活
動
受
入
施
設
の
拡
充
な
ど
、「
助
け
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
策
事
業
や
自
立

支
援
に
向
け
た
在
宅
福
祉
事
業
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、（
仮
称
）
第
４
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
建
設
用
地

の
造
成
工
事
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
施
設
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
５
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
総
合
的
で
質
の
高
い

介
護
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
と
と

も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
支
援
お
よ
び
権
利
擁
護
な
ど

の
事
業
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
の
計
画
的
な
基
盤
整
備
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
に
係
る
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
給
付

費
等
の
増
加
に
伴
い
改
定
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
が
、
低
所
得
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
保
険
料

の
減
額
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者

負
担
を
軽
減
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
抑
制
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
秋
以
降

の
全
国
的
な
経
済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、

本
市
に
お
い
て
も
受
給
者
が
急
増
し
て
お
り
ま

す
が
、
市
民
生
活
を
支
え
る
支
援
制
度
と
し
て
、

引
き
続
き
適
正
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ
び
医
療
費
の
適
正

化
に
努
め
、
地
域
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越
谷

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の
計
画

的
な
創
出
に
向
け
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
う
る
お
い
と

魅
力
あ
る
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
は
か
る

た
め
、
景
観
計
画
を
策
定
し
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
に
つ
い
て
は
、
都
市
基
盤
整
備
に
合
わ
せ

た
「
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
下
、

集
合
住
宅
や
沿
道
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の
建
設

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

平
成
２５
年
度
末
の
工
事
完
成
に
向
け
て
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
や
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
・
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
よ
り
一
層

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
組
合

が
主
体
と
な
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
平
成
２４
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越
谷

地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
早
期
事
業
完
了

に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の

一
層
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整

備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
都

市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま

ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
調
和
の

と
れ
た
土
地
利
用
を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
、

開
発
者
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
相
互

の
信
頼
の
下
、
協
働
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
全
で

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す
く

安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保
や
景

観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生
活
道
路

の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
越
谷
吉
川

線
お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
県
事
業
の
路
線
に
つ
い
て
も
、
県
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
の
重
要
な
橋
り

ょ
う
の
健
全
性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か

る
た
め
、
計
画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い

て
は
、
バ
ス
路
線
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上
を

は
か
る
た
め
、
よ
り
一
層
事
業
者
と
の
連
携
を

は
か
る
と
と
も
に
、
新
た
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
交
通
政
策
を
調
査
・
研
究
す
る
な
ど
、
本

市
の
特
性
に
か
な
っ
た
公
共
交
通
網
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市

の
主
要
な
鉄
道
駅
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
利
用
者

の
安
全
確
保
を
は
か
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
が

行
う
耐
震
補
強
に
対
し
、
国
・
県
と
協
調
し
て

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
大
袋
駅
に
つ
い
て
は
、

東
西
に
お
け
る
人
的
動
線
の
確
保
や
駅
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き

橋
上
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
増
林
地
区
お
よ

び
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
な
ど
の
公

園
や
原
っ
ぱ
公
園
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
元
自
治
会
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
適
切
な
公
園
管
理
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ
い
て
は
、
元
荒

川
緑
道
、
綾
瀬
川
緑
道
お
よ
び
八
条
用
水
緑
道

の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
よ
り
中

川
の
河
川
改
修
や
大
相
模
調
節
池
に
係
る
導
水

路
お
よ
び
排
水
機
場
の
建
設
な
ど
の
整
備
が
着

実
に
進
め
ら
れ
、
治
水
安
全
度
の
向
上
と
河
川

環
境
の
改
善
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
早
期
完
成
に
向
け
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
新
川
都
市
下
水
路
お
よ
び
公

共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
と
と
も
に
、

突
発
的
な
集
中
豪
雨
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
水
防
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
普
及
率
お
よ
び

水
洗
化
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
は
か
る
と
と
も

に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全

な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
さ
ら
な
る
耐
震
化
促
進
の
た
め
、

民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
の
補
助
な
ら
び
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
診
断
の
補
助
の
活
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
改
修

の
補
助
を
拡
充
し
、
新
た
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
改
修
の
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
つ
い
て

も
補
助
を
行
い
、
障
が
い
者
お
よ
び
高
齢
者
を

含
め
全
て
の
人
が
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き

る
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い

や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
お
よ

び
既
存
建
築
物
の
耐
震
化
対
策
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
放
射

線
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
測
定
お
よ
び
低
減

対
策
等
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な
環
境
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災
に
伴
う
発

電
所
の
被
害
等
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
昨
年
は
計
画
停
電
や
節
電
が
実
施
さ
れ
、

電
気
が
自
由
に
使
え
る
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
見

直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が
成
立
す
る
な

ど
、
原
子
力
や
化
石
燃
料
に
過
度
に
依
存
し
な

い
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進
め
る
う
え
で
も
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
県
と
の
共
同
事
業
「
ス
マ
ー
ト
街

区
先
導
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
地
区
内
に
お
い
て
、
建
物
間
で
電
力
の

融
通
を
行
う
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
等
を
構
築
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル

街
区
」
を
つ
く
る
先
導
的
な
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

生
活
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た
め
、
大
気
や
水

質
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
環
境
衛
生
の
充

実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然

観
察
園
の
用
地
購
入
等
に
よ
り
身
近
な
自
然
の

保
護
を
進
め
、
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
環
境

の
維
持
・
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
雑
紙
の
分
別
徹

底
の
啓
発
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
発
生
し
た
帰
宅
困
難
者
や
原
子
力
発
電
所

事
故
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
課
題
や
教
訓
を

活
か
し
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
対
応
力

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
市
の
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
、
地
区
と
合
同
の

総
合
防
災
訓
練
、
防
災
資
器
材
の
備
蓄
や
耐
震

性
飲
料
用
貯
水
槽
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
災
害

予
防
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主
防
犯

活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充
実
、
さ
ら
に
、

防
犯
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
環
境
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携

に
よ
り
犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
指
導
員

に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
安
全
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
自
転
車
の
安
全

利
用
等
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消
費
生
活

相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は

か
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
災
害
や
増
加
す
る
救
急
需
要
に
的
確
に
対

応
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

谷
中
分
署
の
建
て
替
え
お
よ
び
消
防
・
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
救
助
工
作
車
な
ど
の
更
新
に
加
え
、

高
度
救
助
用
資
機
材
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器

の
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
養
成
や
応
急

手
当
普
及
員
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
救

命
入
門
コ
ー
ス
を
含
む
救
命
講
習
会
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

と
消
防
団
活
動
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
器
具

置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
情
勢
を
含
め
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
・
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
、
産
業
・
雇

用
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
営
基
盤
の
安
定

と
強
化
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
制
度
融
資

に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引
き
上
げ
を
行

い
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」

の
開
発
や
販
売
促
進
に
か
か
る
支
援
を
は
じ
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
む
新
産
業
や
雇

用
の
創
出
を
は
か
る
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
で
あ
る
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二

番
館
に
お
け
る
創
業
者
等
育
成
支
援
事
業
や
創

業
者
オ
フ
ィ
ス
家
賃
補
助
金
制
度
の
活
用
促
進

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
が
行
う

販
売
促
進
事
業
な
ど
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援
や
、『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』

の
運
営
に
対
す
る
支
援
、
さ
ら
に
は
、
空
き
店

舗
対
策
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
越
谷

駅
周
辺
の
都
市
機
能
の
増
進
お
よ
び
経
済
活
力

の
向
上
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
２３
年
度
、
平
成
２４
年
度
の
２
か
年
事

業
と
し
て
進
め
て
い
る
改
正
中
心
市
街
地
活
性

化
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
の
策
定
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
取
引
・
技
術
交
流

の
促
進
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

な
ど
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
異
業
種
交
流

に
よ
る
商
談
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
再
開

発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
観
光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

市
内
観
光
や
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と

も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
越
谷
駅
高
架
下

物
産
展
示
場
に
お
い
て
、
観
光
案
内
の
充
実
を

は
じ
め
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
や

「
伝
統
的
手
工
芸
品
」
な
ど
市
の
特
産
品
販
売

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
水
郷
こ

し
が
や
」
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
る
葛
西
用

水
沿
い
の
「
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
」
に
つ
い
て
は
、

遊
歩
道
と
し
て
の
回
遊
性
の
向
上
を
は
か
り
、

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
開
催
し
、

魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
賑
わ
い
の
創
出
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
首
都
近
郊
に
位
置
す
る

と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
、
稲
作
を
は

じ
め
、
ネ
ギ
、
ク
ワ
イ
、
小
松
菜
や
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
、
特
色
の
あ
る
高
品
質
な
農
産
物
の
生

産
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
都

市
型
農
業
」
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次
越
谷

市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
持

続
的
に
農
業
が
行
な
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
農
業
協
同
組

合
や
農
業
関
係
者
、
越
谷
市
商
工
会
と
連
携
を

は
か
り
、
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
内
飲
食
業
者
や
食
品
加
工
業
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
展
示
・
商
談
会
を
開
催
し
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
に

よ
る
農
業
振
興
を
は
じ
め
、
地
域
産
業
全
体
の

活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

２２
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
都
市
型
農
業
経
営
者

育
成
支
援
事
業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
高
い
収
益
性
と
集
客
性
が
見
込
め
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
で
き
る
「
集
団

的
い
ち
ご
観
光
農
園
」
の
整
備
に
向
け
た
基
本

構
想
の
策
定
を
行
い
、
高
付
加
価
値
農
業
の
推

進
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る
農
地

の
保
全
と
有
効
活
用
を
は
か
る
た
め
、（
仮
称
）

農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
守
る
べ
き
優

良
農
地
区
域
を
明
確
化
し
、
こ
の
区
域
を
中
心

と
し
た
意
欲
的
な
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
を
促

進
す
る
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
計
画
的
に

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
が
取
り
組
む
「
水

と
緑
の
田
園
都
市
・
水
辺
再
生
事
業
」
と
連
携

し
、
景
観
形
成
や
親
水
性
な
ど
の
機
能
を
付
加

し
た
農
業
用
水
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

を
踏
ま
え
、
若
年
者
、
女
性
お
よ
び
中
高
年
な

ど
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
就
職
に
向
け
た
き

め
細
か
な
総
合
的
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

就
職
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
お

よ
び
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
な
ど
の

推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本
市
教
育
行
政
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
に
向

け
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
た
め
、
生
態
系
に
関
す
る
調
査
を
小
学
校
で

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画

に
基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
平
成
２４

年
度
の
１１
校
１８
棟
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
を

も
っ
て
、
事
業
が
完
了
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
所
在
す
る
貴

重
な
文
化
的
遺
産
と
し
て
適
切
に
保
護
す
る
と

と
も
に
、
市
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」
の

復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
に
開
設
す
る
中
央
図
書
室
に
つ
い

て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
子
育
て
支
援
お
よ
び

課
題
解
決
支
援
等
の
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も

に
、
視
聴
覚
資
料
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３
種
公
認
期
間
が
満

了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
公
認
を
受

け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改
修
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
に
お
け
る
施
政
方
針
を

大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況

を
悲
観
的
に
と
ら
え
る
だ
け
で
は
本
市
の
前
進

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
は
、
６０
・
３１
㎢
の
市
域

と
多
彩
な
地
域
資
源
を
有
し
、
埼
玉
県
東
南
部

地
域
の
中
核
的
な
都
市
と
し
て
持
続
的
発
展
が

可
能
な
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
た
本
市
の
着

実
な
発
展
の
た
め
の
歩
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
幸
せ
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
私

の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
各
施

策
の
着
実
な
推
進
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
太
陽
に

恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安

心
・
快
適
都
市
」
の
実
現
に
結
び
つ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

「
安
心
度
埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇

れ
る
越
谷
」
の
二
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
し
、「
行
政
は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認

識
を
全
職
員
と
一
層
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
政
運
営
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
限

り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
社
会
・

経
済
の
あ
り
方
や
人
々
の
人
生
観
・
価
値
観
等

に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
、
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
人
の
つ
な

が
り
、
知
恵
、
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
も
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
現

地
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
避
難
所
運
営
や

瓦
礫
（
が
れ
き
）
の
撤
去
作
業
等
に
取
り
組
む

姿
が
新
聞
報
道
等
で
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
や
救
援
物
資
等

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
結

集
し
た
「
絆
」
が
私
た
ち
の
強
み
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
被
災
地
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
自
ら
の
こ
と
と
し

て
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
若
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
々

が
希
望
を
持
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

け
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
教
育

の
果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
２３
年
３
月
に
、
教
育
基
本

法
第
１７
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、「
い
き

い
き
と
だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
く
越
谷
教

育
プ
ラ
ン
―
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
―
」

を
策
定
し
、
新
た
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構

築
に
よ
り
、
教
育
施
策
の
一
層
の
推
進
を
は
か

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
こ
の
教
育
振
興
基
本
計
画

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
震
災
等
で
得
た
教
訓

も
踏
ま
え
、
本
市
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
学

校
教
育
、
生
涯
学
習
お
よ
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
は
、
市

長
部
局
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
原
発
事
故

を
受
け
て
の
放
射
線
対
応
等
に
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
家
庭
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
全
体
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
昨
年
度
の
小
学
校
に

続
き
中
学
校
に
お
い
て
も
全
面
実
施
と
な
る
こ

と
か
ら
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
等
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る
力

を
育
み
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
学
ぶ
子
ど

も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

時
代
に
即
し
た
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
５０
イ

ン
チ
の
大
型
テ
レ
ビ
と
全
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
を
生
か
し
、
児
童
生

徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
活
用
し
、
分
か
り
や

す
く
魅
力
あ
る
授
業
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
教

職
員
研
修
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
お
よ
び
メ
ー
ル
配

信
等
、
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
よ
り
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

び
た
い
中
学
校
を
自
ら
選
択
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
司
書
の
資
格
を

有
し
た
学
校
図
書
館
支
援
員
１２
名
を
本
市
独
自

の
事
業
と
し
て
配
置
し
、
全
小
中
学
校
を
巡
回

し
な
が
ら
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
は
か
り
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

成
長
を
促
し
、
生
活
や
学
習
上
の
課
題
を
改
善
、

克
服
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、

大
学
教
授
等
の
専
門
家
を
学
校
に
派
遣
す
る
発

達
支
援
訪
問
指
導
に
よ
り
、
教
職
員
の
指
導
力

の
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ボ
を
環
境
条

件
の
指
標
生
物
と
し
、
本
市
の
環
境
の
実
態
を

児
童
が
自
分
た
ち
で
調
べ
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
越
谷
生
物
多
様
性
子

ど
も
調
査
」
を
小
学
校
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
全
小
中
学
校
で
作
成
し
た
環
境
教

育
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
エ
コ
ラ
イ
フ
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
性
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
は
、
国
際
社

会
で
活
躍
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た

め
、
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
異
な
る
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
外
国
語
活
動
に
も
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
、
英
語
教
育
に
お
け
る
小
中
学
校

の
滑
ら
か
な
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近

年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
一
人
ひ

と
り
が
小
中
学
校
へ
円
滑
に
適
応
で
き
る
よ
う
、

日
本
語
指
導
員
の
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
災
害

時
に
お
け
る
危
険
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て

的
確
な
判
断
の
も
と
自
ら
の
安
全
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
保
健
に
つ
い
て
は
、
定
期
健
康
診
断
の

実
施
等
、
引
き
続
き
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
児

童
生
徒
と
教
職
員
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・
地
域
と
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
基
本
的
な

生
活
習
慣
と
集
団
や
社
会
の
き
ま
り
を
守
る
な

ど
の
規
範
意
識
、
倫
理
観
、
さ
ら
に
は
、
人
権

を
尊
重
し
相
手
の
立
場
を
理
解
し
て
支
え
合
う

態
度
や
感
謝
す
る
心
等
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

非
行
・
問
題
行
動
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・

解
決
を
目
指
し
、
機
動
的
に
学
び
総
合
指
導
員

を
学
校
現
場
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
が
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な

生
徒
指
導
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
相
談
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
学
校
の
連
携

を
強
化
し
、
総
合
的
な
教
育
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
世
界

の
料
理
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
児
童
生
徒
の
外

国
の
食
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
農
産

物
の
使
用
拡
大
を
は
か
り
、
地
域
産
業
へ
の
関

心
を
高
め
、
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
ま

す
。
昨
年
度
に
実
施
し
た
「
児
童
・
生
徒
の
食

事
に
関
す
る
調
査
」の
結
果
を
踏
ま
え
、
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
て
、
朝
食
の
大
切
さ
や
生
活
リ

ズ
ム
、
望
ま
し
い
食
習
慣
等
、
食
に
関
す
る
指

導
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
食
器
洗
浄
機
や
煮

炊
釜
、
ボ
イ
ラ
ー
等
、
施
設
設
備
の
計
画
的
な

整
備
・
更
新
お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が

安
全
で
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
に

基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
今
年
度
は
、

国
の
平
成
２３
年
度
第
３
次
補
正
予
算
等
を
活
用

し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
１１
校
１８
棟
の
校
舎
お

よ
び
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

こ
れ
に
よ
り
全
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
完

了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
繰
越
事
業
と

し
て
、
越
ヶ
谷
小
学
校
外
５
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
実
施
し
、
計
画
的
に
環
境
の
改
善

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用
の
一
部
を

援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
・
大
学

等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
方
に
貸
付
を

行
い
、
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を

奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園
の
設
置
者
が
保
育
料

等
を
減
免
す
る
措
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４２
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
つ
い
て
は
、

平
成
２４
年
８
月
１８
日
か
ら
２０
日
の
日
程
で
越
谷

市
立
総
合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

越
谷
市
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
主
催
団
体
の
一

つ
と
し
て
、
生
徒
の
健
全
育
成
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
た
め
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
円

滑
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
専
門
性
や
指
導
力
を
高
め
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
研
修

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学

校
全
体
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
各
種
研
修
会

の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
研

究
委
嘱
校
や
研
究
指
定
校
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
研
究
成
果
の
共
有
に
努
め
、
各
学
校
の
教

育
課
題
に
対
応
し
た
実
践
的
研
究
を
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

学
校
応
援
団
に
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
加
を

促
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
強
い
絆
で
結
ば

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
意
識
の
変
化
に
伴

い
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・

高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
文
化
や
芸
術

等
に
ふ
れ
合
う
機
会
や
豊
か
な
学
習
環
境
を
整

え
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
範
か
つ
多
様

な
領
域
で
行
わ
れ
る
生
涯
学
習
を
効
果
的
・
効

率
的
に
推
進
で
き
る
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
し
が
や
市
民
大
学

講
座
、
子
育
て
講
座
、Ｉ
Ｔ
講
習
会
、
生
涯
学

習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
は

じ
め
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
各

種
学
級
講
座
等
を
開
催
し
、
学
習
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
ん
だ
成

果
を
地
域
社
会
に
生
か
し
、
新
た
な
学
習
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て
は
、

施
設
環
境
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
認
め
合
う
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
講
演
会

や
講
座
等
の
開
催
に
よ
り
、
人
権
・
同
和
教
育

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
予
定
の
中
央
図
書

室
に
対
し
て
、
短
時
間
滞
在
型
の
「
駅
近
・
立

寄
型
図
書
室
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
、
子
育
て
支
援
、
課
題
解
決
支
援
等
の
機

能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
視
聴
覚
資
料
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
機
能
強
化
を
は
か
る
中
で
、
本
館
と
北

部
・
南
部
・
中
央
の
各
図
書
室
と
の
連
携
を
密

に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
を
対
象
と
す
る

「
お
は
な
し
会
」
を
新
た
に
開
催
す
る
な
ど
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

野
口
冨
士
男
文
庫
で
は
、
昨
年
、
野
口
冨
士
男

生
誕
百
年
記
念
誌
「
越
ヶ
谷
日
記
」
を
発
行
し
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
の
貴
重

な
文
化
資
源
と
し
て
、
引
き
続
き
そ
の
活
用
と

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
科

学
技
術
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
科
学
に
親
し
め
る
よ

う
、
年
代
に
応
じ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
等
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
理
科
や
科
学
へ

の
興
味
・
関
心
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
と

連
携
し
な
が
ら
教
師
の
た
め
の
理
科
実
験
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
学
校
教
育
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
文
化
の
向
上

を
目
指
し
て
、
国
内
外
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
に

接
す
る
機
会
や
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
開
催

す
る
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越
谷
市
美
術
展

覧
会
等
の
成
果
発
表
の
場
を
充
実
し
、
自
主
的

な
文
化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が

や
薪
能
や
能
楽
体
験
教
室
を
実
施
し
、
能
楽
を

は
じ
め
と
す
る
伝
統
文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭

や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
の
実
施
の
ほ
か
、
学
校

と
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
神
楽
（
か
ぐ
ら
）

や
囃
子
（
は
や
し
）・
木
遣
（
き
や
り
）
等
の

継
承
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
市
民
共
有
の
貴
重
な

文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
確
実
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
適
切
な
保
存
と
活
用
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
保
存
民
家
「
大
間

野
町
旧
中
村
家
住
宅
」
を
活
用
し
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
学
習
す
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
度
の
一
般
公
開
を
目

指
し
、
復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２３
年
８
月
に
、
国
民
の
心
身
の
健
全
な

発
達
、
明
る
く
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
、
活

力
あ
る
社
会
の
実
現
お
よ
び
国
際
社
会
の
調
和

あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
基
本
理
念
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
関
係
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
と
連
携
を

は
か
り
な
が
ら
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
親
し
み
、
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
越
谷
ｃ

ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
と
と
も
に
、
参
加

申
し
込
み
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

で
行
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
多
様
な
情
報
手

段
を
活
用
し
た
情
報
提
供
と
参
加
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ

い
て
は
、
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
な
改
修
を
行
い
、
利
用
者
が
安
心
し
て

快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
し
ら
こ
ば
と
運

動
公
園
競
技
場
が
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３

種
公
認
の
期
間
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
公
認
を
受
け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改

修
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
年
齢
や
心
身
の

状
況
等
に
応
じ
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
た
に
６５
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
健
康
の
保
持
・
増
進
や
生

き
が
い
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
介
護
予
防
の
必

要
性
や
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
た
め
、

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ

る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開

催
し
、
指
導
者
の
養
成
・
確
保
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
も
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
代
は
価
値
多

元
主
義
の
時
代
と
い
わ
れ
、
教
育
を
含
め
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

や
考
え
方
が
存
在
し
ま
す
。
教
育
行
政
を
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
な
も
の
の
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
根
元
的

な
も
の
を
見
極
め
る
目
を
も
っ
て
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
教
育

委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
の
特
性
や
市
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
自
主
的
な
判
断
と
責
任
の
も
と
積
極

的
に
教
育
行
政
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、
大
局
的
な

視
点
か
ら
教
育
行
政
の
方
針
や
大
綱
を
主
体
的

に
決
定
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
外

部
の
方
々
の
ご
意
見
等
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

状
況
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
姿
勢
も
必
要
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
の
事
務
に

関
す
る
点
検
評
価
に
つ
い
て
も
、
教
育
に
関
し

学
識
経
験
を
有
す
る
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、

評
価
の
透
明
性
・
客
観
性
の
向
上
を
は
か
り
、

教
育
施
策
の
検
証
を
よ
り
質
の
高
い
も
の
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」

と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、「
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か

つ
適
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

越
谷
駅
東
口
駐
車
場
会
計

を
新
た
に
設
置

特別会計の内訳
特別会計

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介護保険会計

333億5000万円

25億円

118億6000万円

7.6

15.2

13.1

0.0

▲16.7

27.5

▲0.4

▲68.2

7.0

3億9000万円

3億円

24億6000万円

110億円

2億1000万円

621億2200万円

東越谷土地区画整
理事業費会計

七左第一土地区画
整理事業費会計

西大袋土地区画整
理事業費会計

公共用地先行取得
事業費会計

皆増5200万円越谷駅東口駐車場
会計

公共下水道事業費
会計

特別会計　計

対前年度増減率（％）

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
５１
年
に
開
院

し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救

急
・
高
度
・
特
殊
医
療
を
柱
に
、
質

の
高
い
安
全
で
満
足
の
い
た
だ
け
る

医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
平

成
２４
年
度
の
病
院
事
業
会
計
の
予
算

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
医
業
収
益
（
入
院
・

外
来
患
者
収
益
な
ど
）
が
９６
億
７
２

０
０
万
円
で
、
予
算
の
９４
・
４
％
を

占
め
ま
す
。
支
出
で
は
、
医
業
費
用

（
職
員
給
与
・
医
療
材
料
費
・
経
費

な
ど
）
が
１
０
０
億
５
０
６
０
万
円

で
予
算
の
９８
・
１
％
、
支
払
利
息
等

の
医
業
外
費
用
が
１
億
６
８
４
０
万

円
で
１
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
医
療
機
器
の
購
入
に

伴
う
補
助
金
で
８
０
０
０
万
円
で

す
。
支
出
で
は
、
産
科
病
棟
の
改
修

な
ど
、
建
設
改
良
費
（
医
療
機
器
の

購
入
や
病
院
整
備
工
事
な
ど
）
が
８

億
２
３
３
０
万
円
で
７６
・
９
％
、
企

業
債
償
還
元
金
が
２
億
４
６
７
０
万

円
で
２３
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

b
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
１

平
成
２４
年
度
施
政
方
針
、教
育
行
政
方
針

　

過
日
開
催
さ
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、高
橋
市
長
が
新
年
度
の
市
政

運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、教

育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方

針
演
説
を
行
い
ま
し
た（
全
文
掲
載
の
た
め
字
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

施
策
方
針（
全
文
）

大
綱
１
の「
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
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皆減－
越谷駅西口土地区
画整理事業費会計

市立病院事業会計

病　　院
事業収益

96 億7200 万円
5 億7790 万円

10 万円
102 億5000 万円

収益的収入および支出

医 業 収 益
医 業 外 収 益
特 別 利 益
合 計

資本的収入および支出

資 本 的
収 入

8 億2330 万円
2 億4670 万円
10 億7000 万円

建 設 改 良 費
企 業 債 償 還 金
合 計

資 本 的
支 出

8000 万円
10 万円

8010 万円

補 助 金
固定資産売却代金
合 計

病　　院
事業費用

100 億5060 万円
1 億6840 万円
2100 万円
1000 万円

102 億5000 万円

医 業 費 用
医 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費
合 計

＊病院事業会計は支出総額113億2000万円になります       
＊資本的収支の不足額9億8990万円は補てん財源から
　補てんします       



　

平
成
２４
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し

上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご

健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執
行

す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針

を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
年
度
目
前
の

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
、
ま

さ
に
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
地
方
自
治
体
は
、「
震
災
復
旧
と
復
興
」

に
向
け
た
対
策
が
急
務
と
な
り
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
県
外
か
ら
避
難
し
て
来
ら
れ
た

方
々
へ
の
対
応
や
放
射
線
対
策
な
ど
に
追
わ
れ

た
激
動
の
１
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
平
成
２３

年
度
か
ら
１０
年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が

支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
を
将
来
像

と
す
る
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着

実
な
進
捗
を
は
か
る
と
と
も
に
、
重
点
戦
略
と

し
て
位
置
づ
け
た
事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な
金
融
・
経

済
危
機
な
ど
の
影
響
に
よ
り
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
る
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
に
持

ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
本
格
的

な
回
復
に
は
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
等
の
た
め
、
平
成
２３

年
度
は
、
第
１
次
か
ら
第
３
次
ま
で
の
補
正
予

算
を
編
成
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
４
次
補
正

予
算
と
平
成
２４
年
度
予
算
を
一
体
的
・
連
続
的

に
編
成
し
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な

金
融
・
経
済
危
機
と
い
う
二
つ
の
危
機
か
ら
の

克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
現

下
の
経
済
情
勢
を
考
慮
し
つ
つ
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
な

ど
の
下
で
編
成
さ
れ
た
、
平
成
２４
年
度
一
般
会

計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％

減
の
９０
兆
３
３
３
９
億
円
、
そ
の
う
ち
政
策
的

経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
４
・

２
％
減
の
５１
兆
７
９
５
７
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税
で
は
、
年

少
扶
養
控
除
の
廃
止
等
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
固
定
資
産
の
評
価
替
に
伴
う
課

税
標
準
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
固
定
資
産
税

で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
歳
入
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２４
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
市
民
生
活
を
第
一
に
考

え
、
自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど

の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・

コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２４
年
度

の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度
比

１
・
２
％
減
の
８
２
０
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別

会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増
の
１

５
５
４
億
４
２
０
０
万
円
で
編
成
い
た
し
ま
し

た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
大

綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
進
展
や
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加

と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
越
谷
市

自
治
基
本
条
例
の
普
及
に
引
き
続
き
取
り
組
む

な
ど
条
例
の
実
効
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
市
民
参
加
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
政
へ
の

参
加
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
民
力
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成

２２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

広
く
意
見
を
聴
く
た
め
に
年
代
別
の
懇
談
を
取

り
入
れ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な

取
り
組
み
を
重
視
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な
ど
に
対
し
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
行
う
快
適
で
活
力
あ
る
魅
力

的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
の
助
成
制
度
の
周
知
を

は
か
り
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
活
動
へ
の
参
加
促
進
や

市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
文
化
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地
区
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理

と
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
出
羽
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
建
設
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

２１
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
中
、

全
て
の
市
民
が
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
の
向
上
の
た
め

の
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が

み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を

活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画

の
意
識
づ
く
り
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
効
率

的
な
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
指

定
管
理
者
と
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
業
務
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
事
業
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
、
市
の
直
営
に
よ
る
相
談
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
的
・
精
神
的

な
自
立
や
社
会
参
画
を
求
め
る
女
性
の
た
め
の

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
外
国
人

の
定
住
化
が
進
む
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
市
民
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
と

も
に
暮
ら
し
て
い
く
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
多
言
語
に
よ
る
市
政
情
報

の
提
供
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要

な
支
援
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と
協

力
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
、
国

際
交
流
を
通
し
て
本
市
の
国
際
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

４
月
の
移
行
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
周
知
を
は
か
り
な
が
ら
、
移
譲
事
務

に
関
す
る
県
と
の
協
議
や
庁
内
で
の
検
討
等
の

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
中
で
、
市
民
に
最

も
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
安
全
・
安
心
・
快

適
な
市
民
生
活
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
絶
え
ず
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
行
政
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
今
後
と
も
適
切
に
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
制
度
を
通

じ
た
各
種
事
業
の
検
証
・
見
直
し
や
、
第
５
次

行
政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行

に
向
け
た
組
織
・
人
員
体
制
の
調
整
を
含
め
、

今
後
の
行
政
課
題
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
簡

素
で
機
能
的
な
執
行
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
内
部

事
務
の
効
率
化
と
法
改
正
等
に
伴
う
新
た
な
制

度
へ
の
円
滑
な
対
応
を
は
か
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に
向
け
、
個

人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
部
門
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
の
運
用
に
十

分
配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を
積
極
的
か
つ
効
率

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
混
雑
の
解

消
や
証
明
書
発
行
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を
は
か

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
旅
券
発
給
事
務
窓
口
に
つ
い
て
は
、
利

便
性
の
向
上
と
業
務
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
へ
移
転
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
自

動
交
付
機
の
利
用
促
進
を
は
か
る
た
め
、「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
お
よ
び
「
こ
し
が
や
市

民
カ
ー
ド
」
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
税
の

収
納
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
税
以
外
の
市
債
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理

の
一
層
の
適
正
化
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活
用

が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す
る
と

と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産
の
売
却

や
貸
付
等
の
運
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
越
谷
市
福
祉
憲
章
の
理
念

に
基
づ
き
策
定
し
た
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
と
も
に
支
え
合

い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
平
成
２５
年
度
を
初
年
度
と
す
る
５

年
間
の
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
支
え
合
い
が
さ
ら
に

強
ま
り
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
す
る
福
祉
活
動
団

体
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２２
年
度
に
開
設
し
た
「
福
祉
な
ん
で
も

相
談
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
福
祉

に
関
す
る
相
談
お
よ
び
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
が
利
用
で
き
る
制
度
の
情
報
提
供
を
円
滑
か

つ
的
確
に
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
市
内
医
療
機
関
の

看
護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
看
護

師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
の
適
切

な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
小
児

以
外
の
１６
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
（
仮
称
）
成

人
夜
間
急
患
診
療
所
を
開
所
し
、
初
期
救
急
医

療
体
制
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
健
医
療
に
関
す
る
現
状
を

把
握
・
分
析
し
、
今
後
の
施
策
お
よ
び
越
谷
市

健
康
づ
く
り
行
動
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」

の
事
業
計
画
策
定
の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
た
め
、

保
健
医
療
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
手
厚
い

看
護
の
提
供
と
併
せ
て
収
益
の
確
保
を
は
か
る

た
め
、
入
院
患
者
７
人
に
対
し
看
護
師
１
人
の

体
制
が
維
持
で
き
る
よ
う
看
護
師
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
に
お
け
る
診

療
科
の
編
成
を
見
直
し
、
効
率
的
な
病
床
稼
動

の
下
で
、
よ
り
快
適
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
期
経
営
計

画
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
依
然
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
救
急
・
高
度
・
特
殊
医

療
を
運
営
の
基
本
と
し
て
、
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
や
自
殺
予
防
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
各

種
が
ん
検
診
に
加
え
、
新
た
に
前
立
腺
が
ん
検

診
お
よ
び
口
腔
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保
健
事
業
に
つ

い
て
は
、
安
心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に

対
す
る
訪
問
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
女
性
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
３
種
類

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
の
設
置
準
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
策

定
中
の
越
谷
市
立
保
健
所
設
置
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
旧
越
谷
市
立
看
護
専
門
学
校
跡
地
へ
の

保
健
所
建
設
に
向
け
、
基
本
設
計
お
よ
び
実
施

設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
・
後
期
計
画
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
子
育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２３
年
度

に
は
県
の
「
地
域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
」
の
認

定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
、「
子

育
て
す
る
な
ら
越
谷
」
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一

層
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
病
児
・
病
後
児
や
早
朝
・
夜
間
等
の

緊
急
時
の
預
か
り
お
よ
び
宿
泊
を
伴
う
預
か
り

の
調
整
を
行
う
緊
急
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
開
始
や
、
子
育
て
情
報
を
相
互
に
発
信
す

る
、
住
民
参
加
型
の
（
仮
称
）
こ
し
が
や
子
育

て
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、
児

童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
多
様
な
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
事
業

に
着
手
し
た
大
袋
保
育
所
の
本
体
建
設
工
事
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
荻
島
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
建
て
替
え
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を

対
象
と
し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
民
間
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
平
成
２３
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
（
仮

称
）
越
谷
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
が
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
ま
た
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
さ
く
ら
保
育
園
が
分
園
を
整
備
し
、
そ

れ
ぞ
れ
平
成
２４
年
度
に
開
園
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
１
４
０
名
の
定
員
拡
大
が
は
か
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
既
存
の
保
育
園
を
含
め
そ

の
運
営
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
２５
年
度
に
保
育
園
の
開
園
を
予
定
す
る
社

会
福
祉
法
人
等
へ
の
支
援
を
行
い
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
定
的

な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
待
機
児

童
が
生
じ
て
い
る
出
羽
小
学
校
お
よ
び
城
ノ
上

小
学
校
の
学
童
保
育
室
を
２
室
化
し
、
放
課
後

に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中

学
校
修
了
ま
で
支
給
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

手
当
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
適
切
に
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
通

園
施
設
、
早
期
療
育
教
室
お
よ
び
こ
と
ば
の
治

療
相
談
室
に
お
い
て
、
年
齢
や
能
力
に
応
じ
た

訓
練
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
み
の
り
学
園
と
あ

け
ぼ
の
学
園
の
施
設
機
能
と
療
育
・
訓
練
機
能

の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
新
た
な
障
が

い
児
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
２５
年
４
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
通
所
給

付
な
ど
の
円
滑
な
支
給
を
行
い
、
障
が
い
を
持

つ
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童
相

談
所
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子

ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
児
童
虐
待
の
予
防
、

早
期
発
見
お
よ
び
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
障
が
い
者
計
画
お
よ
び
第
３
期
越
谷
市
障
が

い
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
地
域
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の

職
業
的
・
社
会
的
自
立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、

就
労
支
援
事
業
の
充
実
お
よ
び
地
域
相
談
支
援

事
業
等
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
せ
ん

げ
ん
台
駅
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
事
業
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
や
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
は
か
り
、
成
年
後
見
制
度
が
身
近
な

も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓

発
お
よ
び
個
別
相
談
、
手
続
き
支
援
な
ど
、「
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機
能
の
充
実

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
平
成
２３
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た

『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』
の
営
業
を
土
曜
日
と

日
曜
日
も
始
め
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
に
お
け
る

活
動
受
入
施
設
の
拡
充
な
ど
、「
助
け
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
策
事
業
や
自
立

支
援
に
向
け
た
在
宅
福
祉
事
業
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、（
仮
称
）
第
４
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
建
設
用
地

の
造
成
工
事
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
施
設
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
５
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
総
合
的
で
質
の
高
い

介
護
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
と
と

も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
支
援
お
よ
び
権
利
擁
護
な
ど

の
事
業
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
の
計
画
的
な
基
盤
整
備
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
に
係
る
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
給
付

費
等
の
増
加
に
伴
い
改
定
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
が
、
低
所
得
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
保
険
料

の
減
額
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者

負
担
を
軽
減
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
抑
制
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
秋
以
降

の
全
国
的
な
経
済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、

本
市
に
お
い
て
も
受
給
者
が
急
増
し
て
お
り
ま

す
が
、
市
民
生
活
を
支
え
る
支
援
制
度
と
し
て
、

引
き
続
き
適
正
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ
び
医
療
費
の
適
正

化
に
努
め
、
地
域
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越
谷

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の
計
画

的
な
創
出
に
向
け
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
う
る
お
い
と

魅
力
あ
る
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
は
か
る

た
め
、
景
観
計
画
を
策
定
し
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
に
つ
い
て
は
、
都
市
基
盤
整
備
に
合
わ
せ

た
「
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
下
、

集
合
住
宅
や
沿
道
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の
建
設

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

平
成
２５
年
度
末
の
工
事
完
成
に
向
け
て
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
や
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
・
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
よ
り
一
層

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
組
合

が
主
体
と
な
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
平
成
２４
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越
谷

地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
早
期
事
業
完
了

に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の

一
層
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整

備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
都

市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま

ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
調
和
の

と
れ
た
土
地
利
用
を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
、

開
発
者
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
相
互

の
信
頼
の
下
、
協
働
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
全
で

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す
く

安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保
や
景

観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生
活
道
路

の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
越
谷
吉
川

線
お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
県
事
業
の
路
線
に
つ
い
て
も
、
県
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
の
重
要
な
橋
り

ょ
う
の
健
全
性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か

る
た
め
、
計
画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い

て
は
、
バ
ス
路
線
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上
を

は
か
る
た
め
、
よ
り
一
層
事
業
者
と
の
連
携
を

は
か
る
と
と
も
に
、
新
た
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
交
通
政
策
を
調
査
・
研
究
す
る
な
ど
、
本

市
の
特
性
に
か
な
っ
た
公
共
交
通
網
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市

の
主
要
な
鉄
道
駅
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
利
用
者

の
安
全
確
保
を
は
か
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
が

行
う
耐
震
補
強
に
対
し
、
国
・
県
と
協
調
し
て

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
大
袋
駅
に
つ
い
て
は
、

東
西
に
お
け
る
人
的
動
線
の
確
保
や
駅
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き

橋
上
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
増
林
地
区
お
よ

び
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
な
ど
の
公

園
や
原
っ
ぱ
公
園
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
元
自
治
会
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
適
切
な
公
園
管
理
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ
い
て
は
、
元
荒

川
緑
道
、
綾
瀬
川
緑
道
お
よ
び
八
条
用
水
緑
道

の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
よ
り
中

川
の
河
川
改
修
や
大
相
模
調
節
池
に
係
る
導
水

路
お
よ
び
排
水
機
場
の
建
設
な
ど
の
整
備
が
着

実
に
進
め
ら
れ
、
治
水
安
全
度
の
向
上
と
河
川

環
境
の
改
善
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
早
期
完
成
に
向
け
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
新
川
都
市
下
水
路
お
よ
び
公

共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
と
と
も
に
、

突
発
的
な
集
中
豪
雨
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
水
防
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
普
及
率
お
よ
び

水
洗
化
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
は
か
る
と
と
も

に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全

な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
さ
ら
な
る
耐
震
化
促
進
の
た
め
、

民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
の
補
助
な
ら
び
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
診
断
の
補
助
の
活
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
改
修

の
補
助
を
拡
充
し
、
新
た
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
改
修
の
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
つ
い
て

も
補
助
を
行
い
、
障
が
い
者
お
よ
び
高
齢
者
を

含
め
全
て
の
人
が
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き

る
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い

や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
お
よ

び
既
存
建
築
物
の
耐
震
化
対
策
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
放
射

線
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
測
定
お
よ
び
低
減

対
策
等
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な
環
境
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災
に
伴
う
発

電
所
の
被
害
等
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
昨
年
は
計
画
停
電
や
節
電
が
実
施
さ
れ
、

電
気
が
自
由
に
使
え
る
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
見

直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が
成
立
す
る
な

ど
、
原
子
力
や
化
石
燃
料
に
過
度
に
依
存
し
な

い
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進
め
る
う
え
で
も
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
県
と
の
共
同
事
業
「
ス
マ
ー
ト
街

区
先
導
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
地
区
内
に
お
い
て
、
建
物
間
で
電
力
の

融
通
を
行
う
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
等
を
構
築
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル

街
区
」
を
つ
く
る
先
導
的
な
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

生
活
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た
め
、
大
気
や
水

質
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
環
境
衛
生
の
充

実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然

観
察
園
の
用
地
購
入
等
に
よ
り
身
近
な
自
然
の

保
護
を
進
め
、
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
環
境

の
維
持
・
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
雑
紙
の
分
別
徹

底
の
啓
発
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
発
生
し
た
帰
宅
困
難
者
や
原
子
力
発
電
所

事
故
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
課
題
や
教
訓
を

活
か
し
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
対
応
力

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
市
の
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
、
地
区
と
合
同
の

総
合
防
災
訓
練
、
防
災
資
器
材
の
備
蓄
や
耐
震

性
飲
料
用
貯
水
槽
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
災
害

予
防
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主
防
犯

活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充
実
、
さ
ら
に
、

防
犯
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
環
境
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携

に
よ
り
犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
指
導
員

に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
安
全
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
自
転
車
の
安
全

利
用
等
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消
費
生
活

相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は

か
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
災
害
や
増
加
す
る
救
急
需
要
に
的
確
に
対

応
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

谷
中
分
署
の
建
て
替
え
お
よ
び
消
防
・
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
救
助
工
作
車
な
ど
の
更
新
に
加
え
、

高
度
救
助
用
資
機
材
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器

の
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
養
成
や
応
急

手
当
普
及
員
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
救

命
入
門
コ
ー
ス
を
含
む
救
命
講
習
会
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

と
消
防
団
活
動
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
器
具

置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
情
勢
を
含
め
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
・
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
、
産
業
・
雇

用
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
営
基
盤
の
安
定

と
強
化
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
制
度
融
資

に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引
き
上
げ
を
行

い
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」

の
開
発
や
販
売
促
進
に
か
か
る
支
援
を
は
じ
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
む
新
産
業
や
雇

用
の
創
出
を
は
か
る
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
で
あ
る
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二

番
館
に
お
け
る
創
業
者
等
育
成
支
援
事
業
や
創

業
者
オ
フ
ィ
ス
家
賃
補
助
金
制
度
の
活
用
促
進

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
が
行
う

販
売
促
進
事
業
な
ど
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援
や
、『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』

の
運
営
に
対
す
る
支
援
、
さ
ら
に
は
、
空
き
店

舗
対
策
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
越
谷

駅
周
辺
の
都
市
機
能
の
増
進
お
よ
び
経
済
活
力

の
向
上
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
２３
年
度
、
平
成
２４
年
度
の
２
か
年
事

業
と
し
て
進
め
て
い
る
改
正
中
心
市
街
地
活
性

化
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
の
策
定
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
取
引
・
技
術
交
流

の
促
進
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

な
ど
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
異
業
種
交
流

に
よ
る
商
談
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
再
開

発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
観
光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

市
内
観
光
や
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と

も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
越
谷
駅
高
架
下

物
産
展
示
場
に
お
い
て
、
観
光
案
内
の
充
実
を

は
じ
め
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
や

「
伝
統
的
手
工
芸
品
」
な
ど
市
の
特
産
品
販
売

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
水
郷
こ

し
が
や
」
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
る
葛
西
用

水
沿
い
の
「
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
」
に
つ
い
て
は
、

遊
歩
道
と
し
て
の
回
遊
性
の
向
上
を
は
か
り
、

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
開
催
し
、

魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
賑
わ
い
の
創
出
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
首
都
近
郊
に
位
置
す
る

と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
、
稲
作
を
は

じ
め
、
ネ
ギ
、
ク
ワ
イ
、
小
松
菜
や
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
、
特
色
の
あ
る
高
品
質
な
農
産
物
の
生

産
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
都

市
型
農
業
」
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次
越
谷

市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
持

続
的
に
農
業
が
行
な
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
農
業
協
同
組

合
や
農
業
関
係
者
、
越
谷
市
商
工
会
と
連
携
を

は
か
り
、
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
内
飲
食
業
者
や
食
品
加
工
業
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
展
示
・
商
談
会
を
開
催
し
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
に

よ
る
農
業
振
興
を
は
じ
め
、
地
域
産
業
全
体
の

活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

２２
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
都
市
型
農
業
経
営
者

育
成
支
援
事
業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
高
い
収
益
性
と
集
客
性
が
見
込
め
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
で
き
る
「
集
団

的
い
ち
ご
観
光
農
園
」
の
整
備
に
向
け
た
基
本

構
想
の
策
定
を
行
い
、
高
付
加
価
値
農
業
の
推

進
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る
農
地

の
保
全
と
有
効
活
用
を
は
か
る
た
め
、（
仮
称
）

農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
守
る
べ
き
優

良
農
地
区
域
を
明
確
化
し
、
こ
の
区
域
を
中
心

と
し
た
意
欲
的
な
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
を
促

進
す
る
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
計
画
的
に

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
が
取
り
組
む
「
水

と
緑
の
田
園
都
市
・
水
辺
再
生
事
業
」
と
連
携

し
、
景
観
形
成
や
親
水
性
な
ど
の
機
能
を
付
加

し
た
農
業
用
水
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

を
踏
ま
え
、
若
年
者
、
女
性
お
よ
び
中
高
年
な

ど
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
就
職
に
向
け
た
き

め
細
か
な
総
合
的
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

就
職
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
お

よ
び
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
な
ど
の

推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本
市
教
育
行
政
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
に
向

け
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
た
め
、
生
態
系
に
関
す
る
調
査
を
小
学
校
で

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画

に
基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
平
成
２４

年
度
の
１１
校
１８
棟
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
を

も
っ
て
、
事
業
が
完
了
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
所
在
す
る
貴

重
な
文
化
的
遺
産
と
し
て
適
切
に
保
護
す
る
と

と
も
に
、
市
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」
の

復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
に
開
設
す
る
中
央
図
書
室
に
つ
い

て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
子
育
て
支
援
お
よ
び

課
題
解
決
支
援
等
の
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も

に
、
視
聴
覚
資
料
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３
種
公
認
期
間
が
満

了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
公
認
を
受

け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改
修
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
に
お
け
る
施
政
方
針
を

大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況

を
悲
観
的
に
と
ら
え
る
だ
け
で
は
本
市
の
前
進

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
は
、
６０
・
３１
㎢
の
市
域

と
多
彩
な
地
域
資
源
を
有
し
、
埼
玉
県
東
南
部

地
域
の
中
核
的
な
都
市
と
し
て
持
続
的
発
展
が

可
能
な
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
た
本
市
の
着

実
な
発
展
の
た
め
の
歩
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
幸
せ
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
私

の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
各
施

策
の
着
実
な
推
進
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
太
陽
に

恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安

心
・
快
適
都
市
」
の
実
現
に
結
び
つ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

「
安
心
度
埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇

れ
る
越
谷
」
の
二
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
し
、「
行
政
は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認

識
を
全
職
員
と
一
層
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
政
運
営
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
限

り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
社
会
・

経
済
の
あ
り
方
や
人
々
の
人
生
観
・
価
値
観
等

に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
、
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
人
の
つ
な

が
り
、
知
恵
、
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
も
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
現

地
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
避
難
所
運
営
や

瓦
礫
（
が
れ
き
）
の
撤
去
作
業
等
に
取
り
組
む

姿
が
新
聞
報
道
等
で
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
や
救
援
物
資
等

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
結

集
し
た
「
絆
」
が
私
た
ち
の
強
み
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
被
災
地
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
自
ら
の
こ
と
と
し

て
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
若
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
々

が
希
望
を
持
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

け
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
教
育

の
果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
２３
年
３
月
に
、
教
育
基
本

法
第
１７
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、「
い
き

い
き
と
だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
く
越
谷
教

育
プ
ラ
ン
―
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
―
」

を
策
定
し
、
新
た
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構

築
に
よ
り
、
教
育
施
策
の
一
層
の
推
進
を
は
か

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
こ
の
教
育
振
興
基
本
計
画

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
震
災
等
で
得
た
教
訓

も
踏
ま
え
、
本
市
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
学

校
教
育
、
生
涯
学
習
お
よ
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
は
、
市

長
部
局
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
原
発
事
故

を
受
け
て
の
放
射
線
対
応
等
に
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
家
庭
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
全
体
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
昨
年
度
の
小
学
校
に

続
き
中
学
校
に
お
い
て
も
全
面
実
施
と
な
る
こ

と
か
ら
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
等
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る
力

を
育
み
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
学
ぶ
子
ど

も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

時
代
に
即
し
た
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
５０
イ

ン
チ
の
大
型
テ
レ
ビ
と
全
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
を
生
か
し
、
児
童
生

徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
活
用
し
、
分
か
り
や

す
く
魅
力
あ
る
授
業
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
教

職
員
研
修
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
お
よ
び
メ
ー
ル
配

信
等
、
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
よ
り
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

び
た
い
中
学
校
を
自
ら
選
択
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
司
書
の
資
格
を

有
し
た
学
校
図
書
館
支
援
員
１２
名
を
本
市
独
自

の
事
業
と
し
て
配
置
し
、
全
小
中
学
校
を
巡
回

し
な
が
ら
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
は
か
り
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

成
長
を
促
し
、
生
活
や
学
習
上
の
課
題
を
改
善
、

克
服
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、

大
学
教
授
等
の
専
門
家
を
学
校
に
派
遣
す
る
発

達
支
援
訪
問
指
導
に
よ
り
、
教
職
員
の
指
導
力

の
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ボ
を
環
境
条

件
の
指
標
生
物
と
し
、
本
市
の
環
境
の
実
態
を

児
童
が
自
分
た
ち
で
調
べ
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
越
谷
生
物
多
様
性
子

ど
も
調
査
」
を
小
学
校
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
全
小
中
学
校
で
作
成
し
た
環
境
教

育
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
エ
コ
ラ
イ
フ
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
性
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
は
、
国
際
社

会
で
活
躍
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た

め
、
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
異
な
る
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
外
国
語
活
動
に
も
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
、
英
語
教
育
に
お
け
る
小
中
学
校

の
滑
ら
か
な
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近

年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
一
人
ひ

と
り
が
小
中
学
校
へ
円
滑
に
適
応
で
き
る
よ
う
、

日
本
語
指
導
員
の
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
災
害

時
に
お
け
る
危
険
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て

的
確
な
判
断
の
も
と
自
ら
の
安
全
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
保
健
に
つ
い
て
は
、
定
期
健
康
診
断
の

実
施
等
、
引
き
続
き
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
児

童
生
徒
と
教
職
員
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・
地
域
と
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
基
本
的
な

生
活
習
慣
と
集
団
や
社
会
の
き
ま
り
を
守
る
な

ど
の
規
範
意
識
、
倫
理
観
、
さ
ら
に
は
、
人
権

を
尊
重
し
相
手
の
立
場
を
理
解
し
て
支
え
合
う

態
度
や
感
謝
す
る
心
等
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

非
行
・
問
題
行
動
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・

解
決
を
目
指
し
、
機
動
的
に
学
び
総
合
指
導
員

を
学
校
現
場
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
が
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な

生
徒
指
導
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
相
談
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
学
校
の
連
携

を
強
化
し
、
総
合
的
な
教
育
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
世
界

の
料
理
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
児
童
生
徒
の
外

国
の
食
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
農
産

物
の
使
用
拡
大
を
は
か
り
、
地
域
産
業
へ
の
関

心
を
高
め
、
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
ま

す
。
昨
年
度
に
実
施
し
た
「
児
童
・
生
徒
の
食

事
に
関
す
る
調
査
」の
結
果
を
踏
ま
え
、
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
て
、
朝
食
の
大
切
さ
や
生
活
リ

ズ
ム
、
望
ま
し
い
食
習
慣
等
、
食
に
関
す
る
指

導
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
食
器
洗
浄
機
や
煮

炊
釜
、
ボ
イ
ラ
ー
等
、
施
設
設
備
の
計
画
的
な

整
備
・
更
新
お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が

安
全
で
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
に

基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
今
年
度
は
、

国
の
平
成
２３
年
度
第
３
次
補
正
予
算
等
を
活
用

し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
１１
校
１８
棟
の
校
舎
お

よ
び
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

こ
れ
に
よ
り
全
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
完

了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
繰
越
事
業
と

し
て
、
越
ヶ
谷
小
学
校
外
５
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
実
施
し
、
計
画
的
に
環
境
の
改
善

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用
の
一
部
を

援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
・
大
学

等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
方
に
貸
付
を

行
い
、
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を

奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園
の
設
置
者
が
保
育
料

等
を
減
免
す
る
措
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４２
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
つ
い
て
は
、

平
成
２４
年
８
月
１８
日
か
ら
２０
日
の
日
程
で
越
谷

市
立
総
合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

越
谷
市
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
主
催
団
体
の
一

つ
と
し
て
、
生
徒
の
健
全
育
成
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
た
め
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
円

滑
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
専
門
性
や
指
導
力
を
高
め
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
研
修

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学

校
全
体
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
各
種
研
修
会

の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
研

究
委
嘱
校
や
研
究
指
定
校
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
研
究
成
果
の
共
有
に
努
め
、
各
学
校
の
教

育
課
題
に
対
応
し
た
実
践
的
研
究
を
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

学
校
応
援
団
に
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
加
を

促
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
強
い
絆
で
結
ば

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
意
識
の
変
化
に
伴

い
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・

高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
文
化
や
芸
術

等
に
ふ
れ
合
う
機
会
や
豊
か
な
学
習
環
境
を
整

え
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
範
か
つ
多
様

な
領
域
で
行
わ
れ
る
生
涯
学
習
を
効
果
的
・
効

率
的
に
推
進
で
き
る
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
し
が
や
市
民
大
学

講
座
、
子
育
て
講
座
、Ｉ
Ｔ
講
習
会
、
生
涯
学

習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
は

じ
め
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
各

種
学
級
講
座
等
を
開
催
し
、
学
習
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
ん
だ
成

果
を
地
域
社
会
に
生
か
し
、
新
た
な
学
習
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て
は
、

施
設
環
境
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
認
め
合
う
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
講
演
会

や
講
座
等
の
開
催
に
よ
り
、
人
権
・
同
和
教
育

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
予
定
の
中
央
図
書

室
に
対
し
て
、
短
時
間
滞
在
型
の
「
駅
近
・
立

寄
型
図
書
室
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
、
子
育
て
支
援
、
課
題
解
決
支
援
等
の
機

能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
視
聴
覚
資
料
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
機
能
強
化
を
は
か
る
中
で
、
本
館
と
北

部
・
南
部
・
中
央
の
各
図
書
室
と
の
連
携
を
密

に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
を
対
象
と
す
る

「
お
は
な
し
会
」
を
新
た
に
開
催
す
る
な
ど
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

野
口
冨
士
男
文
庫
で
は
、
昨
年
、
野
口
冨
士
男

生
誕
百
年
記
念
誌
「
越
ヶ
谷
日
記
」
を
発
行
し
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
の
貴
重

な
文
化
資
源
と
し
て
、
引
き
続
き
そ
の
活
用
と

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
科

学
技
術
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
科
学
に
親
し
め
る
よ

う
、
年
代
に
応
じ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
等
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
理
科
や
科
学
へ

の
興
味
・
関
心
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
と

連
携
し
な
が
ら
教
師
の
た
め
の
理
科
実
験
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
学
校
教
育
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
文
化
の
向
上

を
目
指
し
て
、
国
内
外
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
に

接
す
る
機
会
や
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
開
催

す
る
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越
谷
市
美
術
展

覧
会
等
の
成
果
発
表
の
場
を
充
実
し
、
自
主
的

な
文
化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が

や
薪
能
や
能
楽
体
験
教
室
を
実
施
し
、
能
楽
を

は
じ
め
と
す
る
伝
統
文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭

や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
の
実
施
の
ほ
か
、
学
校

と
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
神
楽
（
か
ぐ
ら
）

や
囃
子
（
は
や
し
）・
木
遣
（
き
や
り
）
等
の

継
承
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
市
民
共
有
の
貴
重
な

文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
確
実
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
適
切
な
保
存
と
活
用
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
保
存
民
家
「
大
間

野
町
旧
中
村
家
住
宅
」
を
活
用
し
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
学
習
す
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
度
の
一
般
公
開
を
目

指
し
、
復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２３
年
８
月
に
、
国
民
の
心
身
の
健
全
な

発
達
、
明
る
く
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
、
活

力
あ
る
社
会
の
実
現
お
よ
び
国
際
社
会
の
調
和

あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
基
本
理
念
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
関
係
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
と
連
携
を

は
か
り
な
が
ら
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
親
し
み
、
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
越
谷
ｃ

ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
と
と
も
に
、
参
加

申
し
込
み
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

で
行
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
多
様
な
情
報
手

段
を
活
用
し
た
情
報
提
供
と
参
加
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ

い
て
は
、
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
な
改
修
を
行
い
、
利
用
者
が
安
心
し
て

快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
し
ら
こ
ば
と
運

動
公
園
競
技
場
が
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３

種
公
認
の
期
間
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
公
認
を
受
け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改

修
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
年
齢
や
心
身
の

状
況
等
に
応
じ
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
た
に
６５
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
健
康
の
保
持
・
増
進
や
生

き
が
い
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
介
護
予
防
の
必

要
性
や
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
た
め
、

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ

る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開

催
し
、
指
導
者
の
養
成
・
確
保
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
も
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
代
は
価
値
多

元
主
義
の
時
代
と
い
わ
れ
、
教
育
を
含
め
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

や
考
え
方
が
存
在
し
ま
す
。
教
育
行
政
を
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
な
も
の
の
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
根
元
的

な
も
の
を
見
極
め
る
目
を
も
っ
て
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
教
育

委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
の
特
性
や
市
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
自
主
的
な
判
断
と
責
任
の
も
と
積
極

的
に
教
育
行
政
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、
大
局
的
な

視
点
か
ら
教
育
行
政
の
方
針
や
大
綱
を
主
体
的

に
決
定
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
外

部
の
方
々
の
ご
意
見
等
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

状
況
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
姿
勢
も
必
要
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
の
事
務
に

関
す
る
点
検
評
価
に
つ
い
て
も
、
教
育
に
関
し

学
識
経
験
を
有
す
る
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、

評
価
の
透
明
性
・
客
観
性
の
向
上
を
は
か
り
、

教
育
施
策
の
検
証
を
よ
り
質
の
高
い
も
の
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」

と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、「
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か

つ
適
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
２
の「
だ
れ
も
が
健
康
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

大
綱
３
の「
自
然
と
調
和
し
質
の

高
い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て
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平
成
２４
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し

上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご

健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執
行

す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針

を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
年
度
目
前
の

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
、
ま

さ
に
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
地
方
自
治
体
は
、「
震
災
復
旧
と
復
興
」

に
向
け
た
対
策
が
急
務
と
な
り
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
県
外
か
ら
避
難
し
て
来
ら
れ
た

方
々
へ
の
対
応
や
放
射
線
対
策
な
ど
に
追
わ
れ

た
激
動
の
１
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
平
成
２３

年
度
か
ら
１０
年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が

支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
を
将
来
像

と
す
る
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着

実
な
進
捗
を
は
か
る
と
と
も
に
、
重
点
戦
略
と

し
て
位
置
づ
け
た
事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な
金
融
・
経

済
危
機
な
ど
の
影
響
に
よ
り
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
る
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
に
持

ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
本
格
的

な
回
復
に
は
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
等
の
た
め
、
平
成
２３

年
度
は
、
第
１
次
か
ら
第
３
次
ま
で
の
補
正
予

算
を
編
成
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
４
次
補
正

予
算
と
平
成
２４
年
度
予
算
を
一
体
的
・
連
続
的

に
編
成
し
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な

金
融
・
経
済
危
機
と
い
う
二
つ
の
危
機
か
ら
の

克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
現

下
の
経
済
情
勢
を
考
慮
し
つ
つ
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
な

ど
の
下
で
編
成
さ
れ
た
、
平
成
２４
年
度
一
般
会

計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％

減
の
９０
兆
３
３
３
９
億
円
、
そ
の
う
ち
政
策
的

経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
４
・

２
％
減
の
５１
兆
７
９
５
７
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税
で
は
、
年

少
扶
養
控
除
の
廃
止
等
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
固
定
資
産
の
評
価
替
に
伴
う
課

税
標
準
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
固
定
資
産
税

で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
歳
入
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

 

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２４
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
市
民
生
活
を
第
一
に
考

え
、
自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど

の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・

コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２４
年
度

の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度
比

１
・
２
％
減
の
８
２
０
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別

会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増
の
１

５
５
４
億
４
２
０
０
万
円
で
編
成
い
た
し
ま
し

た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
大

綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
進
展
や
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加

と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
越
谷
市

自
治
基
本
条
例
の
普
及
に
引
き
続
き
取
り
組
む

な
ど
条
例
の
実
効
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
市
民
参
加
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
政
へ
の

参
加
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
民
力
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成

２２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

広
く
意
見
を
聴
く
た
め
に
年
代
別
の
懇
談
を
取

り
入
れ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な

取
り
組
み
を
重
視
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な
ど
に
対
し
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
行
う
快
適
で
活
力
あ
る
魅
力

的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
の
助
成
制
度
の
周
知
を

は
か
り
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
活
動
へ
の
参
加
促
進
や

市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
文
化
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地
区
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理

と
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
出
羽
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
建
設
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

２１
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
中
、

全
て
の
市
民
が
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
の
向
上
の
た
め

の
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が

み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を

活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画

の
意
識
づ
く
り
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
効
率

的
な
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
指

定
管
理
者
と
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
業
務
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
事
業
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
、
市
の
直
営
に
よ
る
相
談
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
的
・
精
神
的

な
自
立
や
社
会
参
画
を
求
め
る
女
性
の
た
め
の

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
外
国
人

の
定
住
化
が
進
む
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
市
民
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
と

も
に
暮
ら
し
て
い
く
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
多
言
語
に
よ
る
市
政
情
報

の
提
供
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要

な
支
援
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と
協

力
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
、
国

際
交
流
を
通
し
て
本
市
の
国
際
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

４
月
の
移
行
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
周
知
を
は
か
り
な
が
ら
、
移
譲
事
務

に
関
す
る
県
と
の
協
議
や
庁
内
で
の
検
討
等
の

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
中
で
、
市
民
に
最

も
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
安
全
・
安
心
・
快

適
な
市
民
生
活
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
絶
え
ず
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
行
政
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
今
後
と
も
適
切
に
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
制
度
を
通

じ
た
各
種
事
業
の
検
証
・
見
直
し
や
、
第
５
次

行
政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行

に
向
け
た
組
織
・
人
員
体
制
の
調
整
を
含
め
、

今
後
の
行
政
課
題
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
簡

素
で
機
能
的
な
執
行
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
内
部

事
務
の
効
率
化
と
法
改
正
等
に
伴
う
新
た
な
制

度
へ
の
円
滑
な
対
応
を
は
か
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に
向
け
、
個

人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
部
門
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
の
運
用
に
十

分
配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を
積
極
的
か
つ
効
率

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
混
雑
の
解

消
や
証
明
書
発
行
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を
は
か

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
旅
券
発
給
事
務
窓
口
に
つ
い
て
は
、
利

便
性
の
向
上
と
業
務
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
へ
移
転
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
自

動
交
付
機
の
利
用
促
進
を
は
か
る
た
め
、「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
お
よ
び
「
こ
し
が
や
市

民
カ
ー
ド
」
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
税
の

収
納
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
税
以
外
の
市
債
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理

の
一
層
の
適
正
化
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活
用

が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す
る
と

と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産
の
売
却

や
貸
付
等
の
運
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
越
谷
市
福
祉
憲
章
の
理
念

に
基
づ
き
策
定
し
た
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
と
も
に
支
え
合

い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
平
成
２５
年
度
を
初
年
度
と
す
る
５

年
間
の
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
支
え
合
い
が
さ
ら
に

強
ま
り
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
す
る
福
祉
活
動
団

体
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２２
年
度
に
開
設
し
た
「
福
祉
な
ん
で
も

相
談
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
福
祉

に
関
す
る
相
談
お
よ
び
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
が
利
用
で
き
る
制
度
の
情
報
提
供
を
円
滑
か

つ
的
確
に
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
市
内
医
療
機
関
の

看
護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
看
護

師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
の
適
切

な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
小
児

以
外
の
１６
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
（
仮
称
）
成

人
夜
間
急
患
診
療
所
を
開
所
し
、
初
期
救
急
医

療
体
制
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
健
医
療
に
関
す
る
現
状
を

把
握
・
分
析
し
、
今
後
の
施
策
お
よ
び
越
谷
市

健
康
づ
く
り
行
動
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」

の
事
業
計
画
策
定
の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
た
め
、

保
健
医
療
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
手
厚
い

看
護
の
提
供
と
併
せ
て
収
益
の
確
保
を
は
か
る

た
め
、
入
院
患
者
７
人
に
対
し
看
護
師
１
人
の

体
制
が
維
持
で
き
る
よ
う
看
護
師
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
に
お
け
る
診

療
科
の
編
成
を
見
直
し
、
効
率
的
な
病
床
稼
動

の
下
で
、
よ
り
快
適
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
期
経
営
計

画
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
依
然
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
救
急
・
高
度
・
特
殊
医

療
を
運
営
の
基
本
と
し
て
、
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
や
自
殺
予
防
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
各

種
が
ん
検
診
に
加
え
、
新
た
に
前
立
腺
が
ん
検

診
お
よ
び
口
腔
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保
健
事
業
に
つ

い
て
は
、
安
心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に

対
す
る
訪
問
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
女
性
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
３
種
類

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
の
設
置
準
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
策

定
中
の
越
谷
市
立
保
健
所
設
置
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
旧
越
谷
市
立
看
護
専
門
学
校
跡
地
へ
の

保
健
所
建
設
に
向
け
、
基
本
設
計
お
よ
び
実
施

設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
・
後
期
計
画
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
子
育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２３
年
度

に
は
県
の
「
地
域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
」
の
認

定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
、「
子

育
て
す
る
な
ら
越
谷
」
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一

層
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
病
児
・
病
後
児
や
早
朝
・
夜
間
等
の

緊
急
時
の
預
か
り
お
よ
び
宿
泊
を
伴
う
預
か
り

の
調
整
を
行
う
緊
急
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
開
始
や
、
子
育
て
情
報
を
相
互
に
発
信
す

る
、
住
民
参
加
型
の
（
仮
称
）
こ
し
が
や
子
育

て
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、
児

童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
多
様
な
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
事
業

に
着
手
し
た
大
袋
保
育
所
の
本
体
建
設
工
事
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
荻
島
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
建
て
替
え
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を

対
象
と
し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
民
間
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
平
成
２３
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
（
仮

称
）
越
谷
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
が
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
ま
た
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
さ
く
ら
保
育
園
が
分
園
を
整
備
し
、
そ

れ
ぞ
れ
平
成
２４
年
度
に
開
園
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
１
４
０
名
の
定
員
拡
大
が
は
か
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
既
存
の
保
育
園
を
含
め
そ

の
運
営
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
２５
年
度
に
保
育
園
の
開
園
を
予
定
す
る
社

会
福
祉
法
人
等
へ
の
支
援
を
行
い
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
定
的

な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
待
機
児

童
が
生
じ
て
い
る
出
羽
小
学
校
お
よ
び
城
ノ
上

小
学
校
の
学
童
保
育
室
を
２
室
化
し
、
放
課
後

に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中

学
校
修
了
ま
で
支
給
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

手
当
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
適
切
に
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
通

園
施
設
、
早
期
療
育
教
室
お
よ
び
こ
と
ば
の
治

療
相
談
室
に
お
い
て
、
年
齢
や
能
力
に
応
じ
た

訓
練
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
み
の
り
学
園
と
あ

け
ぼ
の
学
園
の
施
設
機
能
と
療
育
・
訓
練
機
能

の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
新
た
な
障
が

い
児
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
２５
年
４
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
通
所
給

付
な
ど
の
円
滑
な
支
給
を
行
い
、
障
が
い
を
持

つ
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童
相

談
所
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子

ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
児
童
虐
待
の
予
防
、

早
期
発
見
お
よ
び
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
障
が
い
者
計
画
お
よ
び
第
３
期
越
谷
市
障
が

い
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
地
域
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の

職
業
的
・
社
会
的
自
立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、

就
労
支
援
事
業
の
充
実
お
よ
び
地
域
相
談
支
援

事
業
等
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
せ
ん

げ
ん
台
駅
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
事
業
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
や
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
は
か
り
、
成
年
後
見
制
度
が
身
近
な

も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓

発
お
よ
び
個
別
相
談
、
手
続
き
支
援
な
ど
、「
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機
能
の
充
実

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
平
成
２３
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た

『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』
の
営
業
を
土
曜
日
と

日
曜
日
も
始
め
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
に
お
け
る

活
動
受
入
施
設
の
拡
充
な
ど
、「
助
け
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
策
事
業
や
自
立

支
援
に
向
け
た
在
宅
福
祉
事
業
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、（
仮
称
）
第
４
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
建
設
用
地

の
造
成
工
事
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
施
設
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
５
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
総
合
的
で
質
の
高
い

介
護
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
と
と

も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
支
援
お
よ
び
権
利
擁
護
な
ど

の
事
業
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
の
計
画
的
な
基
盤
整
備
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
に
係
る
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
給
付

費
等
の
増
加
に
伴
い
改
定
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
が
、
低
所
得
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
保
険
料

の
減
額
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者

負
担
を
軽
減
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
抑
制
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
秋
以
降

の
全
国
的
な
経
済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、

本
市
に
お
い
て
も
受
給
者
が
急
増
し
て
お
り
ま

す
が
、
市
民
生
活
を
支
え
る
支
援
制
度
と
し
て
、

引
き
続
き
適
正
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ
び
医
療
費
の
適
正

化
に
努
め
、
地
域
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越
谷

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の
計
画

的
な
創
出
に
向
け
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
う
る
お
い
と

魅
力
あ
る
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
は
か
る

た
め
、
景
観
計
画
を
策
定
し
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
に
つ
い
て
は
、
都
市
基
盤
整
備
に
合
わ
せ

た
「
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
下
、

集
合
住
宅
や
沿
道
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の
建
設

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

平
成
２５
年
度
末
の
工
事
完
成
に
向
け
て
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
や
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
・
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
よ
り
一
層

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
組
合

が
主
体
と
な
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
平
成
２４
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越
谷

地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
早
期
事
業
完
了

に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の

一
層
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整

備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
都

市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま

ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
調
和
の

と
れ
た
土
地
利
用
を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
、

開
発
者
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
相
互

の
信
頼
の
下
、
協
働
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
全
で

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す
く

安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保
や
景

観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生
活
道
路

の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
越
谷
吉
川

線
お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
県
事
業
の
路
線
に
つ
い
て
も
、
県
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
の
重
要
な
橋
り

ょ
う
の
健
全
性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か

る
た
め
、
計
画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い

て
は
、
バ
ス
路
線
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上
を

は
か
る
た
め
、
よ
り
一
層
事
業
者
と
の
連
携
を

は
か
る
と
と
も
に
、
新
た
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
交
通
政
策
を
調
査
・
研
究
す
る
な
ど
、
本

市
の
特
性
に
か
な
っ
た
公
共
交
通
網
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市

の
主
要
な
鉄
道
駅
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
利
用
者

の
安
全
確
保
を
は
か
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
が

行
う
耐
震
補
強
に
対
し
、
国
・
県
と
協
調
し
て

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
大
袋
駅
に
つ
い
て
は
、

東
西
に
お
け
る
人
的
動
線
の
確
保
や
駅
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き

橋
上
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
増
林
地
区
お
よ

び
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
な
ど
の
公

園
や
原
っ
ぱ
公
園
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
元
自
治
会
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
適
切
な
公
園
管
理
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ
い
て
は
、
元
荒

川
緑
道
、
綾
瀬
川
緑
道
お
よ
び
八
条
用
水
緑
道

の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
よ
り
中

川
の
河
川
改
修
や
大
相
模
調
節
池
に
係
る
導
水

路
お
よ
び
排
水
機
場
の
建
設
な
ど
の
整
備
が
着

実
に
進
め
ら
れ
、
治
水
安
全
度
の
向
上
と
河
川

環
境
の
改
善
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
早
期
完
成
に
向
け
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
新
川
都
市
下
水
路
お
よ
び
公

共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
と
と
も
に
、

突
発
的
な
集
中
豪
雨
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
水
防
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
普
及
率
お
よ
び

水
洗
化
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
は
か
る
と
と
も

に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全

な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
さ
ら
な
る
耐
震
化
促
進
の
た
め
、

民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
の
補
助
な
ら
び
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
診
断
の
補
助
の
活
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
改
修

の
補
助
を
拡
充
し
、
新
た
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
改
修
の
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
つ
い
て

も
補
助
を
行
い
、
障
が
い
者
お
よ
び
高
齢
者
を

含
め
全
て
の
人
が
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き

る
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い

や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
お
よ

び
既
存
建
築
物
の
耐
震
化
対
策
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
放
射

線
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
測
定
お
よ
び
低
減

対
策
等
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な
環
境
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災
に
伴
う
発

電
所
の
被
害
等
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
昨
年
は
計
画
停
電
や
節
電
が
実
施
さ
れ
、

電
気
が
自
由
に
使
え
る
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
見

直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が
成
立
す
る
な

ど
、
原
子
力
や
化
石
燃
料
に
過
度
に
依
存
し
な

い
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進
め
る
う
え
で
も
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
県
と
の
共
同
事
業
「
ス
マ
ー
ト
街

区
先
導
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
地
区
内
に
お
い
て
、
建
物
間
で
電
力
の

融
通
を
行
う
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
等
を
構
築
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル

街
区
」
を
つ
く
る
先
導
的
な
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

生
活
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た
め
、
大
気
や
水

質
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
環
境
衛
生
の
充

実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然

観
察
園
の
用
地
購
入
等
に
よ
り
身
近
な
自
然
の

保
護
を
進
め
、
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
環
境

の
維
持
・
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
雑
紙
の
分
別
徹

底
の
啓
発
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
発
生
し
た
帰
宅
困
難
者
や
原
子
力
発
電
所

事
故
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
課
題
や
教
訓
を

活
か
し
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
対
応
力

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
市
の
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
、
地
区
と
合
同
の

総
合
防
災
訓
練
、
防
災
資
器
材
の
備
蓄
や
耐
震

性
飲
料
用
貯
水
槽
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
災
害

予
防
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主
防
犯

活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充
実
、
さ
ら
に
、

防
犯
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
環
境
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携

に
よ
り
犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
指
導
員

に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
安
全
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
自
転
車
の
安
全

利
用
等
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消
費
生
活

相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は

か
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
災
害
や
増
加
す
る
救
急
需
要
に
的
確
に
対

応
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

谷
中
分
署
の
建
て
替
え
お
よ
び
消
防
・
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
救
助
工
作
車
な
ど
の
更
新
に
加
え
、

高
度
救
助
用
資
機
材
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器

の
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
養
成
や
応
急

手
当
普
及
員
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
救

命
入
門
コ
ー
ス
を
含
む
救
命
講
習
会
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

と
消
防
団
活
動
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
器
具

置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
情
勢
を
含
め
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
・
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
、
産
業
・
雇

用
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
営
基
盤
の
安
定

と
強
化
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
制
度
融
資

に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引
き
上
げ
を
行

い
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」

の
開
発
や
販
売
促
進
に
か
か
る
支
援
を
は
じ
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
む
新
産
業
や
雇

用
の
創
出
を
は
か
る
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
で
あ
る
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二

番
館
に
お
け
る
創
業
者
等
育
成
支
援
事
業
や
創

業
者
オ
フ
ィ
ス
家
賃
補
助
金
制
度
の
活
用
促
進

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
が
行
う

販
売
促
進
事
業
な
ど
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援
や
、『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』

の
運
営
に
対
す
る
支
援
、
さ
ら
に
は
、
空
き
店

舗
対
策
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
越
谷

駅
周
辺
の
都
市
機
能
の
増
進
お
よ
び
経
済
活
力

の
向
上
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
２３
年
度
、
平
成
２４
年
度
の
２
か
年
事

業
と
し
て
進
め
て
い
る
改
正
中
心
市
街
地
活
性

化
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
の
策
定
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
取
引
・
技
術
交
流

の
促
進
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

な
ど
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
異
業
種
交
流

に
よ
る
商
談
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
再
開

発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
観
光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

市
内
観
光
や
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と

も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
越
谷
駅
高
架
下

物
産
展
示
場
に
お
い
て
、
観
光
案
内
の
充
実
を

は
じ
め
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
や

「
伝
統
的
手
工
芸
品
」
な
ど
市
の
特
産
品
販
売

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
水
郷
こ

し
が
や
」
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
る
葛
西
用

水
沿
い
の
「
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
」
に
つ
い
て
は
、

遊
歩
道
と
し
て
の
回
遊
性
の
向
上
を
は
か
り
、

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
開
催
し
、

魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
賑
わ
い
の
創
出
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
首
都
近
郊
に
位
置
す
る

と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
、
稲
作
を
は

じ
め
、
ネ
ギ
、
ク
ワ
イ
、
小
松
菜
や
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
、
特
色
の
あ
る
高
品
質
な
農
産
物
の
生

産
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
都

市
型
農
業
」
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次
越
谷

市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
持

続
的
に
農
業
が
行
な
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
農
業
協
同
組

合
や
農
業
関
係
者
、
越
谷
市
商
工
会
と
連
携
を

は
か
り
、
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
内
飲
食
業
者
や
食
品
加
工
業
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
展
示
・
商
談
会
を
開
催
し
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
に

よ
る
農
業
振
興
を
は
じ
め
、
地
域
産
業
全
体
の

活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

２２
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
都
市
型
農
業
経
営
者

育
成
支
援
事
業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
高
い
収
益
性
と
集
客
性
が
見
込
め
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
で
き
る
「
集
団

的
い
ち
ご
観
光
農
園
」
の
整
備
に
向
け
た
基
本

構
想
の
策
定
を
行
い
、
高
付
加
価
値
農
業
の
推

進
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る
農
地

の
保
全
と
有
効
活
用
を
は
か
る
た
め
、（
仮
称
）

農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
守
る
べ
き
優

良
農
地
区
域
を
明
確
化
し
、
こ
の
区
域
を
中
心

と
し
た
意
欲
的
な
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
を
促

進
す
る
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
計
画
的
に

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
が
取
り
組
む
「
水

と
緑
の
田
園
都
市
・
水
辺
再
生
事
業
」
と
連
携

し
、
景
観
形
成
や
親
水
性
な
ど
の
機
能
を
付
加

し
た
農
業
用
水
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

を
踏
ま
え
、
若
年
者
、
女
性
お
よ
び
中
高
年
な

ど
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
就
職
に
向
け
た
き

め
細
か
な
総
合
的
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

就
職
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
お

よ
び
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
な
ど
の

推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本
市
教
育
行
政
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
に
向

け
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
た
め
、
生
態
系
に
関
す
る
調
査
を
小
学
校
で

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画

に
基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
平
成
２４

年
度
の
１１
校
１８
棟
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
を

も
っ
て
、
事
業
が
完
了
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
所
在
す
る
貴

重
な
文
化
的
遺
産
と
し
て
適
切
に
保
護
す
る
と

と
も
に
、
市
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」
の

復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
に
開
設
す
る
中
央
図
書
室
に
つ
い

て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
子
育
て
支
援
お
よ
び

課
題
解
決
支
援
等
の
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も

に
、
視
聴
覚
資
料
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３
種
公
認
期
間
が
満

了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
公
認
を
受

け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改
修
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
に
お
け
る
施
政
方
針
を

大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況

を
悲
観
的
に
と
ら
え
る
だ
け
で
は
本
市
の
前
進

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
は
、
６０
・
３１
㎢
の
市
域

と
多
彩
な
地
域
資
源
を
有
し
、
埼
玉
県
東
南
部

地
域
の
中
核
的
な
都
市
と
し
て
持
続
的
発
展
が

可
能
な
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
た
本
市
の
着

実
な
発
展
の
た
め
の
歩
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
幸
せ
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
私

の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
各
施

策
の
着
実
な
推
進
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
太
陽
に

恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安

心
・
快
適
都
市
」
の
実
現
に
結
び
つ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

「
安
心
度
埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇

れ
る
越
谷
」
の
二
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
し
、「
行
政
は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認

識
を
全
職
員
と
一
層
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
政
運
営
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
限

り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
社
会
・

経
済
の
あ
り
方
や
人
々
の
人
生
観
・
価
値
観
等

に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
、
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
人
の
つ
な

が
り
、
知
恵
、
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
も
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
現

地
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
避
難
所
運
営
や

瓦
礫
（
が
れ
き
）
の
撤
去
作
業
等
に
取
り
組
む

姿
が
新
聞
報
道
等
で
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
や
救
援
物
資
等

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
結

集
し
た
「
絆
」
が
私
た
ち
の
強
み
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
被
災
地
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
自
ら
の
こ
と
と
し

て
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
若
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
々

が
希
望
を
持
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

け
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
教
育

の
果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
２３
年
３
月
に
、
教
育
基
本

法
第
１７
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、「
い
き

い
き
と
だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
く
越
谷
教

育
プ
ラ
ン
―
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
―
」

を
策
定
し
、
新
た
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構

築
に
よ
り
、
教
育
施
策
の
一
層
の
推
進
を
は
か

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
こ
の
教
育
振
興
基
本
計
画

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
震
災
等
で
得
た
教
訓

も
踏
ま
え
、
本
市
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
学

校
教
育
、
生
涯
学
習
お
よ
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
は
、
市

長
部
局
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
原
発
事
故

を
受
け
て
の
放
射
線
対
応
等
に
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
家
庭
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
全
体
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
昨
年
度
の
小
学
校
に

続
き
中
学
校
に
お
い
て
も
全
面
実
施
と
な
る
こ

と
か
ら
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
等
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る
力

を
育
み
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
学
ぶ
子
ど

も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

時
代
に
即
し
た
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
５０
イ

ン
チ
の
大
型
テ
レ
ビ
と
全
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
を
生
か
し
、
児
童
生

徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
活
用
し
、
分
か
り
や

す
く
魅
力
あ
る
授
業
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
教

職
員
研
修
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
お
よ
び
メ
ー
ル
配

信
等
、
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
よ
り
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

び
た
い
中
学
校
を
自
ら
選
択
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
司
書
の
資
格
を

有
し
た
学
校
図
書
館
支
援
員
１２
名
を
本
市
独
自

の
事
業
と
し
て
配
置
し
、
全
小
中
学
校
を
巡
回

し
な
が
ら
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
は
か
り
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

成
長
を
促
し
、
生
活
や
学
習
上
の
課
題
を
改
善
、

克
服
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、

大
学
教
授
等
の
専
門
家
を
学
校
に
派
遣
す
る
発

達
支
援
訪
問
指
導
に
よ
り
、
教
職
員
の
指
導
力

の
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ボ
を
環
境
条

件
の
指
標
生
物
と
し
、
本
市
の
環
境
の
実
態
を

児
童
が
自
分
た
ち
で
調
べ
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
越
谷
生
物
多
様
性
子

ど
も
調
査
」
を
小
学
校
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
全
小
中
学
校
で
作
成
し
た
環
境
教

育
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
エ
コ
ラ
イ
フ
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
性
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
は
、
国
際
社

会
で
活
躍
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た

め
、
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
異
な
る
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
外
国
語
活
動
に
も
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
、
英
語
教
育
に
お
け
る
小
中
学
校

の
滑
ら
か
な
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近

年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
一
人
ひ

と
り
が
小
中
学
校
へ
円
滑
に
適
応
で
き
る
よ
う
、

日
本
語
指
導
員
の
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
災
害

時
に
お
け
る
危
険
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て

的
確
な
判
断
の
も
と
自
ら
の
安
全
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
保
健
に
つ
い
て
は
、
定
期
健
康
診
断
の

実
施
等
、
引
き
続
き
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
児

童
生
徒
と
教
職
員
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・
地
域
と
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
基
本
的
な

生
活
習
慣
と
集
団
や
社
会
の
き
ま
り
を
守
る
な

ど
の
規
範
意
識
、
倫
理
観
、
さ
ら
に
は
、
人
権

を
尊
重
し
相
手
の
立
場
を
理
解
し
て
支
え
合
う

態
度
や
感
謝
す
る
心
等
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

非
行
・
問
題
行
動
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・

解
決
を
目
指
し
、
機
動
的
に
学
び
総
合
指
導
員

を
学
校
現
場
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
が
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な

生
徒
指
導
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
相
談
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
学
校
の
連
携

を
強
化
し
、
総
合
的
な
教
育
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
世
界

の
料
理
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
児
童
生
徒
の
外

国
の
食
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
農
産

物
の
使
用
拡
大
を
は
か
り
、
地
域
産
業
へ
の
関

心
を
高
め
、
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
ま

す
。
昨
年
度
に
実
施
し
た
「
児
童
・
生
徒
の
食

事
に
関
す
る
調
査
」の
結
果
を
踏
ま
え
、
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
て
、
朝
食
の
大
切
さ
や
生
活
リ

ズ
ム
、
望
ま
し
い
食
習
慣
等
、
食
に
関
す
る
指

導
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
食
器
洗
浄
機
や
煮

炊
釜
、
ボ
イ
ラ
ー
等
、
施
設
設
備
の
計
画
的
な

整
備
・
更
新
お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が

安
全
で
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
に

基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
今
年
度
は
、

国
の
平
成
２３
年
度
第
３
次
補
正
予
算
等
を
活
用

し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
１１
校
１８
棟
の
校
舎
お

よ
び
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

こ
れ
に
よ
り
全
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
完

了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
繰
越
事
業
と

し
て
、
越
ヶ
谷
小
学
校
外
５
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
実
施
し
、
計
画
的
に
環
境
の
改
善

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用
の
一
部
を

援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
・
大
学

等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
方
に
貸
付
を

行
い
、
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を

奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園
の
設
置
者
が
保
育
料

等
を
減
免
す
る
措
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４２
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
つ
い
て
は
、

平
成
２４
年
８
月
１８
日
か
ら
２０
日
の
日
程
で
越
谷

市
立
総
合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

越
谷
市
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
主
催
団
体
の
一

つ
と
し
て
、
生
徒
の
健
全
育
成
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
た
め
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
円

滑
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
専
門
性
や
指
導
力
を
高
め
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
研
修

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学

校
全
体
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
各
種
研
修
会

の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
研

究
委
嘱
校
や
研
究
指
定
校
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
研
究
成
果
の
共
有
に
努
め
、
各
学
校
の
教

育
課
題
に
対
応
し
た
実
践
的
研
究
を
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

学
校
応
援
団
に
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
加
を

促
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
強
い
絆
で
結
ば

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
意
識
の
変
化
に
伴

い
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・

高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
文
化
や
芸
術

等
に
ふ
れ
合
う
機
会
や
豊
か
な
学
習
環
境
を
整

え
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
範
か
つ
多
様

な
領
域
で
行
わ
れ
る
生
涯
学
習
を
効
果
的
・
効

率
的
に
推
進
で
き
る
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
し
が
や
市
民
大
学

講
座
、
子
育
て
講
座
、Ｉ
Ｔ
講
習
会
、
生
涯
学

習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
は

じ
め
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
各

種
学
級
講
座
等
を
開
催
し
、
学
習
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
ん
だ
成

果
を
地
域
社
会
に
生
か
し
、
新
た
な
学
習
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て
は
、

施
設
環
境
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
認
め
合
う
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
講
演
会

や
講
座
等
の
開
催
に
よ
り
、
人
権
・
同
和
教
育

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
予
定
の
中
央
図
書

室
に
対
し
て
、
短
時
間
滞
在
型
の
「
駅
近
・
立

寄
型
図
書
室
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
、
子
育
て
支
援
、
課
題
解
決
支
援
等
の
機

能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
視
聴
覚
資
料
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
機
能
強
化
を
は
か
る
中
で
、
本
館
と
北

部
・
南
部
・
中
央
の
各
図
書
室
と
の
連
携
を
密

に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
を
対
象
と
す
る

「
お
は
な
し
会
」
を
新
た
に
開
催
す
る
な
ど
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

野
口
冨
士
男
文
庫
で
は
、
昨
年
、
野
口
冨
士
男

生
誕
百
年
記
念
誌
「
越
ヶ
谷
日
記
」
を
発
行
し
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
の
貴
重

な
文
化
資
源
と
し
て
、
引
き
続
き
そ
の
活
用
と

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
科

学
技
術
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
科
学
に
親
し
め
る
よ

う
、
年
代
に
応
じ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
等
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
理
科
や
科
学
へ

の
興
味
・
関
心
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
と

連
携
し
な
が
ら
教
師
の
た
め
の
理
科
実
験
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
学
校
教
育
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
文
化
の
向
上

を
目
指
し
て
、
国
内
外
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
に

接
す
る
機
会
や
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
開
催

す
る
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越
谷
市
美
術
展

覧
会
等
の
成
果
発
表
の
場
を
充
実
し
、
自
主
的

な
文
化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が

や
薪
能
や
能
楽
体
験
教
室
を
実
施
し
、
能
楽
を

は
じ
め
と
す
る
伝
統
文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭

や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
の
実
施
の
ほ
か
、
学
校

と
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
神
楽
（
か
ぐ
ら
）

や
囃
子
（
は
や
し
）・
木
遣
（
き
や
り
）
等
の

継
承
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
市
民
共
有
の
貴
重
な

文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
確
実
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
適
切
な
保
存
と
活
用
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
保
存
民
家
「
大
間

野
町
旧
中
村
家
住
宅
」
を
活
用
し
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
学
習
す
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
度
の
一
般
公
開
を
目

指
し
、
復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２３
年
８
月
に
、
国
民
の
心
身
の
健
全
な

発
達
、
明
る
く
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
、
活

力
あ
る
社
会
の
実
現
お
よ
び
国
際
社
会
の
調
和

あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
基
本
理
念
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
関
係
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
と
連
携
を

は
か
り
な
が
ら
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
親
し
み
、
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
越
谷
ｃ

ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
と
と
も
に
、
参
加

申
し
込
み
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

で
行
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
多
様
な
情
報
手

段
を
活
用
し
た
情
報
提
供
と
参
加
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ

い
て
は
、
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
な
改
修
を
行
い
、
利
用
者
が
安
心
し
て

快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
し
ら
こ
ば
と
運

動
公
園
競
技
場
が
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３

種
公
認
の
期
間
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
公
認
を
受
け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改

修
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
年
齢
や
心
身
の

状
況
等
に
応
じ
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
た
に
６５
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
健
康
の
保
持
・
増
進
や
生

き
が
い
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
介
護
予
防
の
必

要
性
や
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
た
め
、

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ

る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開

催
し
、
指
導
者
の
養
成
・
確
保
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
も
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
代
は
価
値
多

元
主
義
の
時
代
と
い
わ
れ
、
教
育
を
含
め
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

や
考
え
方
が
存
在
し
ま
す
。
教
育
行
政
を
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
な
も
の
の
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
根
元
的

な
も
の
を
見
極
め
る
目
を
も
っ
て
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
教
育

委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
の
特
性
や
市
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
自
主
的
な
判
断
と
責
任
の
も
と
積
極

的
に
教
育
行
政
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、
大
局
的
な

視
点
か
ら
教
育
行
政
の
方
針
や
大
綱
を
主
体
的

に
決
定
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
外

部
の
方
々
の
ご
意
見
等
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

状
況
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
姿
勢
も
必
要
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
の
事
務
に

関
す
る
点
検
評
価
に
つ
い
て
も
、
教
育
に
関
し

学
識
経
験
を
有
す
る
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、

評
価
の
透
明
性
・
客
観
性
の
向
上
を
は
か
り
、

教
育
施
策
の
検
証
を
よ
り
質
の
高
い
も
の
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」

と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、「
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か

つ
適
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
行
政
方
針（
全
文
）

大
綱
４
の「
人
や
環
境
に
や
さ
し

く
安
全
・
安
心
な
生
活
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

大
綱
５
の「
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て

大
綱
６
の「
い
き
い
き
と
だ
れ
も

が
学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
い
て
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平
成
２４
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し

上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご

健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執
行

す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針

を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
年
度
目
前
の

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
、
ま

さ
に
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
地
方
自
治
体
は
、「
震
災
復
旧
と
復
興
」

に
向
け
た
対
策
が
急
務
と
な
り
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
県
外
か
ら
避
難
し
て
来
ら
れ
た

方
々
へ
の
対
応
や
放
射
線
対
策
な
ど
に
追
わ
れ

た
激
動
の
１
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
平
成
２３

年
度
か
ら
１０
年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が

支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
を
将
来
像

と
す
る
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着

実
な
進
捗
を
は
か
る
と
と
も
に
、
重
点
戦
略
と

し
て
位
置
づ
け
た
事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な
金
融
・
経

済
危
機
な
ど
の
影
響
に
よ
り
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
る
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
に
持

ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
本
格
的

な
回
復
に
は
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
等
の
た
め
、
平
成
２３

年
度
は
、
第
１
次
か
ら
第
３
次
ま
で
の
補
正
予

算
を
編
成
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
４
次
補
正

予
算
と
平
成
２４
年
度
予
算
を
一
体
的
・
連
続
的

に
編
成
し
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
世
界
的
な

金
融
・
経
済
危
機
と
い
う
二
つ
の
危
機
か
ら
の

克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
現

下
の
経
済
情
勢
を
考
慮
し
つ
つ
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
な

ど
の
下
で
編
成
さ
れ
た
、
平
成
２４
年
度
一
般
会

計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％

減
の
９０
兆
３
３
３
９
億
円
、
そ
の
う
ち
政
策
的

経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
４
・

２
％
減
の
５１
兆
７
９
５
７
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税
で
は
、
年

少
扶
養
控
除
の
廃
止
等
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
固
定
資
産
の
評
価
替
に
伴
う
課

税
標
準
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
固
定
資
産
税

で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
歳
入
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

 

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２４
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
市
民
生
活
を
第
一
に
考

え
、
自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど

の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・

コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２４
年
度

の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度
比

１
・
２
％
減
の
８
２
０
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別

会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増
の
１

５
５
４
億
４
２
０
０
万
円
で
編
成
い
た
し
ま
し

た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
大

綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
進
展
や
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加

と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
越
谷
市

自
治
基
本
条
例
の
普
及
に
引
き
続
き
取
り
組
む

な
ど
条
例
の
実
効
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
市
民
参
加
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
政
へ
の

参
加
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
民
力
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成

２２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

広
く
意
見
を
聴
く
た
め
に
年
代
別
の
懇
談
を
取

り
入
れ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な

取
り
組
み
を
重
視
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な
ど
に
対
し
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
行
う
快
適
で
活
力
あ
る
魅
力

的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
の
助
成
制
度
の
周
知
を

は
か
り
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
活
動
へ
の
参
加
促
進
や

市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
文
化
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地
区
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理

と
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
出
羽
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
建
設
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

２１
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
中
、

全
て
の
市
民
が
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
の
向
上
の
た
め

の
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が

み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を

活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画

の
意
識
づ
く
り
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
効
率

的
な
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
指

定
管
理
者
と
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
業
務
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
事
業
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
、
市
の
直
営
に
よ
る
相
談
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済
的
・
精
神
的

な
自
立
や
社
会
参
画
を
求
め
る
女
性
の
た
め
の

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
外
国
人

の
定
住
化
が
進
む
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
市
民
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
と

も
に
暮
ら
し
て
い
く
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
多
言
語
に
よ
る
市
政
情
報

の
提
供
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要

な
支
援
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と
協

力
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
、
国

際
交
流
を
通
し
て
本
市
の
国
際
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

４
月
の
移
行
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
周
知
を
は
か
り
な
が
ら
、
移
譲
事
務

に
関
す
る
県
と
の
協
議
や
庁
内
で
の
検
討
等
の

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
中
で
、
市
民
に
最

も
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
安
全
・
安
心
・
快

適
な
市
民
生
活
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
絶
え
ず
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
行
政
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
今
後
と
も
適
切
に
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
制
度
を
通

じ
た
各
種
事
業
の
検
証
・
見
直
し
や
、
第
５
次

行
政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行

に
向
け
た
組
織
・
人
員
体
制
の
調
整
を
含
め
、

今
後
の
行
政
課
題
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
簡

素
で
機
能
的
な
執
行
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
内
部

事
務
の
効
率
化
と
法
改
正
等
に
伴
う
新
た
な
制

度
へ
の
円
滑
な
対
応
を
は
か
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に
向
け
、
個

人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
部
門
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
の
運
用
に
十

分
配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を
積
極
的
か
つ
効
率

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
混
雑
の
解

消
や
証
明
書
発
行
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を
は
か

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
旅
券
発
給
事
務
窓
口
に
つ
い
て
は
、
利

便
性
の
向
上
と
業
務
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
へ
移
転
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
自

動
交
付
機
の
利
用
促
進
を
は
か
る
た
め
、「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
お
よ
び
「
こ
し
が
や
市

民
カ
ー
ド
」
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
税
の

収
納
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
税
以
外
の
市
債
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理

の
一
層
の
適
正
化
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活
用

が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す
る
と

と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産
の
売
却

や
貸
付
等
の
運
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
越
谷
市
福
祉
憲
章
の
理
念

に
基
づ
き
策
定
し
た
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
と
も
に
支
え
合

い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
平
成
２５
年
度
を
初
年
度
と
す
る
５

年
間
の
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
支
え
合
い
が
さ
ら
に

強
ま
り
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
す
る
福
祉
活
動
団

体
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２２
年
度
に
開
設
し
た
「
福
祉
な
ん
で
も

相
談
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
福
祉

に
関
す
る
相
談
お
よ
び
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
が
利
用
で
き
る
制
度
の
情
報
提
供
を
円
滑
か

つ
的
確
に
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
市
内
医
療
機
関
の

看
護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
看
護

師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
の
適
切

な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
小
児

以
外
の
１６
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
（
仮
称
）
成

人
夜
間
急
患
診
療
所
を
開
所
し
、
初
期
救
急
医

療
体
制
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
健
医
療
に
関
す
る
現
状
を

把
握
・
分
析
し
、
今
後
の
施
策
お
よ
び
越
谷
市

健
康
づ
く
り
行
動
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」

の
事
業
計
画
策
定
の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
た
め
、

保
健
医
療
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
手
厚
い

看
護
の
提
供
と
併
せ
て
収
益
の
確
保
を
は
か
る

た
め
、
入
院
患
者
７
人
に
対
し
看
護
師
１
人
の

体
制
が
維
持
で
き
る
よ
う
看
護
師
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
に
お
け
る
診

療
科
の
編
成
を
見
直
し
、
効
率
的
な
病
床
稼
動

の
下
で
、
よ
り
快
適
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
期
経
営
計

画
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
依
然
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
救
急
・
高
度
・
特
殊
医

療
を
運
営
の
基
本
と
し
て
、
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
や
自
殺
予
防
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
各

種
が
ん
検
診
に
加
え
、
新
た
に
前
立
腺
が
ん
検

診
お
よ
び
口
腔
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保
健
事
業
に
つ

い
て
は
、
安
心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に

対
す
る
訪
問
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
女
性
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
３
種
類

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
の
設
置
準
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
策

定
中
の
越
谷
市
立
保
健
所
設
置
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
旧
越
谷
市
立
看
護
専
門
学
校
跡
地
へ
の

保
健
所
建
設
に
向
け
、
基
本
設
計
お
よ
び
実
施

設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
・
後
期
計
画
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
子
育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２３
年
度

に
は
県
の
「
地
域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
」
の
認

定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
、「
子

育
て
す
る
な
ら
越
谷
」
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一

層
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
病
児
・
病
後
児
や
早
朝
・
夜
間
等
の

緊
急
時
の
預
か
り
お
よ
び
宿
泊
を
伴
う
預
か
り

の
調
整
を
行
う
緊
急
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
開
始
や
、
子
育
て
情
報
を
相
互
に
発
信
す

る
、
住
民
参
加
型
の
（
仮
称
）
こ
し
が
や
子
育

て
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、
児

童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
多
様
な
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
事
業

に
着
手
し
た
大
袋
保
育
所
の
本
体
建
設
工
事
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
荻
島
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
建
て
替
え
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を

対
象
と
し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
民
間
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
平
成
２３
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
（
仮

称
）
越
谷
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
が
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
ま
た
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
さ
く
ら
保
育
園
が
分
園
を
整
備
し
、
そ

れ
ぞ
れ
平
成
２４
年
度
に
開
園
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
１
４
０
名
の
定
員
拡
大
が
は
か
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
既
存
の
保
育
園
を
含
め
そ

の
運
営
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
２５
年
度
に
保
育
園
の
開
園
を
予
定
す
る
社

会
福
祉
法
人
等
へ
の
支
援
を
行
い
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
定
的

な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
待
機
児

童
が
生
じ
て
い
る
出
羽
小
学
校
お
よ
び
城
ノ
上

小
学
校
の
学
童
保
育
室
を
２
室
化
し
、
放
課
後

に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中

学
校
修
了
ま
で
支
給
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

手
当
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
適
切
に
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
通

園
施
設
、
早
期
療
育
教
室
お
よ
び
こ
と
ば
の
治

療
相
談
室
に
お
い
て
、
年
齢
や
能
力
に
応
じ
た

訓
練
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
み
の
り
学
園
と
あ

け
ぼ
の
学
園
の
施
設
機
能
と
療
育
・
訓
練
機
能

の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
新
た
な
障
が

い
児
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
２５
年
４
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
通
所
給

付
な
ど
の
円
滑
な
支
給
を
行
い
、
障
が
い
を
持

つ
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童
相

談
所
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子

ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
児
童
虐
待
の
予
防
、

早
期
発
見
お
よ
び
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越
谷

市
障
が
い
者
計
画
お
よ
び
第
３
期
越
谷
市
障
が

い
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
地
域
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の

職
業
的
・
社
会
的
自
立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、

就
労
支
援
事
業
の
充
実
お
よ
び
地
域
相
談
支
援

事
業
等
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
せ
ん

げ
ん
台
駅
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
事
業
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
や
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
は
か
り
、
成
年
後
見
制
度
が
身
近
な

も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓

発
お
よ
び
個
別
相
談
、
手
続
き
支
援
な
ど
、「
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機
能
の
充
実

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
平
成
２３
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た

『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』
の
営
業
を
土
曜
日
と

日
曜
日
も
始
め
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
に
お
け
る

活
動
受
入
施
設
の
拡
充
な
ど
、「
助
け
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
策
事
業
や
自
立

支
援
に
向
け
た
在
宅
福
祉
事
業
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、（
仮
称
）
第
４
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
建
設
用
地

の
造
成
工
事
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
施
設
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
５
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
総
合
的
で
質
の
高
い

介
護
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
と
と

も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
支
援
お
よ
び
権
利
擁
護
な
ど

の
事
業
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
の
計
画
的
な
基
盤
整
備
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
に
係
る
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
給
付

費
等
の
増
加
に
伴
い
改
定
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
が
、
低
所
得
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
保
険
料

の
減
額
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者

負
担
を
軽
減
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
抑
制
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
秋
以
降

の
全
国
的
な
経
済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、

本
市
に
お
い
て
も
受
給
者
が
急
増
し
て
お
り
ま

す
が
、
市
民
生
活
を
支
え
る
支
援
制
度
と
し
て
、

引
き
続
き
適
正
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ
び
医
療
費
の
適
正

化
に
努
め
、
地
域
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越
谷

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の
計
画

的
な
創
出
に
向
け
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
う
る
お
い
と

魅
力
あ
る
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
は
か
る

た
め
、
景
観
計
画
を
策
定
し
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
に
つ
い
て
は
、
都
市
基
盤
整
備
に
合
わ
せ

た
「
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
下
、

集
合
住
宅
や
沿
道
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の
建
設

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

平
成
２５
年
度
末
の
工
事
完
成
に
向
け
て
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
や
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
・
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
よ
り
一
層

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
組
合

が
主
体
と
な
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
平
成
２４
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越
谷

地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
早
期
事
業
完
了

に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の

一
層
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整

備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
都

市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま

ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
調
和
の

と
れ
た
土
地
利
用
を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
、

開
発
者
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
相
互

の
信
頼
の
下
、
協
働
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
全
で

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す
く

安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保
や
景

観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生
活
道
路

の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
越
谷
吉
川

線
お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
県
事
業
の
路
線
に
つ
い
て
も
、
県
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
の
重
要
な
橋
り

ょ
う
の
健
全
性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か

る
た
め
、
計
画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い

て
は
、
バ
ス
路
線
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上
を

は
か
る
た
め
、
よ
り
一
層
事
業
者
と
の
連
携
を

は
か
る
と
と
も
に
、
新
た
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
交
通
政
策
を
調
査
・
研
究
す
る
な
ど
、
本

市
の
特
性
に
か
な
っ
た
公
共
交
通
網
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市

の
主
要
な
鉄
道
駅
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
利
用
者

の
安
全
確
保
を
は
か
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
が

行
う
耐
震
補
強
に
対
し
、
国
・
県
と
協
調
し
て

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
大
袋
駅
に
つ
い
て
は
、

東
西
に
お
け
る
人
的
動
線
の
確
保
や
駅
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き

橋
上
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
増
林
地
区
お
よ

び
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
な
ど
の
公

園
や
原
っ
ぱ
公
園
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
元
自
治
会
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
適
切
な
公
園
管
理
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ
い
て
は
、
元
荒

川
緑
道
、
綾
瀬
川
緑
道
お
よ
び
八
条
用
水
緑
道

の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
よ
り
中

川
の
河
川
改
修
や
大
相
模
調
節
池
に
係
る
導
水

路
お
よ
び
排
水
機
場
の
建
設
な
ど
の
整
備
が
着

実
に
進
め
ら
れ
、
治
水
安
全
度
の
向
上
と
河
川

環
境
の
改
善
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
早
期
完
成
に
向
け
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
新
川
都
市
下
水
路
お
よ
び
公

共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
と
と
も
に
、

突
発
的
な
集
中
豪
雨
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
水
防
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
普
及
率
お
よ
び

水
洗
化
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
は
か
る
と
と
も

に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全

な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
さ
ら
な
る
耐
震
化
促
進
の
た
め
、

民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
の
補
助
な
ら
び
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
診
断
の
補
助
の
活
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
民
間
の
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
改
修

の
補
助
を
拡
充
し
、
新
た
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

す
る
耐
震
改
修
の
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
つ
い
て

も
補
助
を
行
い
、
障
が
い
者
お
よ
び
高
齢
者
を

含
め
全
て
の
人
が
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き

る
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い

や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
お
よ

び
既
存
建
築
物
の
耐
震
化
対
策
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
放
射

線
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
測
定
お
よ
び
低
減

対
策
等
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な
環
境
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災
に
伴
う
発

電
所
の
被
害
等
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
昨
年
は
計
画
停
電
や
節
電
が
実
施
さ
れ
、

電
気
が
自
由
に
使
え
る
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
見

直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が
成
立
す
る
な

ど
、
原
子
力
や
化
石
燃
料
に
過
度
に
依
存
し
な

い
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進
め
る
う
え
で
も
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
県
と
の
共
同
事
業
「
ス
マ
ー
ト
街

区
先
導
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
、
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
地
区
内
に
お
い
て
、
建
物
間
で
電
力
の

融
通
を
行
う
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
等
を
構
築
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル

街
区
」
を
つ
く
る
先
導
的
な
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

生
活
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た
め
、
大
気
や
水

質
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
環
境
衛
生
の
充

実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然

観
察
園
の
用
地
購
入
等
に
よ
り
身
近
な
自
然
の

保
護
を
進
め
、
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
環
境

の
維
持
・
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
雑
紙
の
分
別
徹

底
の
啓
発
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
発
生
し
た
帰
宅
困
難
者
や
原
子
力
発
電
所

事
故
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
課
題
や
教
訓
を

活
か
し
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
対
応
力

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
市
の
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
、
地
区
と
合
同
の

総
合
防
災
訓
練
、
防
災
資
器
材
の
備
蓄
や
耐
震

性
飲
料
用
貯
水
槽
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
災
害

予
防
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主
防
犯

活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充
実
、
さ
ら
に
、

防
犯
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
環
境
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携

に
よ
り
犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
指
導
員

に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
安
全
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
自
転
車
の
安
全

利
用
等
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消
費
生
活

相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は

か
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
災
害
や
増
加
す
る
救
急
需
要
に
的
確
に
対

応
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

谷
中
分
署
の
建
て
替
え
お
よ
び
消
防
・
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
救
助
工
作
車
な
ど
の
更
新
に
加
え
、

高
度
救
助
用
資
機
材
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器

の
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
養
成
や
応
急

手
当
普
及
員
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
救

命
入
門
コ
ー
ス
を
含
む
救
命
講
習
会
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

と
消
防
団
活
動
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
器
具

置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
情
勢
を
含
め
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
・
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
、
産
業
・
雇

用
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
営
基
盤
の
安
定

と
強
化
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
制
度
融
資

に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引
き
上
げ
を
行

い
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」

の
開
発
や
販
売
促
進
に
か
か
る
支
援
を
は
じ
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
む
新
産
業
や
雇

用
の
創
出
を
は
か
る
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
で
あ
る
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二

番
館
に
お
け
る
創
業
者
等
育
成
支
援
事
業
や
創

業
者
オ
フ
ィ
ス
家
賃
補
助
金
制
度
の
活
用
促
進

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
が
行
う

販
売
促
進
事
業
な
ど
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援
や
、『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』

の
運
営
に
対
す
る
支
援
、
さ
ら
に
は
、
空
き
店

舗
対
策
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
越
谷

駅
周
辺
の
都
市
機
能
の
増
進
お
よ
び
経
済
活
力

の
向
上
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
２３
年
度
、
平
成
２４
年
度
の
２
か
年
事

業
と
し
て
進
め
て
い
る
改
正
中
心
市
街
地
活
性

化
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
の
策
定
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
取
引
・
技
術
交
流

の
促
進
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

な
ど
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
異
業
種
交
流

に
よ
る
商
談
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
再
開

発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
観
光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

市
内
観
光
や
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と

も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
越
谷
駅
高
架
下

物
産
展
示
場
に
お
い
て
、
観
光
案
内
の
充
実
を

は
じ
め
、「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
や

「
伝
統
的
手
工
芸
品
」
な
ど
市
の
特
産
品
販
売

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
水
郷
こ

し
が
や
」
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
る
葛
西
用

水
沿
い
の
「
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
」
に
つ
い
て
は
、

遊
歩
道
と
し
て
の
回
遊
性
の
向
上
を
は
か
り
、

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
開
催
し
、

魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
賑
わ
い
の
創
出
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
首
都
近
郊
に
位
置
す
る

と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
、
稲
作
を
は

じ
め
、
ネ
ギ
、
ク
ワ
イ
、
小
松
菜
や
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
、
特
色
の
あ
る
高
品
質
な
農
産
物
の
生

産
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
都

市
型
農
業
」
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
次
越
谷

市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
持

続
的
に
農
業
が
行
な
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
農
業
協
同
組

合
や
農
業
関
係
者
、
越
谷
市
商
工
会
と
連
携
を

は
か
り
、
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
内
飲
食
業
者
や
食
品
加
工
業
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
展
示
・
商
談
会
を
開
催
し
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
に

よ
る
農
業
振
興
を
は
じ
め
、
地
域
産
業
全
体
の

活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

２２
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
都
市
型
農
業
経
営
者

育
成
支
援
事
業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
高
い
収
益
性
と
集
客
性
が
見
込
め
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
で
き
る
「
集
団

的
い
ち
ご
観
光
農
園
」
の
整
備
に
向
け
た
基
本

構
想
の
策
定
を
行
い
、
高
付
加
価
値
農
業
の
推

進
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る
農
地

の
保
全
と
有
効
活
用
を
は
か
る
た
め
、（
仮
称
）

農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
守
る
べ
き
優

良
農
地
区
域
を
明
確
化
し
、
こ
の
区
域
を
中
心

と
し
た
意
欲
的
な
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
を
促

進
す
る
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
計
画
的
に

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
県
が
取
り
組
む
「
水

と
緑
の
田
園
都
市
・
水
辺
再
生
事
業
」
と
連
携

し
、
景
観
形
成
や
親
水
性
な
ど
の
機
能
を
付
加

し
た
農
業
用
水
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

を
踏
ま
え
、
若
年
者
、
女
性
お
よ
び
中
高
年
な

ど
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
就
職
に
向
け
た
き

め
細
か
な
総
合
的
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

就
職
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
お

よ
び
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
な
ど
の

推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本
市
教
育
行
政
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
に
向

け
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
た
め
、
生
態
系
に
関
す
る
調
査
を
小
学
校
で

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画

に
基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
平
成
２４

年
度
の
１１
校
１８
棟
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
を

も
っ
て
、
事
業
が
完
了
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
所
在
す
る
貴

重
な
文
化
的
遺
産
と
し
て
適
切
に
保
護
す
る
と

と
も
に
、
市
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」
の

復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
の
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
に
開
設
す
る
中
央
図
書
室
に
つ
い

て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
子
育
て
支
援
お
よ
び

課
題
解
決
支
援
等
の
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も

に
、
視
聴
覚
資
料
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３
種
公
認
期
間
が
満

了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
公
認
を
受

け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改
修
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
に
お
け
る
施
政
方
針
を

大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況

を
悲
観
的
に
と
ら
え
る
だ
け
で
は
本
市
の
前
進

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
は
、
６０
・
３１
㎢
の
市
域

と
多
彩
な
地
域
資
源
を
有
し
、
埼
玉
県
東
南
部

地
域
の
中
核
的
な
都
市
と
し
て
持
続
的
発
展
が

可
能
な
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
た
本
市
の
着

実
な
発
展
の
た
め
の
歩
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
幸
せ
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
私

の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
各
施

策
の
着
実
な
推
進
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
太
陽
に

恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安

心
・
快
適
都
市
」
の
実
現
に
結
び
つ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

「
安
心
度
埼
玉
№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇

れ
る
越
谷
」
の
二
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
し
、「
行
政
は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認

識
を
全
職
員
と
一
層
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
政
運
営
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
限

り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
社
会
・

経
済
の
あ
り
方
や
人
々
の
人
生
観
・
価
値
観
等

に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
、
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
人
の
つ
な

が
り
、
知
恵
、
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
も
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
現

地
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
避
難
所
運
営
や

瓦
礫
（
が
れ
き
）
の
撤
去
作
業
等
に
取
り
組
む

姿
が
新
聞
報
道
等
で
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
や
救
援
物
資
等

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
結

集
し
た
「
絆
」
が
私
た
ち
の
強
み
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
被
災
地
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
自
ら
の
こ
と
と
し

て
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
若
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
々

が
希
望
を
持
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

け
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
教
育

の
果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
２３
年
３
月
に
、
教
育
基
本

法
第
１７
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、「
い
き

い
き
と
だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
く
越
谷
教

育
プ
ラ
ン
―
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
―
」

を
策
定
し
、
新
た
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構

築
に
よ
り
、
教
育
施
策
の
一
層
の
推
進
を
は
か

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
こ
の
教
育
振
興
基
本
計
画

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
震
災
等
で
得
た
教
訓

も
踏
ま
え
、
本
市
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
学

校
教
育
、
生
涯
学
習
お
よ
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
は
、
市

長
部
局
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
原
発
事
故

を
受
け
て
の
放
射
線
対
応
等
に
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
家
庭
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
全
体
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
昨
年
度
の
小
学
校
に

続
き
中
学
校
に
お
い
て
も
全
面
実
施
と
な
る
こ

と
か
ら
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
等
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る
力

を
育
み
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
学
ぶ
子
ど

も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

時
代
に
即
し
た
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
５０
イ

ン
チ
の
大
型
テ
レ
ビ
と
全
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
を
生
か
し
、
児
童
生

徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
活
用
し
、
分
か
り
や

す
く
魅
力
あ
る
授
業
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
教

職
員
研
修
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
お
よ
び
メ
ー
ル
配

信
等
、
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
よ
り
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

び
た
い
中
学
校
を
自
ら
選
択
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
司
書
の
資
格
を

有
し
た
学
校
図
書
館
支
援
員
１２
名
を
本
市
独
自

の
事
業
と
し
て
配
置
し
、
全
小
中
学
校
を
巡
回

し
な
が
ら
司
書
教
諭
や
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
は
か
り
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

成
長
を
促
し
、
生
活
や
学
習
上
の
課
題
を
改
善
、

克
服
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、

大
学
教
授
等
の
専
門
家
を
学
校
に
派
遣
す
る
発

達
支
援
訪
問
指
導
に
よ
り
、
教
職
員
の
指
導
力

の
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ボ
を
環
境
条

件
の
指
標
生
物
と
し
、
本
市
の
環
境
の
実
態
を

児
童
が
自
分
た
ち
で
調
べ
、
家
庭
や
地
域
と
と

も
に
生
物
多
様
性
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
越
谷
生
物
多
様
性
子

ど
も
調
査
」
を
小
学
校
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
全
小
中
学
校
で
作
成
し
た
環
境
教

育
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
エ
コ
ラ
イ
フ
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
性
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
は
、
国
際
社

会
で
活
躍
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た

め
、
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
異
な
る
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
外
国
語
活
動
に
も
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
、
英
語
教
育
に
お
け
る
小
中
学
校

の
滑
ら
か
な
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近

年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
一
人
ひ

と
り
が
小
中
学
校
へ
円
滑
に
適
応
で
き
る
よ
う
、

日
本
語
指
導
員
の
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
災
害

時
に
お
け
る
危
険
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て

的
確
な
判
断
の
も
と
自
ら
の
安
全
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
保
健
に
つ
い
て
は
、
定
期
健
康
診
断
の

実
施
等
、
引
き
続
き
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
児

童
生
徒
と
教
職
員
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・
地
域
と
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
基
本
的
な

生
活
習
慣
と
集
団
や
社
会
の
き
ま
り
を
守
る
な

ど
の
規
範
意
識
、
倫
理
観
、
さ
ら
に
は
、
人
権

を
尊
重
し
相
手
の
立
場
を
理
解
し
て
支
え
合
う

態
度
や
感
謝
す
る
心
等
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

非
行
・
問
題
行
動
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・

解
決
を
目
指
し
、
機
動
的
に
学
び
総
合
指
導
員

を
学
校
現
場
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
が
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な

生
徒
指
導
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
相
談
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
学
校
の
連
携

を
強
化
し
、
総
合
的
な
教
育
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
世
界

の
料
理
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
児
童
生
徒
の
外

国
の
食
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
農
産

物
の
使
用
拡
大
を
は
か
り
、
地
域
産
業
へ
の
関

心
を
高
め
、
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
ま

す
。
昨
年
度
に
実
施
し
た
「
児
童
・
生
徒
の
食

事
に
関
す
る
調
査
」の
結
果
を
踏
ま
え
、
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
て
、
朝
食
の
大
切
さ
や
生
活
リ

ズ
ム
、
望
ま
し
い
食
習
慣
等
、
食
に
関
す
る
指

導
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
食
器
洗
浄
機
や
煮

炊
釜
、
ボ
イ
ラ
ー
等
、
施
設
設
備
の
計
画
的
な

整
備
・
更
新
お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が

安
全
で
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
越
谷
市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
に

基
づ
き
着
実
な
事
業
の
進
捗
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早
め
、
今
年
度
は
、

国
の
平
成
２３
年
度
第
３
次
補
正
予
算
等
を
活
用

し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
１１
校
１８
棟
の
校
舎
お

よ
び
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

こ
れ
に
よ
り
全
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
が
完

了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
繰
越
事
業
と

し
て
、
越
ヶ
谷
小
学
校
外
５
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
実
施
し
、
計
画
的
に
環
境
の
改
善

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用
の
一
部
を

援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
・
大
学

等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
方
に
貸
付
を

行
い
、
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を

奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園
の
設
置
者
が
保
育
料

等
を
減
免
す
る
措
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４２
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
つ
い
て
は
、

平
成
２４
年
８
月
１８
日
か
ら
２０
日
の
日
程
で
越
谷

市
立
総
合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

越
谷
市
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
主
催
団
体
の
一

つ
と
し
て
、
生
徒
の
健
全
育
成
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
た
め
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
円

滑
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
専
門
性
や
指
導
力
を
高
め
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
研
修

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学

校
全
体
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
各
種
研
修
会

の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
研

究
委
嘱
校
や
研
究
指
定
校
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
研
究
成
果
の
共
有
に
努
め
、
各
学
校
の
教

育
課
題
に
対
応
し
た
実
践
的
研
究
を
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

学
校
応
援
団
に
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
加
を

促
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
強
い
絆
で
結
ば

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
意
識
の
変
化
に
伴

い
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・

高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
文
化
や
芸
術

等
に
ふ
れ
合
う
機
会
や
豊
か
な
学
習
環
境
を
整

え
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
範
か
つ
多
様

な
領
域
で
行
わ
れ
る
生
涯
学
習
を
効
果
的
・
効

率
的
に
推
進
で
き
る
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
し
が
や
市
民
大
学

講
座
、
子
育
て
講
座
、Ｉ
Ｔ
講
習
会
、
生
涯
学

習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
は

じ
め
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
各

種
学
級
講
座
等
を
開
催
し
、
学
習
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
ん
だ
成

果
を
地
域
社
会
に
生
か
し
、
新
た
な
学
習
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て
は
、

施
設
環
境
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
認
め
合
う
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
講
演
会

や
講
座
等
の
開
催
に
よ
り
、
人
権
・
同
和
教
育

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
予
定
の
中
央
図
書

室
に
対
し
て
、
短
時
間
滞
在
型
の
「
駅
近
・
立

寄
型
図
書
室
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
、
子
育
て
支
援
、
課
題
解
決
支
援
等
の
機

能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
視
聴
覚
資
料
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
機
能
強
化
を
は
か
る
中
で
、
本
館
と
北

部
・
南
部
・
中
央
の
各
図
書
室
と
の
連
携
を
密

に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
を
対
象
と
す
る

「
お
は
な
し
会
」
を
新
た
に
開
催
す
る
な
ど
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

野
口
冨
士
男
文
庫
で
は
、
昨
年
、
野
口
冨
士
男

生
誕
百
年
記
念
誌
「
越
ヶ
谷
日
記
」
を
発
行
し
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
の
貴
重

な
文
化
資
源
と
し
て
、
引
き
続
き
そ
の
活
用
と

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
科

学
技
術
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
科
学
に
親
し
め
る
よ

う
、
年
代
に
応
じ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
等
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
理
科
や
科
学
へ

の
興
味
・
関
心
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
と

連
携
し
な
が
ら
教
師
の
た
め
の
理
科
実
験
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
学
校
教
育
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
文
化
の
向
上

を
目
指
し
て
、
国
内
外
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
に

接
す
る
機
会
や
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
開
催

す
る
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越
谷
市
美
術
展

覧
会
等
の
成
果
発
表
の
場
を
充
実
し
、
自
主
的

な
文
化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
も
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が

や
薪
能
や
能
楽
体
験
教
室
を
実
施
し
、
能
楽
を

は
じ
め
と
す
る
伝
統
文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭

や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
の
実
施
の
ほ
か
、
学
校

と
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
神
楽
（
か
ぐ
ら
）

や
囃
子
（
は
や
し
）・
木
遣
（
き
や
り
）
等
の

継
承
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
市
民
共
有
の
貴
重
な

文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
確
実
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
適
切
な
保
存
と
活
用
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
保
存
民
家
「
大
間

野
町
旧
中
村
家
住
宅
」
を
活
用
し
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
学
習
す
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
指
定
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
度
の
一
般
公
開
を
目

指
し
、
復
元
整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２３
年
８
月
に
、
国
民
の
心
身
の
健
全
な

発
達
、
明
る
く
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
、
活

力
あ
る
社
会
の
実
現
お
よ
び
国
際
社
会
の
調
和

あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
基
本
理
念
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
関
係
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
と
連
携
を

は
か
り
な
が
ら
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
親
し
み
、
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
越
谷
ｃ

ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
と
と
も
に
、
参
加

申
し
込
み
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

で
行
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
多
様
な
情
報
手

段
を
活
用
し
た
情
報
提
供
と
参
加
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ

い
て
は
、
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
な
改
修
を
行
い
、
利
用
者
が
安
心
し
て

快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
し
ら
こ
ば
と
運

動
公
園
競
技
場
が
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
第
３

種
公
認
の
期
間
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
公
認
を
受
け
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
改

修
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
年
齢
や
心
身
の

状
況
等
に
応
じ
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
た
に
６５
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
健
康
の
保
持
・
増
進
や
生

き
が
い
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
介
護
予
防
の
必

要
性
や
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
た
め
、

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ

る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開

催
し
、
指
導
者
の
養
成
・
確
保
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２４
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
も
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
代
は
価
値
多

元
主
義
の
時
代
と
い
わ
れ
、
教
育
を
含
め
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

や
考
え
方
が
存
在
し
ま
す
。
教
育
行
政
を
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
な
も
の
の
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
根
元
的

な
も
の
を
見
極
め
る
目
を
も
っ
て
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
教
育

委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
の
特
性
や
市
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
自
主
的
な
判
断
と
責
任
の
も
と
積
極

的
に
教
育
行
政
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、
大
局
的
な

視
点
か
ら
教
育
行
政
の
方
針
や
大
綱
を
主
体
的

に
決
定
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
外

部
の
方
々
の
ご
意
見
等
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

状
況
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
姿
勢
も
必
要
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
の
事
務
に

関
す
る
点
検
評
価
に
つ
い
て
も
、
教
育
に
関
し

学
識
経
験
を
有
す
る
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、

評
価
の
透
明
性
・
客
観
性
の
向
上
を
は
か
り
、

教
育
施
策
の
検
証
を
よ
り
質
の
高
い
も
の
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」

と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、「
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か

つ
適
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
の「
生
き
る
力
を

育
む
学
校
教
育
を
進
め
る
」に

つ
い
て

基
本
目
標
２
の「
生
涯
に
わ
た
る

学
び
を
充
実
し
、地
域
の
文
化
を

創
造
す
る
」に
つ
い
て

基
本
目
標
３
の「
生
涯
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

親
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
」に
つ
い
て
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学校給食を通じて健全な食生活を実践できる人間を育てます



□
平
成
２４
年
度
分
の
市
・
県
民
税
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
２４
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、

６
月
か
ら
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
の
所
得
等
が
記
載
さ
れ

る
２４
年
度
（
２３
年
分
）
の
市
・
県
民

税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の
交
付

の
開
始
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
普
通
徴
収
の
方
…
６
月
６
日
㈬
か

ら　

▽
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
の
方
…
５
月
１４
日
㈪
か
ら　

▽

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）

の
方
…
６
月
１４
日
㈭
か
ら

　

交
付
の
開
始
ま
で
は
、
２３
年
度

（
２２
年
分
）
の
も
の
が
最
新
年
度
で

す
。
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
際

は
、
何
年
度
の
証
明
書
が
必
要
な
の

か
提
出
先
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４

４
・
９
１
４
５

□
市
税
の
納
付
は

　

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
で
き
る
市
税
は
、
市
・

県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
で
す
（
納
期
が
過
ぎ
た
市
税
は
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

〈
申
込
み
〉　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

市
役
所
収
納
課
、
国
民
健
康
保
険

課
、
北
部
・
南
部
出
張
所
へ
預
貯
金

通
帳
と
通
帳
印
、
納
税
通
知
書
を
お

持
ち
の
う
え
「
越
谷
市
口
座
振
替
依

頼
書
」
ま
た
は
納
税
通
知
書
に
添
付

さ
れ
て
い
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
通
帳
印
を

押
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い　

b
収

納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
１
、
国
民

健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

□
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
４
月
１
日
㈰
・
１５
日
㈰
・
５
月
６

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

d

収
納
課
、
国
民
健
康
保
険
課
（
い
ず

れ
も
本
庁
舎
１
階
）　

b
収
納
課
☎

９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国
民
健
康
保

険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

　

平
成
２３
年
度
市
税
未
納
者
に
対
し

４
月
・
５
月
を
強
化
月
間
と
位
置
づ

け
、
税
負
担
の
公
平
性
・
公
正
性
を

確
保
す
る
た
め
、
徴
収
の
取
り
組
み

を
強
化
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
再
三
に

わ
た
り
市
税
未
納
者
に
納
税
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
納

付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法
律
の
規
定

に
基
づ
き
財
産
（
不
動
産
、
預
貯
金
、

給
与
、
生
命
保
険
等
）
の
差
押
処
分

を
執
行
し
ま
す
。
納
め
て
い
な
い
方

は
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

b
収
納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２

①
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２３
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
年
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
方
や
新

た
に
課
税
さ
れ
た
方
に
、
納
税
通
知

書
と
納
付
書
（
口
座
振
替
の
方
に
は

通
知
書
の
み
）
を
４
月
１７
日
㈫
に
発

送
し
ま
す
。
新
た
に
お
送
り
す
る
納

付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
（
２４
年

度
の
納
税
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
発

送
予
定
で
す
）。

②
仮
徴
収
額
決
定
・
変
更
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
６
月
以
降
新
た
に
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
で
納
付
さ
れ
る
方

へ
、
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
４
月

１７
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
を
年
金
か
ら
特
別
徴
収
で
納
付
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
６
月

以
降
納
付
方
法
が
口
座
振
替
ま
た
は

納
付
書
で
の
支
払
い
に
変
更
と
な
っ

た
方
へ
、
仮
徴
収
額
変
更
通
知
書
を

４
月
１７
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
し
て
い

る
方
も
変
更
で
き
ま
す
。
５
月
３１
日

㈭
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
、
６
月
は

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
、
７
月
以
降

は
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

納
付
書
で
の
納
付
に
は
変
更
で
き
ま

せ
ん
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
振
替
口

座
の
通
帳
と
通
帳
印
（
新
た
に
口
座

振
替
を
お
申
し
込
み
の
方
の
み
）

③
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
離
職
し

た
方
の
国
保
税
を
軽
減
し
ま
す

　

す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
や
こ
れ
か
ら
加
入
す
る
方

で
、
次
の
⑴
〜
⑶
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方
の
国
民
健
康
保
険
税
を
軽

減
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

⑴
平
成
２１
年
３
月
３１
日
以
降
、
倒

産
・
会
社
都
合
に
よ
る
解
雇
な
ど

で
離
職
し
た
方

⑵
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
、

ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
と
し
て

失
業
給
付
を
受
け
る
方
（
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ

ー
ド
が
１１
・
１２
・
２１
・
２２
・
２３
・

３１
・
３２
・
３３
・
３４
の
い
ず
れ
か
の

方
⑶
離
職
日
時
点
で
６５
歳
未
満
の
方

〈
軽
減
方
法
〉　

対
象
者
の
前
年
の
給

与
所
得
を
１
０
０
分
の
３０
と
し
て
計

算
し
ま
す

〈
軽
減
対
象
期
間
〉　

離
職
日
の
翌
日

か
ら
、
そ
の
日
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
（
２１
年
度
中
に
離
職
し

た
方
は
２２
年
度
分
の
み
軽
減
）

〈
申
請
方
法
〉　

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
・
印
鑑
・
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
を
お
持
ち
の
う
え
国
民
健
康

保
険
課
へ

④
国
保
税
の
課
税
限
度
額
が

　

変
更
に
な
り
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

が
、
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
２４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑤
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を

　

発
送
し
ま
す

　

平
成
２３
年
度
に
一
度
で
も
国
民
健

康
保
険
税
を
口
座
振
替
さ
れ
た
世
帯

主
の
方
へ
、
口
座
振
替
結
果
の
お
知

ら
せ
を
４
月
１２
日
㈭
に
発
送
し
ま

す
。
指
定
口
座
の
通
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

b
国
民
健
康
保
険
課（
本
庁
舎
１
階
）

①
②
③
④
に
つ
い
て
保
険
担
当
☎
９

６
３
＝
９
１
４
６
、⑤
収
納
係
☎
９

６
３
＝
９
１
４
３

　

４
月
１
日
か
ら
、
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
る
際
に
限
度
額
適
用
認
定

証
等
を
提
示
す
れ
ば
、
ひ
と
月
の
医

療
機
関
等
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
一

定
の
金
額
（
自
己
負
担
限
度
額
＝
下

表
参
照
）
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

７０
歳
未
満
の
方
と
７０
歳
以
上
（
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
も
含
む
）

の
非
課
税
世
帯
等
の
方
は
、
限
度
額

適
用
認
定
証
等
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
申
請
は
国
民
健
康
保
険
課
（
本

庁
舎
１
階
）
へ
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

被
保
険
者

証
、
印
鑑
（
国
保
加
入
者
の
み
）

＊
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
認

定
証
等
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

＊
入
院
の
た
め
す
で
に
交
付
し
た
限

度
額
適
用
認
定
証
は
、
有
効
期
限

ま
で
使
用
で
き
ま
す

＊
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
以
外
に
加
入
の
方
は
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

b
国
民
健
康
保
険
課
（
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
方
☎
９
６
３
＝
９
１
５

４
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

の
方
☎
９
６
３
＝
９
１
７
０
）

　

市
で
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
行
政

経
営
審
議
会
を
設
置
し
、
行
政
改
革

や
行
財
政
上
の
重
要
課
題
な
ど
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
審
議
会
の
公
募
委
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
人
数
〉　

５
人
以
内
（
委
員
総

数
は
１５
人
以
内
）

〈
任
期
〉　

２
年
（
委
嘱
は
平
成
２４
年

７
月
を
予
定
）。
会
議
は
平
日
に
開

催
（
平
成
２４
年
度
は
４
回
程
度
開
催

予
定
）

〈
対
象
〉　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

ま
た
は
市
内
で
活
動
す
る
１８
歳
以
上

（
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方

（
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公
募
に

よ
る
委
員
で
な
い
方
）。
な
お
、
公

募
に
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
か
の
審
議
会

等
に
３
つ
以
上
在
職
し
て
い
る
方
は
、

選
任
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

〈
申
込
み
〉　

５
月
１５
日
㈫
、
午
後
５

時
１５
分
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
職
業
等
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
応
募
動
機
と

自
己
Ｐ
Ｒ
を
簡
潔
に
記
入
し
た
書
類

と
「
私
が
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
越
谷

市
の
行
財
政
運
営
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
小
論
文
（
８
０
０
字
以
内
）
を
行

政
管
理
課
へ
（
郵
送
・
メ
ー
ル
可
）

＊
様
式
は
A
４
横
書
き
で
自
由

＊
持
参
す
る
場
合
は
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く

〈
選
考
〉　

書
類
選
考
。
結
果
は
本
人

に
連
絡
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
い
た

だ
い
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

b
行
政
管
理
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）

☎
９
６
３
＝
９
３
１
３
、
H100233

00@city.koshigaya.saitama.jp

　

越
谷
市
農
業
委
員
会
で
は
、
適
正

に
事
務
を
行
っ
て
い
く
た
め
、「
平

成
２３
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に

向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価
（
案
）」

と
「
平
成
２４
年
度
の
目
標
及
び
そ
の

達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
（
案
）」

を
公
表
し
、
越
谷
市
の
農
業
者
な
ど

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
意
見
を
提
出
で
き
る
方
〉　

市
内
在

住
の
方
ま
た
は
市
内
に
農
地
を
所
有

し
て
い
る
方

〈
提
出
方
法
〉　

４
月
９
日
㈪
〜
５
月

８
日
㈫
に
、
記
入
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
農
業
委
員
会
事
務
局
（
第

二
庁
舎
２
階
）
へ
（
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
可
）。
資
料
は
農
業
委

員
会
事
務
局
、
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー

（
第
二
別
館
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

＊
持
参
す
る
場
合
は
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く

＊
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
に
も
ご
意
見

回
収
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

b
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
９
６
３
＝

９
２
７
９
、
D
９
６
３
＝
３
９
８
７
、

H10273100@city.koshigaya.saita
ma.jp

　

３
月
定
例
会
が
２
月
２３
日
〜
３

月
１６
日
に
市
役
所
議
場
で
開
か

れ
、
市
長
提
出
の
３７
議
案
と
議
員

提
出
の
１
議
案
（
▼
印
）
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　

越
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
委
員
に
、
再
び
横
山
文
夫
氏
・

大
沢
昌
太
郎
氏
を
選
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

越
谷
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
か
ら

２６
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者

（
６５
歳
以
上
の
方
）
に
係
る
介
護

保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た
。

基
準
額

〈
改
定
前
〉　

月
額
２
９
０
０
円

〈
改
定
後
〉　

月
額
４
１
０
０
円

　

詳
し
く
は
広
報
こ
し
が
や
５
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成
人
夜
間
急
患
診
療
所
の

設
置
に
つ
い
て

　

越
谷
市
成
人
夜
間
急
患
診
療
所

を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
越
谷

市
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
（
詳
し
く
は
１
面
）。

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
周
辺
の
公
園
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

越
谷
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、４
月
１
日
か
ら
、レ

イ
ク
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
東

町
四
丁
目
地
内
）・
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
湖
畔
の
森
公
園
（
大
成
町
三
丁

目
地
内
）・
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
第
一
公

園
（
相
模
町
五
丁
目
地
内
）・
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
第
七
公
園
（
川
柳
町

六
丁
目
地
内
）が
利
用
で
き
ま
す
。

〈
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案
〉

▽
越
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
越
谷
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

▽
越
谷
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て　

▽
越
谷
市
保
育
の
実
施
及
び

保
育
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
）　

▽
越
谷
都
市
計
画
事
業
越

谷
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
施

行
規
程
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て　

▽
越
谷
市
営
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
議
決

事
項
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
東

武
伊
勢
崎
線
北
越
谷
駅
大
袋
駅
間

公
共
下
水
道
築
造
工
事
（
御
料
堀

第
１
号
雨
水
幹
線
）
委
託
に
関
す

る
協
定
の
締
結
）　

▽
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
（
越
谷
市
越

谷
駅
東
口
駐
車
場
）　

▽
越
谷
市

中
小
企
業
資
金
融
資
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

▽
平
成
２３
年
度
越
谷
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て　

▽
平
成
２３
年
度
越
谷
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て
ほ
か
特
別

会
計
補
正
予
算
８
件　

▽
平
成
２３

年
度
越
谷
市
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て　

▽

平
成
２４
年
度
越
谷
市
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て　

▽
平
成
２４
年
度
越

谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
ほ
か
特
別
会
計
予
算

８
件　

▽
平
成
２４
年
度
越
谷
市
病

院
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て　

▼

父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

　

詳
し
く
は
５
月
発
行
の
「
議
会

だ
よ
り
」
と
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

b
議
案
に
つ
い
て
…
文
書
法
規
課

☎
９
６
３
＝
９
１
３
０
、
議
会
に

つ
い
て
…
議
会
事
務
局
☎
９
６
３

＝
９
２
６
１

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
保
険
料
が
月
額
１

万
５
０
２
０
円
か
ら
１
万
４
９
８

０
円
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

b
越
谷
年
金
事
務
所
（
サ
ン
シ
テ

ィ
内
）☎
９
９
０
＝
３
９
０
５

学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続

　

前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
在
学

予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い
方

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
は
が

き
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確

認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

日
本
年
金
機
構
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
は
が
き
が
届
か
な
い
方
や
、

初
め
て
申
請
す
る
方
は
、
市
民
課

国
民
年
金
係
で
申
請
で
き
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

年
金
手

帳
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
印
鑑

b
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
９
０
＝

３
９
０
５
、
市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
係
☎
９
６
３
＝
９
１
５
５

　

平
成
２４
年
度
は
固
定
資
産
の
評

価
替
え
の
年
で
す
。
越
谷
市
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
は
縦
覧
帳
簿

で
市
内
の
固
定
資
産
の
価
格
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固

定
資
産
の
所
有
者
は
、
縦
覧
期
間

中
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
写
し

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

借
地
人
・
借
家
人
の
方
は
、
借
地
・

借
家
物
件
の
み
の
価
格
等
が
記
載

さ
れ
て
い
る
課
税
台
帳
の
写
し
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
縦
覧
期
間
〉　

４
月
２
日
㈪
〜
５

月
３１
日
㈭
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）、
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分　

d
資
産
税
課

（
本
庁
舎
１
階
）。
閲
覧
（
名
寄
帳

写
し
の
請
求
）
は
、
北
部
・
南
部

出
張
所
で
も
で
き
ま
す　

c
本
人

確
認
が
で
き
る
証
明
書
等

b
資
産
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４

７

平
成
２４
年
７
月
１
日
付
採
用
助
産

師
と
看
護
師

　

募
集
要
項
は
、
市
立
病
院
庶
務

課
、
市
役
所
総
合
受
付
、
人
事
課

（
本
庁
舎
２
階
）
で
お
配
り
し
て

い
る
ほ
か
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

▽
対
象
…
助
産
師
ま
た
は
看
護
師

免
許
を
有
す
る
方（
見
込
み
不
可
）

で
、
夜
勤
が
可
能
な
方
２０
人
程
度

　

▽
試
験
日
…
５
月
２６
日
㈯　

▽

選
考
方
法
…
作
文
・
面
接
試
験　

▽
申
込
み
…
４
月
９
日
㈪
〜
５
月
１６

日
㈬
に
特
定
記
録
郵
便
で
郵
送
（
消

印
有
効
）
ま
た
は
直
接
市
立
病
院
庶

務
課
へ（
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

く
。
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）

　

こ
の
ほ
か
育
児
休
業
代
替
助
産

師
・
看
護
師
（
身
分
、
待
遇
等
は
正

規
職
員
と
同
じ
）
の
ほ
か
、
臨
時
職

員
（
看
護
師
）
の
募
集
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

＊
院
内
保
育
室
あ
り

臨
時
職
員
（
視
能
訓
練
士
）

▽
対
象
…
６０
歳
未
満
で
視
能
訓
練

士
の
免
許
を
有
す
る
方
１
人　

▽

申
込
期
間
…
随
時　

▽
申
込
み
…

市
販
の
履
歴
書
と
視
能
訓
練
士
の

免
許
証
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
直

接
市
立
病
院
庶
務
課
へ（
土
曜
・
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
。午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
）。
後
日
、
面
接

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

た
は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

b
市
立
病
院
庶
務
課
（
〠
３４３
＝
８

５
７
７
東
越
谷
１０
の
４７
の
１
）☎

９
６
５
＝
２
２
２
１

　
『「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
』
で
は
、

市
・
商
工
会
・
社
会
福
祉
協
議
会

が
連
携
し
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

て
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
地

域
の
支
え
合
い
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
土
曜
・
日

曜
日
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
〉

▽
高
齢
者
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
…
ス

タ
ッ
フ
が
訪
れ
た
高
齢
者
の
お
話

を
お
聴
き
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
同

士
の
交
流
の
支
援
を
行
い
ま
す　

▽
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
派
遣
…
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
、
高
齢
者
や

育
児
中
の
方
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し

た
手
助
け
（
買
い
物
や
部
屋
の
掃

除
等
）
を
行
い
ま
す

▽
地
場
産
品
や
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン

ド
認
定
品
の
展
示
・
販
売

b
「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
（
蒲
生

寿
町
１７
の
１２
蒲
生
駅
前
商
店
会

内
）☎
９
８
６
＝
５
１
１
５
（
火

曜
日
定
休
）

「
な
ぜ
中
核
市
を
目
指
す
の
で
す

か
？
」

　

近
年
、
社
会
や
経
済
の
状
況
が

大
き
く
変
化
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
様
式
や
価
値
観
、
需
要
も

多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
市
で
は
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
そ
の
考
え
方
や
市
民

参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
仕
組
み
に
つ
い
て
定
め
た
「
越

谷
市
自
治
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
条
例
に
基

づ
き
、「
第
４
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
」
を
策
定
し
、「
水
と
緑

と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域

が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」
を
将
来
像
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
の
事
務
権
限

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

中
核
市
に
な
る
と
、
県
か
ら
市

へ
市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
事

務
や
許
可
・
認
可
な
ど
の
権
限
が

移
り
ま
す
。
そ
し
て
、
事
務
の
効

率
化
が
進
め
ら
れ
、
住
民
に
身
近

な
と
こ
ろ
で
き
め
細
か
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
事

務
権
限
を
も
つ
中
核
市
へ
の
移
行

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
号
の
掲
載
予
定
で

す
。
テ
ー
マ
は
「
中
核
市
に
移
行

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？
」。

b
中
核
市
推
進
室
☎
９
６
３
＝
９

１
４
０

税
の
お
知
ら
せ

国
保
の
お
知
ら
せ

課税限度額の変更

従来の限度額

５０万円

13万円

10万円

73万円

５1万円

14万円

12万円

77万円

医療分

合計額

後期高齢者
支援金等分

介護分（40歳
～64歳の方）

平成２４年度
からの限度額

７０歳未満の方
自己負担限度額は所得区分により異なります

区分 自己負担限度額
150,000円＋(医療費が500,000円
を超えた場合は、超えた分の1％)「A」上位所得者(※)

80,100円＋(医療費が267,000円
を超えた場合は、超えた分の1％)「B」一般

35,400円「C」住民税非課税世帯

７０歳以上または後期高齢者で非課税世帯の方

区　分
自己負担限度額

外来
(個人単位)

入院＋外来
(世帯単位)

24,600円8,000円

15，000円8,000円

低所得者Ⅱ（Ⅰ以外の方）

低所得者Ⅰ

4月１日から

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
方
へ

認
定
証
等
の
提
示
で
ひ
と
月
の
支
払
い
が
一
定
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

＊上位所得者とは、同一世帯のすべての国保被保険者の基礎
控除後の所得の合計額が600万円を超える世帯。また、所得
の確認ができない場合も上位所得者とみなします

年金収入のみの方の場合、
年金受給額80万円以下な
ど、総所得金額がゼロの方

市
政
へ
の
参
加（
審
議
会
へ
の
参
加
、意
見
募
集
）

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

行
政
経
営
審
議
会

委
員
を
募
集

６
月
１
日
か
ら

閉
庁
時
間
帯
に
限
り

駐
車
場
を
有
料
化

農
業
委
員
会
の
活
動
に

対
す
る
ご
意
見
を
募
集

　

市
で
は
、
新
た
な
自
主
財
源
の

確
保
の
た
め
、
６
月
１
日
か
ら
閉

庁
時
間
帯
に
限
り
、
市
役
所
南
側

駐
車
場
を
有
料
化
し
ま
す
。

〈
有
料
時
間
帯
〉　

▽
月
曜
〜
金
曜
日
…
午
後
６
時
〜
午

前
８
時　

▽
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
０

時
か
ら
２４
時
間

〈
料
金
〉　

３０
分
１
０
０
円

b
総
務
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３

４
　

市
で
は
、
新
た
な
自
主
財
源
の
確

保
の
た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
、
北

部
・
南
部
出
張
所
、
総
合
体
育
館
、

市
民
球
場
、
し
ら
こ
ば
と
運
動
公

園
競
技
場
、
市
立
病
院
に
、
広
告

付
き
行
政
情
報
電
子
表
示
板
、
広

告
板
等
を
設
置
す
る
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
要
項
は
４
月
３

日
㈫
か
ら
総
務
管
理
課
（
本
庁
舎

２
階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

〈
申
込
み
〉　

４
月
１６
日
㈪
〜
２７
日

㈮
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）、

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

に
書
類
を
左
記
へ

b
総
務
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
１

３
４

本
庁
舎
等
に
広
告
板
な
ど
を

設
置
す
る
事
業
者
を
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル（
企
画
提
案
）方
式
で

募
集

閉庁時間帯は駐車場が有料に

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に　
　

横
山
文
夫
氏　
　
　

大
沢
昌
太
郎
氏　
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国
民
年
金
の
お
知
ら
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中
核
市
だ
よ
り
②

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

３
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

課
税
台
帳
の
閲
覧

４月１日
から

土
曜
・
日
曜
日
も
利
用
で
き
ま
す

「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う

市
税
未
納
者
へ
の

差
押
処
分
を
強
化
し
ま
す
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

a
５
月
１１
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
午
後
７
時
３０
分
か
ら
抽
せ
ん　

d
市
民
球
場
会
議
室　

g
８
月
の
日

曜
日
分
の
抽
せ
ん　

f
「
ま
ん
ま
る

よ
や
く
」
に
登
録
し
て
い
る
市
内
の

チ
ー
ム　

h
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
。
江
戸
川
広
域

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
抽
せ
ん
日

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い　

c
「
ま
ん

ま
る
よ
や
く
」
の
登
録
カ
ー
ド
（
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
は
左

記
へ
）　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第

二
庁
舎
４
階
）☎
９
６
３
＝
９
２
８

４□
植
物
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
越
谷
ア
リ
タ
キ
緑
の
会
」

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
の
清

掃
等
の
維
持
管
理
は
植
物
園
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
越
谷
ア
リ
タ
キ
緑
の
会
が

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
活
動
の

た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

g
日
曜
・
水
曜
日
の
植
物
園
の
清
掃
、

樹
木
・
野
草
の
観
察
、
来
園
者
の
ガ

イ
ド
、
催
し
物
の
企
画
等　

e
b
公

園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
５

□「
ほ
っ
と
越
谷
」企
画
委
員
を
募
集

　

本
好
き
集
ま
れ
！

　

越
谷
市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ほ
っ
と
越
谷
」
は
、
施
設
内

に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
本
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
図
書
の
利
用
者
を

増
や
す
た
め
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
、「
ほ
っ
と

越
谷
」
の
新
し
い
魅
力
を
作
り
出
す

企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
開
催
回

数
は
年
６
回
程
度
で
す
。

e
４
月
５
日
㈭
〜
２８
日
㈯
に
応
募
用

紙
を
直
接
「
ほ
っ
と
越
谷
」
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
「
ほ
っ

と
越
谷
」
で
配
布
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す　

b
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ

と
越
谷
」☎
９
７
０
＝
７
４
１
１

□
第
６２
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

　
（
県
展
）
作
品
募
集

g
f
５
月
２９
日
㈫
〜
６
月
２０
日
㈬
に

県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
す
る
「
県

展
」
の
出
品
作
品
を
募
集
。
募
集
は

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
６
部
門
。
応
募
資
格
は
県
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１５
歳
以
上
の

方
（
中
学
生
は
除
く
）。
出
品
点
数

は
各
部
門
３
点
ま
で　

h
１
点
に
つ

き
３
０
０
０
円　

e
５
月
１１
日
㈮
〜

１３
日
㈰
に
、
申
込
書
（
市
役
所
生
涯

学
習
課
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民

館
に
若
干
あ
り
）
に
出
品
手
数
料
を

添
え
、
直
接
会
場
へ　

b
埼
玉
県
生

涯
学
習
文
化
財
課
☎
０
４
８
＝
８
３

０
＝
６
９
２
１

□
平
成
２４
年
度
第
１
回
警
察
官
採
用

試
験

a
５
月
１３
日
㈰　

f
昭
和
５７
年
４
月

２
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方　

e
４
月
２
日
㈪
〜
１６
日

㈪
。
詳
し
く
は
、
越
谷
警
察
署
・
交

番
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い　

b
越
谷
警
察
署
☎
９
６
４

＝
０
１
１
０

□
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

g
中
川
と
綾
瀬
川
に
対
す
る
意
見
や

要
望
の
提
出
、
愛
護
の
啓
発
等
を
行

い
ま
す
。
任
期
は
７
月
１
日
か
ら
２

年
間
。
実
費
程
度
を
支
給　

f
河
川

か
ら
お
お
む
ね
５
㌔
以
内
に
お
住
ま

い
の
２０
歳
以
上
の
方　

e
５
月
１８
日

㈮
ま
で
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

b
江

戸
川
河
川
事
務
所
☎
０
４
＝
７
１
２

５
＝
７
３
１
９

□
産
業
財
産
権
（
旧
工
業
所
有
権
）

　

取
得
費
補
助
金

g
市
内
中
小
企
業
者
な
ど
を
対
象
に
、

産
業
財
産
権
（
特
許
権
・
実
用
新
案

権
・
意
匠
権
・
商
標
権
）
の
出
願
・

審
査
請
求
・
登
録
等
（
初
回
分
）
に

要
す
る
経
費
の
一
部
（
２
分
の
１
以

内
、
上
限
１０
万
円
）
を
補
助
し
ま
す

　

e
対
象
経
費
支
払
い
後
３０
日
以
内

に
必
要
書
類（
産
業
支
援
課
で
配
布
）

を
左
記
へ
。
一
事
業
所
に
つ
き
、
年

度
内
１
回
の
利
用
で
す　

b
産
業
支

援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
を
促
進
す

る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

（
取
替
え
）
す
る
方
に
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉　

市
街
化
調
整
区
域
内
の

専
用
住
宅
で
、
く
み
取
り
ト
イ
レ
ま

た
は
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
１０
人
槽

以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

（
取
替
え
）
す
る
方

〈
補
助
金
額
〉

▽
５
人
槽
は
５３
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
は
６１
万
４
０
０
０
円

▽
１０
人
槽
は
７４
万
８
０
０
０
円

＊
こ
の
ほ
か
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
に
よ
る
く
み
取
り
ト
イ
レ
ま
た

は
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
（
処

分
）
費
用
は
６
万
円
（
上
限
）、

配
管
工
事
に
係
る
工
事
費
用
は
２０

万
円
（
上
限
）
を
補
助
金
に
加
算

し
て
交
付
し
ま
す

〈
申
請
〉　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
補
助
金
の
交
付
申
請
を
す
る
前

に
必
ず
浄
化
槽
設
置
届
出
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
撤
去
費
用
・
配
管
工

事
費
用
に
関
し
て
は
、
補
助
金
の
交

付
申
請
の
時
点
で
見
積
書
等
、
他
の

関
係
書
類
と
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
左
記
へ

b
環
境
資
源
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

１□
パ
ソ
コ
ン
無
料
相
談
室

a
４
月
〜
平
成
２５
年
３
月
の
毎
月
第

２
土
曜
日　

d
宅
建
会
館
会
議
室

（
市
役
所
駐
車
場
前
）　

g
動
作
不
良

相
談
、
性
能
ア
ッ
プ
相
談
、
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
デ
ジ
カ
メ
な
ど
の

操
作
相
談
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
の
設
定
・
操
作
相
談
。

主
催
は
教
育
委
員
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

越
谷
市
生
涯
学
習
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
会
（
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
）　

f
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
市
民　

e
事
前
に
左
記

へ　

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
３
、Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
・
荻
谷
☎
０
９

０
＝
４
６
０
８
＝
４
３
３
６
、
谷
☎

０
９
０
＝
９
１
０
８
＝
９
７
５
１

□
公
益
信
託
越
谷
市
青
少
年
育
成

　

ダ
ル
マ
っ
子
基
金

f
次
の
条
件
に
該
当
す
る
も
の
。▽

助
成
対
象
者
…
①
文
化
・
教
養
の
向

上
に
関
す
る
社
会
教
育
活
動
を
行
う

団
体
・
個
人
、②
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
社
会
教
育
活
動
を
行
う
団

体
・
個
人
、③
そ
の
他
の
社
会
教
育

活
動
を
行
う
団
体
・
個
人　

▽
助
成

対
象
事
業
…
市
内
の
青
少
年
が
参
加

す
る
文
化
、
教
養
、
体
育
、
ス
ポ
ー

ツ
そ
の
他
の
社
会
教
育
活
動
・
団

体
・
指
導
者
に
対
す
る
事
業
。
５
件

程
度
、
総
額
１
５
０
万
円
（
１
件
当

た
り
上
限
５０
万
円
）　

e
詳
し
く
は

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
４

月
１６
日
㈪
〜
５
月
３１
日
㈭
（
消
印
有

効
）
に
郵
送
で
申
請
書
を
左
記
へ
。

８
月
ご
ろ
に
結
果
を
通
知
し
ま
す　

b
三
井
住
友
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
受

託
業
務
部
公
益
信
託
第
一
チ
ー
ム

（
〠
１０５
＝
８
５
７
４
東
京
都
港
区
芝

３
の
３３
の
１
）☎
０３
＝
５
２
３
２
＝

８
９
０
８
、☎
０３
＝
３
２
８
６
＝
８

２
１
８
（
４
月
１３
日
㈮
ま
で
）

　

市
で
は
、
体
験
農
園
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
農

園
・
体
験
農
園
を
開
設
し
て
農
業

経
営
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る

農
業
者
か
ら
の
相
談
を
、
農
業
振

興
課
お
よ
び
農
業
委
員
会
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
市
が
開
設
認
定
を

行
い
、
農
家
の
方
が
開
設
し
て
い

る
体
験
型
市
民
農
園
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
農
園
」
が
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

４
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

〈
内
容
〉　

農
家
の
方
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
野
菜
づ
く
り
が
で
き
ま

す
。

　

休
憩
施
設
・
駐
車
場
・
ト
イ
レ

完
備
、
農
機
具
の
無
料
貸
し
出
し

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
農
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

〈
場
所
〉
東
町

５
の
２
３
２

〈
区
画
数
・
使

用
料
〉

表
の
と
お
り

〈
申
込
み
・
問

合
せ
〉　

フ
ァ

ミ
リ
ー
農
園
・
松
澤
☎
０
８
０
＝

５
０
８
８
＝
９
７
５
０

＊
市
で
開
設
し
て
い
る
市
民
農
園

の
利
用
者
募
集
に
つ
い
て
は
、

広
報
こ
し
が
や
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

b
農
業
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
１

９
３
、
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
９

６
３
＝
９
２
７
９

　

市
内
商
店
街
の
活
性
化
の
た

め
、
市
内
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
て
事
業
を
始
め
る
方
に
、

空
き
店
舗
改
装
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
２
０
０
万
円
）
お
よ
び

月
額
賃
料
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
５
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

〈
対
象
〉　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。①
市
内
の
商
店
街
内
に
新

た
に
出
店
し
よ
う
と
す
る
方
、②

こ
れ
か
ら
改
装
工
事
を
行
い
、
か

つ
今
年
度
内
に
事
業
を
開
始
す
る

見
込
み
の
あ
る
方
、③
小
売
業
、

飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
い
ず
れ

か
を
営
む
方
（
一
部
業
種
を
除

く
）
な
ど
。
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
産
業
支
援

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

〈
申
込
み
〉　

５
月
１
日
㈫
か
ら
、

申
請
書
に
事
業
計
画
書
・
賃
貸
借

契
約
書
の
写
し
・
改
装
費
の
見
積

書
（
２
社
以
上
）・
商
店
会
ま
た

は
商
店
街
協
同
組
合
の
推
薦
書
を

添
え
て
、
産
業
支
援
課
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
予
算
が
無
く
な
り
し

だ
い
受
付
を
終
了
し
ま
す
。
申
請

書
お
よ
び
募
集
要
項
は
産
業
支
援

課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
こ
し
が
や
ｉ

ｉ
ネ
ッ
ト
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す

b
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６

８
０

募
集

利
用
す
る

農
家
直
営
の
体
験
農
園
で

野
菜
づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　

〜
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
の
利
用
者
募
集
〜

市
内
商
店
街
に
出
店
す
る
方
へ

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

大
袋
駅
改
札
口
移
設
の
お
知
ら
せ

　大袋駅西口駅前広場の設置に伴い、西口と東
口を結ぶ自由通路、および駅橋上化工事を実施
しています（平成２５年１０月下旬完成予定）。工
事に伴い、平成２４年４月下旬から仮設駅舎を
設置し、改札口を移設します。
　利用者にご不便やご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
　詳細な日時については、大袋駅構内でお知ら
せします。

B道路建設課☎９６３－９２０２

募集区画数 面積

3

5

5

１５㎡

２０㎡

３０㎡

年間使用料

２１,８００円

２８,８００円

４０,８００円

既
設
跨
線
橋

浅草方面

下り線ホーム

上り線ホーム

既設駅舎

現在の改札口
４月下旬以降の改札口

仮設駅舎

大袋駅東口

WC WC

春日部方面
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□
農
地
の
賃
借
料
情
報
（
農
家
の
方
）

g
市
内
の
農
地
の
実

勢
賃
借
料
を
公
表
し

ま
す
。
平
成
２３
年
１

月
〜
１２
月
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃

貸
借
に
お
け
る
賃
借

料
水
準
（
１０
㌃
当
た

り
）
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
の
で
、
農

地
の
貸
し
借
り
の
目

安
に
ご
活
用
く
だ
さ

い　

b
農
業
委
員
会

事
務
局
☎
９
６
３
＝
９
２
７
９

□
工
場
立
地
法
の
事
務
処
理
権
限
の

移
譲

　

４
月
１
日
か
ら
、
工
場
立
地
法
の

事
務
処
理
権
限
が
県
か
ら
市
に
移
譲

さ
れ
ま
す
。

g
工
場
立
地
法
の
届
出
の
相
談
、
届

出
書
の
審
査
お
よ
び
受
理
等　

b
産

業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
は
か
り
の
定
期
検
査

a
d
５
月
２１
日
㈪
・
２２
日
㈫
…
越
谷

市
農
業
協
同
組
合
西
支
店
、
２３
日
㈬

…
川
口
信
用
金
庫
蒲
生
支
店
、
２４
日

㈭
・
２５
日
㈮
…
越
谷
市
農
業
協
同
組

合
本
店
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
１０

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

f

西
地
区（
袋
山
は
東
側
を
含
む
全
域
、

大
林
・
大
房
・
大
里
・
上
間
久
里
・

下
間
久
里
を
除
く
）
の
ひ
ょ
う
量
２

５
０
㌔
以
下
の
は
か
り　

b
く
ら
し

安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

□
市
民
の
応
募
作
品
で
創
る
文
化
総

合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―
越
谷
文

化
」
創
刊
３０
周
年
記
念
号
販
売
中

g
随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
説
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写
真
の
ほ
か
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
よ
る
ス
ケ

ッ
チ
や
作
文
等
を
掲
載
。
創
刊
３０
周

年
記
念
企
画
と
し
て
、「
復
刻
版
―

１９
年
の
歩
み
」
や
「
表
紙
図
鑑
」
を

掲
載
。
販
売
場
所
は
生
涯
学
習
課

（
第
二
庁
舎
４
階
）、
大
間
野
町
旧
中

村
家
住
宅
、
市
立
図
書
館
、
南
部
図

書
室
、
市
内
の
一
部
書
店
。
販
売
価

格
は
７
０
０
円

【
第
３０
号
優
秀
賞
の
受
賞
者
】

（
敬
称
略
）

▽
レ
ポ
ー
ト
…
金
子
寛　

▽
短
歌
…

並
木
梢　

▽
俳
句
…
柳
沢
千
世　

▽

ジ
ュ
ニ
ア
・
学
生
…
綾
部
七
海　

▽

写
真
…
畑
中
次
夫

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

７□
閉
庁
時
間
帯
の
市
役
所
代
表
電
話

常
時
録
音
を
実
施
中

g
閉
庁
時
間
帯
の
代
表
電
話
番
号
☎

９
６
４
＝
２
１
１
１
で
受
け
た
電
話

の
内
容
を
、
守
衛
室
か
ら
各
事
務
担

当
課
へ
正
確
に
連
絡
す
る
た
め
、
常

時
録
音
を
実
施
し
て
い
ま
す　

b
総

務
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３
４

□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

越
谷
市
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合

に
加
入
し
て
い
ま
す
。
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
は

市
の
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
の
開
催
日
…
y
４
月
１
日
㈰
〜

４
日
㈬
、
１２
日
㈭
〜
１７
日
㈫
、
y
２１

日
㈯
〜
２５
日
㈬

＊
y
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

□
カ
ラ
ス
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

３
月
〜
５
月
は
カ
ラ
ス
の
繁
殖
期

で
す
。
ひ
な
を
守
る
た
め
に
、
威

嚇
・
攻
撃
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

b
環
境
政
策
課
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
利
用
休
止

g
５
月
７
日
㈪
〜
１４
日
㈪
。
特
別
清

掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
休
館
日
を
除
き
ご
利
用
で
き
ま

す　

b
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２

＝
６
６
０
２

□
浄
化
槽
の
定
期
水
質
検
査
を

　

行
う
検
査
機
関
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
定
期
水
質
検
査

を
行
う
検
査
機
関
が
㈳
埼
玉
県
環
境

検
査
研
究
協
会
か
ら
、
㈳
埼
玉
県
浄

化
槽
協
会
に
変
わ
り
ま
す
。
定
期
水

質
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
㈳

埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
に
連
絡
し
て
検

査
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

h
▽
１０
人
槽
以
下
…
５
０
０
０
円
、

▽
１１
〜
２０
人
槽
…
７
０
０
０
円
、▽

２１
〜
５０
人
槽
…
１
万
円　

＊
定
期
水
質
検
査
の
手
数
料
は
変
わ

り
ま
せ
ん

b
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
☎
０
４
８

＝
５
３
３
＝
４
７
０
０

え
せ
同
和
行
為
と
は

　

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

に
対
し
て
、
同
和
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
「
図

書
等
の
購
入
強
要
」
や
「
寄
付
金

等
の
要
求
」、「
代
理
人
と
称
し
介

入
す
る
」
な
ど
の
不
法
、
不
当
な

行
為
や
要
求
を
す
る
こ
と
を
え
せ

同
和
行
為
と
い
い
ま
す
。
え
せ
同

和
行
為
の
横
行
は
、
企
業
や
行
政

機
関
の
み
な
ら
ず
、「
国
民
の
間

に
、
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た

意
識
を
植
え
つ
け
、
新
た
な
差
別

意
識
を
生
む
大
き
な
要
因
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
和
問

題
解
決
の
た
め
に
多
く
の
人
々
が

積
み
重
ね
て
き
た
教
育
と
啓
発
活

動
の
効
果
を
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
。

同
和
問
題
と
は

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
の
歴
史

の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
差
別
が
い

ま
だ
に
残
り
、「
同
和
地
区
に
住

ん
で
い
る
」
ま
た
は
「
同
和
地
区

に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
理
由
で
、

結
婚
、
就
職
な
ど
で
差
別
を
受

け
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人

権
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
、
日
本

固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
断
固
拒
否
し
ま

し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
者
が
、
激
し
い

言
葉
で
要
求
し
て
き
て
も
、
不
当

な
要
求
は
断
固
と
し
て
拒
否
を

し
、
終
始
き
然
と
し
た
態
度
で
対

応
し
、
決
し
て
妥
協
は
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
場
し
の
ぎ

の
安
易
な
妥
協
は
相
手
に
期
待
を

抱
か
せ
る
こ
と
に
な
り
、
同
和
問

題
の
解
決
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

越
谷
市
を
含
む
県
東
部
で
構
成

す
る
埼
葛
１２
市
町
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
連

携
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
年
度
初
め

の
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同
和
行
為

対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
同
和

問
題
の
解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
「
え
せ
同
和
行
為
の
排
除
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

お
知
ら
せ

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

創刊１００号を手に
小島理嗣さん（左）と川島秀男さん（右）

越谷駅東口再開発事業

Ｂ街区の公共公益施設は６月に
オープン予定です

　

越
谷
駅
東
口
で
は
、
越
谷
駅
東

口
市
街
地
再
開
発
組
合
の
施
行
に

よ
り
、
再
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

駅
を
出
て
正
面
の
Ａ
街
区
が
９

月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
左
側
の
Ｂ
街
区
に
は
、
越
谷

駅
東
口
駐
車
場
、
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
等
が
６
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
完
成
後
は
、
現
在
一
方

通
行
と
な
っ
て
い
る
Ａ
街
区
東
側

の
道
路
が
相
互
に
通
行
で
き
る
よ

う
、
周
辺
道
路
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

完
成
ま
で
の
間
、
越
谷
駅
周
辺

を
ご
利
用
の
方
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
市
街
地
整
備
課
☎
９
６
３
＝
９

２
３
３

越谷市全域 平均額

田（水　稲）

畑（普通畑）

10,400円

11,600円

最高額

11,700円

12,000円

最低額

5,000円

10,000円
平成２４年４月１日

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

8月末完成予定

相互に通行できる
ようになります

歩行者優先道路
（緊急車両、荷捌き車両は通ります）

B街区

（駐車場、市民活動）支援センター等
6月オープン予定

A街区
（9月オープン）予定

至北越谷 至新越谷

弥生
町中
町線

越谷
市越
谷駅
東口
駐車
場

東武伊勢崎線

バ
ス
の
りば

タクシー乗降場
越谷駅東口
駅前広場

市
役
所
通
り
線

バ
ス
お
り
ば

越
谷
駅
前
線市道

70
00
2号
線

弥生
町中
町線

越谷
市越
谷駅
東口
駐車
場

越谷川口線

東武伊勢崎線

バ
ス
の
りば

タクシー乗降場
越谷駅東口
駅前広場

越谷駅

市
役
所
通
り
線

バ
ス
お
り
ば

越
谷
駅
前
線

　

千
間
台
西
地
区
の
９
つ
の
自
治

会
が
集
ま
り
形
成
さ
れ
る
千
間
台

西
連
合
自
治
会
。
連
合
自
治
会
の

広
報
紙
「
く
す
の
き
」
の
発
行
は
、

平
成
２４
年
３
月
に
１
０
０
号
を
迎

え
た
。「
く
す
の
き
」
は
年
４
回

発
行
。
連
合
自
治
会
が
発
足
し
た

二
年
後
の
、
昭
和
６１
年
９
月
１５
日

に
創
刊
さ
れ
、
広
報
委
員
会
の
活

動
は
、
実
に
２５
年
間
に
わ
た
る
。

連
合
自
治
会
の
世
帯
だ
け
で
な

く
、
未
加
入
の
近
隣
自
治
会
や
市

役
所
、
警
察
署
、
大
袋
地
区
内
の

学
校
や
埼
玉
県
立
大
学
、
せ
ん
げ
ん

台
駅
な
ど
に
も
配
布
し
て
い
る
。

　

平
成
１２
年
に
広
報
委
員
と
な
り
、

翌
１３
年
か
ら
現
在
ま
で
編
集
長
を
務

め
る
小
島
理
嗣
さ
ん
は
、「
千
間
台

西
連
合
も
大
袋
地
区
の
一
部
で
す
。

連
合
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、
大
袋
地
区
成
人
式
な
ど
も
掲
載

し
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
広
報
紙
は
新
聞
や
週
刊
誌
と
違

い
ま
す
。
否
定
的
文
言
や
文
章
を
使

用
し
な
い
、
写
真
と
文
字
を
適
当
に

配
置
す
る
な
ど
、
読
み
や
す
い
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

千
間
台
西
連
合
自
治
会
で
は
、

防
災
訓
練
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
防
災
の
面
で

は
、
地
域
間
の
協
力
が
不
可
欠
な

こ
と
か
ら
、
広
報
紙
が
連
合
自
治

会
加
入
の
検
討
を
し
て
も
ら
う
手

段
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

千
間
台
西
連
合
自
治
会
会
長
の

川
島
秀
男
さ
ん
は
、「
広
報
紙
は
、

連
合
自
治
会
の
活
動
内
容
を
、
未

加
入
の
近
隣
自
治
会
に
も
広
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
連
合
自

治
会
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
た
め

に
、
広
報
紙
が
必
要
不
可
欠
で
し

た
」
と
話
す
。

　

活
動
を
広
め
、
地
域
間
の
つ
な

が
り
を
強
化
す
る
た
め
の
広
報
活

動
は
、
今
日
も
続
い
て
い
る
。

12

千
間
台
西
連
合
自
治
会

　
　
　
　
　

広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　

せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
な
み

は
た
な
か
つ
ぎ
お

ま
さ
つ
ぐ
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

４
月
６
日
㈮
〜
２４
日
㈫
に
電
話
で
左

記
へ　

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝

９
１
８
６

□
第
３１
回
マ
ン
デ
ー
杯

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

a
５
月
１４
日
㈪
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

d
総
合
体
育
館　

g
女
性
Ａ

（
平
均
年
齢
１８
歳
以
上
４５
歳
未
満
）

３６
チ
ー
ム
、
女
性
Ｂ（
平
均
年
齢
４５

歳
以
上
）
１２
チ
ー
ム　

h
３
０
０
０

円　

e
４
月
１１
日
㈬
〜
４
月
１９
日
㈭

に
直
接
左
記
へ
。
定
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す　

b
総
合

体
育
館
☎
９
６
４
＝
４
３
２
１

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
教
室

a
毎
週
水
曜
日
、
午
後
２
時
ま
た
は

７
時
３０
分
か
ら
。
毎
週
金
曜
日
、
午

前
１０
時
３０
分
ま
た
は
午
後
７
時
３０
分

か
ら　

d
総
合
体
育
館　

g
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
（
約
１

時
間
）
h
３
０
０
円
（
高
校
生
以

上
）
c
運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ

オ
ル
・
上
履
き
等　

e
当
日
会
場
へ

b
総
合
体
育
館
☎
９
６
４
＝
４
３

２
１

□
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
教
室

a
毎
週
金
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら　

d
総
合
体
育
館　

g
タ
イ
式
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
（
約
１
時

間
）
h
３
０
０
円（
高
校
生
以
上
）

c
運
動
の
で
き
る
服
装
・
上
履
き
・

タ
オ
ル
等

e
当
日
会
場
へ

b
総

合
体
育
館
☎
９
６
４
＝
４
３
２
１

□
春
の
弓
道
教
室
（
全
８
回
）

a
５
月
８
日
㈫
・
１１
日
㈮
・
１５
日
㈫
・

１８
日
㈮
・
２２
日
㈫
・
２５
日
㈮
・
２９
日
㈫
・

６
月
１
日
㈮
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時

３０
分
〜
８
時
３０
分　

d
緑
の
森
公
園

越
谷
市
弓
道
場　

f
市
内
在
住
・
在

勤
の
１８
歳
以
上
の
方
で
弓
道
未
経
験

者
２５
人　

h
２
０
０
０
円　

e
４
月

１３
日
㈮
〜
４
月
２４
日
㈫
（
午
前
１０
〜

午
後
８
時
）
に
参
加
費
を
持
参
の
う

え
左
記
へ
。
休
館
日
（
月
曜
日
）
を

除
く　

b
緑
の
森
公
園
越
谷
市
弓
道

場
☎
９
６
６
＝
０
９
１
０

□
花
田
苑

「
み
ど
り
の
日
無
料
開
園
」

a
５
月
４
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午
後

７
時（
入
園
受
付
は
午
後
６
時
ま
で
）

d
花
田
苑

g
苑
内
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
や
津
軽
三
味
線
演
奏
会
、

お
茶
席
（
立
礼
式
）
h
無
料
（
お

茶
席
３
０
０
円
）
e
当
日
会
場
へ

b
花
田
苑
☎
９
６
２
＝
６
９
９
９

□
第
２０
回
櫻
間
初
花
會

a
５
月
５
日
㈷
、
正
午
開
演　

d
こ

し
が
や
能
楽
堂　

g
仕
舞
、
能
（
羽

衣
）
ほ
か　

h
無
料　

b
こ
し
が
や

能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

□
ふ
れ
あ
い
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

a
５
月
５
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時　

d
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥

の
森　

g
ポ
ニ
ー
乗
馬
、
小
動
物
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
等　

h
無
料

b
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
☎

９
７
９
＝
０
１
０
０

□
ほ
っ
と
越
谷
「
絵
手
紙
展
」

a
４
月
１
日
㈰
〜
２８
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
（
日
曜
日
は
午
後
５

時
ま
で
。
月
曜
日
休
館
）
d
男
女

共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

越
谷
」
g
男
女
共
同
参
画
の
視
点

で
描
く
暮
ら
し
の
絵
手
紙　

b
男
女

共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

越
谷
」☎
９
７
０
＝
７
４
１
１

□
サ
ン
シ
テ
ィ
広
場
イ
ベ
ン
ト

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
a
４
月
１５

日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時　

d

サ
ン
シ
テ
ィ　

b
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
㈱
☎
９
８
５
＝
１
１
３
１

▽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
…
a
４
月
１５

日
㈰
、①
午
後
２
時
〜
２
時
４５
分
、②

午
後
３
時
〜
３
時
４５
分
、③
午
後
４

時
〜
４
時
４５
分

d
サ
ン
シ
テ
ィ

g
①
③
ゴ
ス
ペ
ル
、②
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト　

b
㈱
大
野
楽
器
☎
９
８
６
＝
８

６
８
６

□
市
政
移
動
教
室

a
①
４
月
２７
日
㈮
・
②
５
月
１０
日
㈭
、

い
ず
れ
も
午
前
８
時
５０
分
市
役
所
集

合　

d
①
埼
玉
鴨
場
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
ほ
か
。②
埼
玉
鴨
場
、
ア

リ
タ
キ
植
物
園
ほ
か　

f
市
内
在
住

の
方
３９
人
（
抽
せ
ん
）　

h
無
料　

e
は
が
き
に
①
か
②
の
参
加
希
望

日
、
参
加
者
（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま

で
）
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
①
は
４
月
１６
日
㈪
（
必

着
）、②
は
４
月
２０
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
左
記
へ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
）　

b
広
報
広

聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
７

□
葛
西
用
水
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

g
４
月
中
旬
に
な
る
と
、
市
役
所
東

側
葛
西
用
水
の
中
土
手
に
、
１
万
６

０
０
０
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
約
４

０
０
㍍
に
わ
た
り
咲
き
誇
り
ま
す

b
越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
６
６
＝
６

１
１
１
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

□
第
５６
回
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

a
５
月
１７
日
㈭　

d
紫
あ
や
め
３６
東

コ
ー
ス
（
旧
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

あ
や
め
コ
ー
ス
。
野
田
市
）
現
地
集

合　

g
個
人
戦
は
１８
ホ
ー
ル
、
新
ぺ

リ
ア
方
式
。
団
体
戦
は
各
地
区
上
位

５
人
の
合
計　

f
市
内
在
住
の
方　

h
参
加
費
３
５
０
０
円
（
賞
品
代
ほ

か
）。
プ
レ
ー
費
は
１
万
１
５
０
０

円
（
各
自
負
担
）　

e
４
月
２０
日
㈮

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
各
地
区
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
へ
。
越
谷
市
民
ゴ

ル
フ
運
営
委
員
会
主
催　

b
生
涯
学

習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
藤
ま
つ
り
野
点
コ
ー
ナ
ー

a
５
月
３
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
（
完
売
し
だ
い
終
了
）。
藤
ま

つ
り
の
開
催
は
４
月
２９
日
㈷
〜
５
月

６
日
㈰　

d
久
伊
豆
神
社（
越
ヶ
谷
）

　

f
２
０
０
人　

h
１
０
０
円　

b

越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
６
６
＝
６
１

１
１
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

□
こ
し
が
や
観
光
ハ
イ
キ
ン
グ
〜
谷

古
田
河
畔
緑
道
、八
条
用
水
緑
道
、

ボ
タ
ン
公
園
〜

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
９
時　

d
東

武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅
西
口
１
階
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
付
近
集
合
（
小
雨
決

行
）　

g
コ
ー
ス
は
谷
古
田
河
畔
緑

道
、
八
条
用
水
緑
道
、
東
越
谷
ボ
タ

ン
公
園
（
お
土
産
付
き
）　

h
２
０

０
円
（
保
険
料
）　

e
４
月
１８
日
㈬

〜
２３
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は
は
が

き
（
消
印
有
効
）
で
左
記
へ
。
は
が

き
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入　

b
越
谷
市
観
光

協
会
（
〠
３４３
＝
０
８
１
７
越
谷
市
中

町
７
の
１７
）☎
９
６
６
＝
６
１
１
１

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

□
苗
木
の
無
料
配
布

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
緑
を
育
て
大
切

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
実
の
な
る

苗
木
を
無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。

a
４
月
２７
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜

１１
時
（
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）　

d
中
央
市
民
会
館
東
側
芝
生
広
場　

g
リ
ン
ゴ
、ス
モ
モ
、ア
ン
ズ
等
（
予

定
）。
当
日
は
越
谷
市
造
園
業
協
会

の
協
力
に
よ
る
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
き
ま
す　

b
公
園
緑
地
課
☎
９

６
３
＝
９
２
２
５

□
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
無
料
開
園

a
５
月
４
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

g
同
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
越

谷
ア
リ
タ
キ
緑
の
会
」
に
よ
る
ガ
イ

ド
。
園
内
の
植
物
が
印
刷
さ
れ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
の
配
布
（
先
着
順
）　

d

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園　

b
公
園
緑

地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
５
５

□
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

a
５
月
８
日
〜
６
月
１９
日
の
毎
週
火

曜
日
、午
後
４
時
〜
５
時（
全
７
回
）

　

d
第
２
体
育
館　

g
器
械
体
操
ほ

か　

f
３
歳
（
平
成
２４
年
４
月
１
日

現
在
）
〜
６
歳
（
就
学
前
）
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
４０
組
。
対
象
児
以
外

の
同
伴
不
可　

e
４
月
１０
日
㈫
、
午

前
９
時
か
ら
左
記
へ
（
電
話
可
）　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
６

２
８
４

□
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
調
査

　

〜
春
の
い
き
も
の
を
探
そ
う
〜

a
４
月
２１
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
１１
時

（
小
雨
決
行
）　

d
総
合
体
育
館
か
北

越
谷
第
５
公
園
周
辺
の
ど
ち
ら
か
を

お
選
び
く
だ
さ
い　

g
第
４
次
越
谷

市
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
調
査
の
一
環

と
し
て
一
斉
調
査
を
行
い
ま
す　

h

無
料　

e
電
話
で
左
記
へ　

b
環
境

政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
バ
ー
ド
展　
　

a
５
月
１０
日
㈭
〜
１６
日
㈬
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
１０
日
は

１０
時
か
ら
、
１６
日
は
３
時
ま
で
）

d
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　

g
「
愛
鳥

週
間
」
に
と
も
な
い
、
野
鳥
の
写
真

パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
や
傷
病
野
鳥
の

里
親
の
募
集　

b
環
境
政
策
課
☎
９

６
３
＝
９
１
８
３

□
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
を
つ
く
ろ
う

a
４
月
２１
日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

d
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
砂
原
３

５
５
）　

g
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し

た
は
が
き
作
り　

f
市
内
在
住
の
小

学
生
以
上
の
方
１６
人
（
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）　

h
無
料　

c
牛

乳
パ
ッ
ク
２
本　

e
４
月
６
日
㈮
、

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９
７
６
＝
５

３
７
１

□
綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

AQUA 　

SOCIAL 　
FES! 　

Presents

　

河
川
敷
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、

暮
ら
し
を
支
え
る
綾
瀬
川
を
も
っ
と

知
ろ
う
！

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
８
時
〜
１１
時

３０
分　

d
綾
瀬
川
水
質
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
蒲
生
愛
宕
町
の
綾
瀬
川
河

川
敷
付
近
）　

g
綾
瀬
川
の
蒲
生
愛

宕
町
か
ら
草
加
市
松
江
ま
で
を
清
掃

活
動　

f
１
０
０
人　

h
無
料　

e

春
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
（
草
加
市
）

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
３
時　

d
綾
瀬
川
左
岸
広

場
（
松
原
団
地
駅
東
口
下
車
徒
歩

１０
分
）　

g
省
エ
ネ
を
テ
ー
マ
に

体
験
イ
ベ
ン
ト　

b
子
ど
も
政
策

課
☎
９
２
８
＝
６
４
２
１

季
節
展
示
「
端
午
の
節
句
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
潮
市
）

a
４
月
２８
日
㈯
〜
５
月
１１
日
㈮

（
５
月
１
日
・
７
日
を
除
く
）、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

d
資
料
館

古
民
家　

g
八
潮
市
に
伝
わ
る
五

月
人
形
の
展
示　

h
無
料　

b
資

料
館
☎
９
９
７
＝
６
６
６
６

江
戸
川
で
私
も

ひ
と
花
咲
か
せ
隊
！　
（
三
郷
市
）

a
４
月
１４
日
㈯
、
午
前
１１
時
か
ら

１
時
間
程
度
（
雨
天
中
止
）　

d

三
郷
緊
急
用
船
着
場
横
の
河
川
敷

集
合　

g
除
草
作
業
の
一
日
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　

b
に
ぎ
わ
い
拠
点
準

備
室
☎
９
３
０
＝
７
７
１
３

も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

！
映
画
会　
　
　
　
　
（
吉
川
市
）

a
４
月
２１
日
㈯
、①
午
前
１０
時
か

ら
、②
午
後
１
時
３０
分
か
ら　

d

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル　

g
「
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
」
の
上
映　

f
各
回
先

着
４
０
０
人　

h
無
料　

b
中
央

公
民
館
☎
９
８
１
＝
１
２
３
１

東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
特

別
演
奏
会〝
エ
ロ
ー
ラ
の
「
四
季
」

V
ol.

９
〜
中
島
啓
江
を
迎
え
て
〜

（
松
伏
町
）

a
５
月
２０
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演

　

d
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ　

g
出
演
は
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

合
奏
団
、
ゲ
ス
ト
は
中
島
啓
江
さ

ん　

h
大
人
４
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
２
０
０
０
円
（
全
席
指

定
。
未
就
学
児
入
場
不
可
）　

b

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
☎
９
９

２
＝
１
０
０
１

〈日時〉　４月２９日㈷（雨天時は５月３日㈷）、
　　　　午前９時４０分～午後２時
〈場所〉　相模町スポット広場
〈内容〉　紙芝居、バルーンアート、模擬店な

ど。参加したお子さん６００人にミニ
こいのぼりをプレゼントします。５
月５日㈷まで元荒川で泳ぐ８００匹
のこいのぼりがご覧になれます　

B大相模地区コミュニティ推進協議会（大相
模地区センター内）☎９８８―７３７０

　色彩別の稲（古代米）を使って、こしがや鴨ネギ
鍋キャラクター「ガーヤちゃん」と「マジンガーＺ」
の絵を田んぼに描きます
〈場所〉　東埼玉資源環境組合第一工場向かいの
　　　　水田
〈内容〉　田植え（５月下旬～６月上旬）・収穫祭
　　　　（稲刈り・１０月）・感謝祭（１２月）を体験
〈対象〉　１００組
〈費用〉　中学生以上２０００円、小学生１０００円
＊事前説明会を５月６日㈰、午後１時から農業技
術センターで行います。詳しくは越谷市観光協
会ホームページをご覧ください

B越谷市観光協会☎９６６－６１１１

第９回不動橋こいのぼりフェスティバル
《東日本復興支援イベント》

かんがい用水に
水が入ります
かんがい用水に
水が入ります

＊天候その他の状況により、
期日を変更する場合があり
ます

B農業振興課☎９６３－９１９３

水路名

末田大用水路

須賀川用水

逆川

八条用水路

東京葛西用水路

谷古田用水路

4／11㈬

4／15㈰

4／16㈪

4／24㈫

4／26㈭

4／26㈭

通水開始日

田んぼアート2012
こしがや

～体験者募集～

1５
面
へ
続
く

今年はマジンガーＺが登場！（写真は完成イメージ）　

と
な
り
ま
ち

の
だ
て

ア
ク
ア
　
　
　
　
　ソ
ー
シ
ャ
ル
　
エ
フ
イ
ー
エ
ス
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ツ

け
い
こ

け
い
こ

ゼット

ゼット



広報こしがやお知らせ版　平成24年（2012年）4月号15
４
月
６
日
㈮
〜
２４
日
㈫
に
電
話
で
左

記
へ　

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝

９
１
８
６

□
第
３１
回
マ
ン
デ
ー
杯

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

a
５
月
１４
日
㈪
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

d
総
合
体
育
館　

g
女
性
Ａ

（
平
均
年
齢
１８
歳
以
上
４５
歳
未
満
）

３６
チ
ー
ム
、
女
性
Ｂ（
平
均
年
齢
４５

歳
以
上
）
１２
チ
ー
ム　

h
３
０
０
０

円　

e
４
月
１１
日
㈬
〜
４
月
１９
日
㈭

に
直
接
左
記
へ
。
定
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す　

b
総
合

体
育
館
☎
９
６
４
＝
４
３
２
１

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
教
室

a
毎
週
水
曜
日
、
午
後
２
時
ま
た
は

７
時
３０
分
か
ら
。
毎
週
金
曜
日
、
午

前
１０
時
３０
分
ま
た
は
午
後
７
時
３０
分

か
ら　

d
総
合
体
育
館　

g
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
（
約
１

時
間
）　

h
３
０
０
円
（
高
校
生
以

上
）　

c
運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ

オ
ル
・
上
履
き
等　

e
当
日
会
場
へ

　

b
総
合
体
育
館
☎
９
６
４
＝
４
３

２
１

□
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
教
室

a
毎
週
金
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら　

d
総
合
体
育
館　

g
タ
イ
式
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
（
約
１
時

間
）　

h
３
０
０
円（
高
校
生
以
上
）

　

c
運
動
の
で
き
る
服
装
・
上
履
き
・

タ
オ
ル
等　

e
当
日
会
場
へ　

b
総

合
体
育
館
☎
９
６
４
＝
４
３
２
１

□
春
の
弓
道
教
室
（
全
８
回
）

a
５
月
８
日
㈫
・
１１
日
㈮
・
１５
日
㈫
・

１８
日
㈮
・
２２
日
㈫
・
２５
日
㈮
・
２９
日
㈫
・

６
月
１
日
㈮
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時

３０
分
〜
８
時
３０
分　

d
緑
の
森
公
園

越
谷
市
弓
道
場　

f
市
内
在
住
・
在

勤
の
１８
歳
以
上
の
方
で
弓
道
未
経
験

者
２５
人　

h
２
０
０
０
円　

e
４
月

１３
日
㈮
〜
４
月
２４
日
㈫
（
午
前
１０
〜

午
後
８
時
）
に
参
加
費
を
持
参
の
う

え
左
記
へ
。
休
館
日
（
月
曜
日
）
を

除
く　

b
緑
の
森
公
園
越
谷
市
弓
道

場
☎
９
６
６
＝
０
９
１
０

□
花
田
苑

　
「
み
ど
り
の
日
無
料
開
園
」

a
５
月
４
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午
後

７
時（
入
園
受
付
は
午
後
６
時
ま
で
）

　

d
花
田
苑　

g
苑
内
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
や
津
軽
三
味
線
演
奏
会
、

お
茶
席
（
立
礼
式
）　

h
無
料
（
お

茶
席
３
０
０
円
）　

e
当
日
会
場
へ

　

b
花
田
苑
☎
９
６
２
＝
６
９
９
９

□
第
２０
回
櫻
間
初
花
會

a
５
月
５
日
㈷
、
正
午
開
演　

d
こ

し
が
や
能
楽
堂　

g
仕
舞
、
能
（
羽

衣
）
ほ
か　

h
無
料　

b
こ
し
が
や

能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

□
ふ
れ
あ
い
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

a
５
月
５
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時　

d
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥

の
森　

g
ポ
ニ
ー
乗
馬
、
小
動
物
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
等　

h
無
料

b
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
☎

９
７
９
＝
０
１
０
０

□
ほ
っ
と
越
谷
「
絵
手
紙
展
」

a
４
月
１
日
㈰
〜
２８
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
（
日
曜
日
は
午
後
５

時
ま
で
。
月
曜
日
休
館
）　

d
男
女

共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

越
谷
」　

g
男
女
共
同
参
画
の
視
点

で
描
く
暮
ら
し
の
絵
手
紙　

b
男
女

共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

越
谷
」☎
９
７
０
＝
７
４
１
１

□
サ
ン
シ
テ
ィ
広
場
イ
ベ
ン
ト

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
a
４
月
１５

日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時　

d

サ
ン
シ
テ
ィ　

b
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
㈱
☎
９
８
５
＝
１
１
３
１

　

▽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
…
a
４
月
１５

日
㈰
、①
午
後
２
時
〜
２
時
４５
分
、②

午
後
３
時
〜
３
時
４５
分
、③
午
後
４

時
〜
４
時
４５
分　

d
サ
ン
シ
テ
ィ　

g
①
③
ゴ
ス
ペ
ル
、②
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト　

b
㈱
大
野
楽
器
☎
９
８
６
＝
８

６
８
６

□
市
政
移
動
教
室

a
①
４
月
２７
日
㈮
・
②
５
月
１０
日
㈭
、

い
ず
れ
も
午
前
８
時
５０
分
市
役
所
集

合　

d
①
埼
玉
鴨
場
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
ほ
か
。②
埼
玉
鴨
場
、
ア

リ
タ
キ
植
物
園
ほ
か　

f
市
内
在
住

の
方
３９
人
（
抽
せ
ん
）
h
無
料　

e
は
が
き
に
①
か
②
の
参
加
希
望

日
、
参
加
者
（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま

で
）
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
①
は
４
月
１６
日
㈪
（
必

着
）、②
は
４
月
２０
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
左
記
へ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
）
b
広
報
広

聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
７

□
葛
西
用
水
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

g
４
月
中
旬
に
な
る
と
、
市
役
所
東

側
葛
西
用
水
の
中
土
手
に
、
１
万
６

０
０
０
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
約
４

０
０
㍍
に
わ
た
り
咲
き
誇
り
ま
す

b
越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
６
６
＝
６

１
１
１
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

□
第
５６
回
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

a
５
月
１７
日
㈭　

d
紫
あ
や
め
３６
東

コ
ー
ス
（
旧
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

あ
や
め
コ
ー
ス
。
野
田
市
）
現
地
集

合　

g
個
人
戦
は
１８
ホ
ー
ル
、
新
ぺ

リ
ア
方
式
。
団
体
戦
は
各
地
区
上
位

５
人
の
合
計　

f
市
内
在
住
の
方　

h
参
加
費
３
５
０
０
円
（
賞
品
代
ほ

か
）。
プ
レ
ー
費
は
１
万
１
５
０
０

円
（
各
自
負
担
）
e
４
月
２０
日
㈮

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
各
地
区
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
へ
。
越
谷
市
民
ゴ

ル
フ
運
営
委
員
会
主
催　

b
生
涯
学

習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
藤
ま
つ
り
野
点
コ
ー
ナ
ー

a
５
月
３
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
（
完
売
し
だ
い
終
了
）。
藤
ま

つ
り
の
開
催
は
４
月
２９
日
㈷
〜
５
月

６
日
㈰　

d
久
伊
豆
神
社（
越
ヶ
谷
）

f
２
０
０
人　

h
１
０
０
円　

b

越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
６
６
＝
６
１

１
１
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

□
こ
し
が
や
観
光
ハ
イ
キ
ン
グ
〜
谷

古
田
河
畔
緑
道
、八
条
用
水
緑
道
、

ボ
タ
ン
公
園
〜

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
９
時　

d
東

武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅
西
口
１
階
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
付
近
集
合
（
小
雨
決

行
）
g
コ
ー
ス
は
谷
古
田
河
畔
緑

道
、
八
条
用
水
緑
道
、
東
越
谷
ボ
タ

ン
公
園
（
お
土
産
付
き
）
h
２
０

０
円
（
保
険
料
）
e
４
月
１８
日
㈬

〜
２３
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は
は
が

き
（
消
印
有
効
）
で
左
記
へ
。
は
が

き
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入　

b
越
谷
市
観
光

協
会
（
〠
３４３
＝
０
８
１
７
越
谷
市
中

町
７
の
１７
）☎
９
６
６
＝
６
１
１
１

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

□
苗
木
の
無
料
配
布

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
緑
を
育
て
大
切

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
実
の
な
る

苗
木
を
無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。

a
４
月
２７
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜

１１
時
（
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）

d
中
央
市
民
会
館
東
側
芝
生
広
場　

g
リ
ン
ゴ
、ス
モ
モ
、ア
ン
ズ
等
（
予

定
）。
当
日
は
越
谷
市
造
園
業
協
会

の
協
力
に
よ
る
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
き
ま
す　

b
公
園
緑
地
課
☎
９

６
３
＝
９
２
２
５

□
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
無
料
開
園

a
５
月
４
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

g
同
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
越

谷
ア
リ
タ
キ
緑
の
会
」
に
よ
る
ガ
イ

ド
。
園
内
の
植
物
が
印
刷
さ
れ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
の
配
布
（
先
着
順
）
d

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園　

b
公
園
緑

地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
５
５

□
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

a
５
月
８
日
〜
６
月
１９
日
の
毎
週
火

曜
日
、午
後
４
時
〜
５
時（
全
７
回
）

d
第
２
体
育
館　

g
器
械
体
操
ほ

か　

f
３
歳
（
平
成
２４
年
４
月
１
日

現
在
）
〜
６
歳
（
就
学
前
）
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
４０
組
。
対
象
児
以
外

の
同
伴
不
可　

e
４
月
１０
日
㈫
、
午

前
９
時
か
ら
左
記
へ
（
電
話
可
）

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
６

２
８
４

□
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
調
査

〜
春
の
い
き
も
の
を
探
そ
う
〜

a
４
月
２１
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
１１
時

（
小
雨
決
行
）
d
総
合
体
育
館
か
北

越
谷
第
５
公
園
周
辺
の
ど
ち
ら
か
を

お
選
び
く
だ
さ
い　

g
第
４
次
越
谷

市
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
調
査
の
一
環

と
し
て
一
斉
調
査
を
行
い
ま
す　

h

無
料　

e
電
話
で
左
記
へ　

b
環
境

政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
バ
ー
ド
展

a
５
月
１０
日
㈭
〜
１６
日
㈬
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
１０
日
は

１０
時
か
ら
、
１６
日
は
３
時
ま
で
）

d
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　

g
「
愛
鳥

週
間
」
に
と
も
な
い
、
野
鳥
の
写
真

パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
や
傷
病
野
鳥
の

里
親
の
募
集　

b
環
境
政
策
課
☎
９

６
３
＝
９
１
８
３

□
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
を
つ
く
ろ
う

a
４
月
２１
日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
正
午

d
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
砂
原
３

５
５
）
g
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し

た
は
が
き
作
り　

f
市
内
在
住
の
小

学
生
以
上
の
方
１６
人
（
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
h
無
料　

c
牛

乳
パ
ッ
ク
２
本　

e
４
月
６
日
㈮
、

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９
７
６
＝
５

３
７
１

□
綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

AQUA
SOCIAL

FES!
Presents

　

河
川
敷
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、

暮
ら
し
を
支
え
る
綾
瀬
川
を
も
っ
と

知
ろ
う
！

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
８
時
〜
１１
時

３０
分　

d
綾
瀬
川
水
質
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
蒲
生
愛
宕
町
の
綾
瀬
川
河

川
敷
付
近
）
g
綾
瀬
川
の
蒲
生
愛

宕
町
か
ら
草
加
市
松
江
ま
で
を
清
掃

活
動　

f
１
０
０
人　

h
無
料　

e

□
夜
間
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

a
g
①
ワ
ー
ド
基
礎
…
４
月
１６
日
㈪

〜
１９
日
㈭
、②
ワ
ー
ド
応
用
…
４
月

２３
日
㈪
〜
２６
日
㈭
、③
エ
ク
セ
ル
基

礎
…
５
月
７
日
㈪
〜
１０
日
㈭
、④
エ

ク
セ
ル
応
用
…
５
月
１４
日
㈪
〜
１７
日

㈭
。
い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜
９
時　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階
Ｏ

Ａ
室　

f
市
内
在
住
の
求
職
者
・
勤

労
者
各
１０
人
（
申
込
み
順
）　

h
無

料　

e
４
月
９
日
㈪
、
午
前
８
時
３０

分
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産
業
支

援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

乙
種
第
４
類

a
５
月
２４
日
㈭
・
２５
日
㈮　

d
中
央

市
民
会
館　

h
一
般
６
７
０
０
円
、

越
谷
市
防
火
安
全
協
会
会
員
お
よ
び

学
生
５
７
０
０
円
。
テ
キ
ス
ト
代
別

途　

e
４
月
２３
日
㈪
〜
５
月
１１
日
㈮

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

に
左
記
へ　

b
消
防
本
部
予
防
課
☎

９
７
４
＝
０
１
０
３

□
応
急
手
当
講
習
会　

普
通
救
命
Ⅰ

a
４
月
２５
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分　

d
消
防
本
庁
舎　

g
心

肺
そ
せ
い
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）　

f
中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
３０
人　

h
無
料　

e
４
月
１４
日

㈯
ま
で
に
左
記
へ　

b
消
防
署
☎
９

７
４
＝
０
１
３
６

□
危
険
物
取
扱
者
試
験

a
５
月
２０
日
㈰　

d
獨
協
大
学
（
草

加
市
）　

h
甲
種
５
０
０
０
円
、
乙

種
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７
０
０
円

　

e
４
月
９
日
㈪
〜
４
月
１９
日
㈭
に

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県

支
部
試
験
係
（
〠
３３０
＝
０
０
６
２
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
２
の
１３
の
８

ほ
ま
れ
会
館
２
階
）
へ
（
郵
送
可
）。

電
子
申
請
の
場
合
、
申
請
期
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

願
書
等
は
、
消
防
本
部
お
よ
び
消
防

署
、
各
分
署
に
あ
り
ま
す　

b
消
防

本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０
１
０
３

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

入
会
説
明
会

f
市
内
在
住
の
６０
歳
代
の
女
性
で
掃

除
好
き
な
方
２５
人　

e
往
復
は
が
き

の
往
信
面
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
、
返
信
面

に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ
。

受
付
順
で
説
明
会
に
ご
案
内
（
記
載

不
備
は
受
付
不
可
）　

b
越
谷
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〠
３４３
＝
０

０
２
３
東
越
谷
１
の
５
の
６
）☎
９

６
７
＝
４
３
１
１

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

14
面
か
ら
続
き

〈内容〉　ゴミゼロ運動、サマ
ーキャンプ、お楽しみレクリ
エーションなど（おおむね月
１回程度の活動）。主催は越
谷市青少年相談員協議会　
〈対象〉　市内在住の小学生
３０人　
〈費用〉　１５００円（キャンプ
などは別途実費負担）　
〈申込み〉　４月１０日㈫、午
前９時から電話で下記へ
＊青少年相談員とは、埼玉県
知事の委嘱を受け、地域の
お兄さん・お姉さんとし
て、子どもたちの健やかな
成長を助けるために活動
する青年ボランティアです

B青少年課☎９６３－９３０８

ちびっこくらぶ
参加者募集

講
習
・
セ
ミ
ナ
ー

講
習
・
セ
ミ
ナ
ー

就
労
支
援

就
労
支
援

▼
若
年
性
認
知
症
の
学
習
会

a
４
月
１９
日
㈭
、
午
後
１
時
〜
３

時　

d
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ほ
っ
と
越
谷
」　

g
講
師

は
生
活
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

の
西
村
美
智
代
さ
ん
。
越
谷
市
後

援　

h
３
０
０
円　

e
b
さ
い
た

ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
越
谷
事
務
所

☎
９
６
２
＝
８
４
５
２

▼
越
谷
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

a
４
月
１５
日
㈰
・
２９
日
㈷
・
５
月

６
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
雨
天
中
止
）　

d
越
谷
朝
市
広
場

　

f
４０
店　

h
車
出
店
２
０
０
０

円
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
。
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
後

援　

e
事
前
に
左
記
へ　

b
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
友
の
会
☎
０３
＝
３
４

１
２
＝
６
８
５
７
（
平
日
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
）

▼
居
酒
屋
等
独
立
起
業
相
談

a
毎
週
日
曜
日
、
午
後
２
時
〜
４

時　

d
大
衆
小
僧
酒
場
千
成
（
越

谷
１
の
３
の
２２
）　

g
初
め
て
飲

食
店
の
開
業
を
目
指
す
方
の
相
談

受
付　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ

　

b
木
下
☎
９
６
５
＝
３
３
０
９

▼
越
谷
東
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ

創
立
２５
周
年
記
念
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

a
５
月
１８
日
㈮
、
午
後
２
時
開
演

　

d
サ
ン
シ
テ
ィ　

g
渡
辺
克
也

オ
ー
ボ
エ
・
リ
サ
イ
タ
ル
。
ピ
ア

ノ
は
蓼
沼
明
美
さ
ん　

h
無
料　

e
b
越
谷
東
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ

ブ
☎
９
６
５
＝
２
０
３
７

▼
順
天
堂
精
神
医
学
研
究
所

　

講
演
会

a
４
月
２１
日
㈯
、
午
後
２
時
〜
４

時　

d
順
天
堂
越
谷
病
院
集
会
ホ

ー
ル
（
袋
山
）　

g
生
活
習
慣
病

の
克
服
―
減
塩
食
・
肥
満
対
策
―

に
つ
い
て
の
講
演　

h
無
料　

e

直
接
会
場
へ　

b
順
天
堂
精
神
医

学
研
究
所
☎
９
７
８
＝
８
５
９
５

▼
越
谷
西
特
別
支
援
学
校

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

a
①
５
月
９
日
㈬
、
午
前
１０
時
〜

正
午
。②
６
月
８
日
㈮
、
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午　

d
越
谷
西
特
別

支
援
学
校
（
西
新
井
）　

g
①
障
が

い
に
対
す
る
理
解
と
本
校
生
徒
に

つ
い
て
、②
体
験
実
習　

h
無
料

　

e
４
月
２７
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ

　

b
石
本
☎
９
６
２
＝
０
２
７
２

▼
埼
玉
県
立
大
学
公
開
講
座

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」

a
５
月
１２
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時　

g
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

関
す
る
講
義
と
演
習　

f
３０
人

（
抽
せ
ん
）　

h
１
０
０
０
円　

e

５
月
２
日
㈬
ま
で
に
往
復
は
が
き

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）
を
記
入

し
左
記
へ　

b
地
域
産
学
連
携
セ

ン
タ
ー　
（
〠
３４３
＝
８
５
４
０
三

野
宮
８
２
０
）☎
９
７
３
＝
４
１

１
４
、
D
９
７
３
＝
４
８
０
７

▼
文
教
大
学

　

オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

g
５
月
開
講
の
講
座
（
教
養
、
趣

味
、
英
会
話
、
中
国
語
、
資
格
取

得
、
親
子
科
学
教
室
）、
外
国
人

の
た
め
の
日
本
語
講
座
。
詳
し
く

は
左
記
へ　

b
文
教
大
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
＝
１
６

０
＝
４
４
９

▼
越
谷
美
術
協
会
会
員
作
品
展

a
５
月
２
日
㈬
〜
６
日
㈰
、
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
４

時
ま
で
）　

d
中
央
市
民
会
館　

g
油
彩
・
水
彩
・
日
本
画
約
６０
点

　

h
無
料　

b
小
澤
☎
９
７
５
＝

５
０
２
８

▼
越
谷
市
工
芸
協
会
作
品
展

a
４
月
２８
日
㈯
、
午
後
１
時
〜
５

時
。
２９
日
㈷
、
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
５
時
。
３０
日
㉁
、
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
４
時　

d
サ
ン
シ
テ

ィ　

g
革
工
芸
、
粘
土
工
芸
、
木

彫
り
等　

h
無
料　

b
春
田
☎
９

６
２
＝
０
９
５
６

▼
中
国
語
体
験
教
室

a
４
月
１５
日
㈰
・
２２
日
㈰
、
午
前

１０
時
〜
正
午　

d
中
央
市
民
会
館

　

f
３０
人　

h
無
料　

e
b
日
中

友
好
協
会
越
谷
支
部
・
島
﨑
☎
９

７
５
＝
４
６
２
９

▼
越
谷
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会

a
４
月
１４
日
㈯
、
午
後
２
時
３０
分

開
演　

d
田
園
ホ
ー
ル
エ
ロ
ー
ラ

（
松
伏
町
ゆ
め
み
野
東
３
の
１４
の

６
）　

g
「
さ
ん
ぽ
」（
と
な
り
の

ト
ト
ロ
）、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
合

唱
等　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ

　

b
土
屋
☎
０
８
０
＝
１
０
４
５

＝
６
４
２
５

さ
く
ら
ま
は
つ
は
な
か
い

た
で
ぬ
ま



A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 子育て電話相談は☎960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

日程 講座名（内容）
①4/21（土）
　　10:00～11:00

食育講座「栄養士による子どもが
喜ぶ簡単メニュー」

1歳～就学前のお子さんと
保護者20組

子育て広場「身体測定と手形を
とろう」

就学前のお子さんと保護者
20組

〈申込み〉①4/10（火）、②4/16（月）から電話でにこにこへ（13：00～16：30）　

②4/25（水）
　　 9:30～11:00

対象 費用

無料

地域子育て支援センターの子育て講座
　いずれも電話での申込みは申込み順、往復はがきでの申込みは抽せんになります。下記講
座のほか各種子育て講座を開催していますので、詳しくは市ホームページをご覧ください。
☆おひさまの子（増林保育所内） ☎960－5800

日程 講座名（内容）
①4/18（水）
　　9:30～11:00

子育て広場「歌や手遊び、
パネルシアター、体操、外遊び等」

就学前のお子さんと
保護者35組

子育て講座「ワークショップ・何が
出来るかな？」

2歳以上のお子さんと
保護者20組

〈申込み〉①4/6（金）、②4/10（火）から電話でおひさまの子へ（13：00～17：00）　

②4/21（土）
　　10:00～11:00

☆にこにこ(新方保育所内)　☎９７０－５６１１

対象 持ち物費用

無料

☆森のひろば(越谷わかばの森ナーサリー内)　☎９９３－４１５４
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

300円

4/16（月）
　　10:00～11:00

4/19（木）
　　10:00～11:00

4/27（金）
　　10:00～11:00

2歳～就学前のお子さんと
保護者10組

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

ふれあい遊び
「ママ　だいすき　ギュッ♪」

体操あそび
「マットであそぼう」

温水プールでジャブジャブ

3カ月～5カ月のお子さんと
保護者10組

〈申込み〉いずれも4/5（木）から電話で森のひろばへ（13:00～15:00）

☆おへそのひろば（の～びるこどもの家保育園内）　☎９８８－８１８０
日程 講座名（内容） 対象 費用

4/14（土）
　　10:00～12:00

4/26（木）
　　 9:30～10:30

親子または大人のみ
人数制限なし

絵本フェスタ～絵本屋（トロル）さんを
招いて～♪いろいろな絵本に出逢い、
メルヘンの世界を楽しみませんか♪

みんなでつくりたいおへそのひろば
♪トントンタンポで絵の具遊び

〈申込み〉いずれも4/2（月）から電話でおへそのひろばへ（8:30～16:30）

☆たんぽぽ（袋山保育園内）　☎９７９－０５２０
日程

4/18（水）
　　10:00～11:30

4/20（金）
　　10:00～11:00

4/27（金）
　　10:00～11:30

育児講座
「わらべうたと親子のふれあい」

大人のリフレシュひろば
プロの先生と「エアロビクス」
～体を動かしてリフレシュ～

作ってかざろう「こいのぼり」

就学前のお子さんをお持ちの
保護者　
人数制限なし（有料保育あり）

就学前のお子さんと保護者
人数制限なし

就学前のお子さんと保護者
人数制限なし

〈申込み〉いずれも予約不要。当日会場へ

☆のびるば広場（南越谷保育ステーション隣）　☎９８７－７０８８
日程 講座名（内容） 対象 費用

講座名（内容） 対象 費用

無料

無料

持ち物

なし

バスタオル・
飲み物

100円

②4/24（火）
　　14:30～15:30

①4/21（土）
　　9:00～11:30

みんなの☆遊び場♪
「みんなで踊ろう・リズム遊び」

たのしのクラブ「ようこそたのしのクラ
ブへ」場所：の～びる保育園

小学生20人
＊1～3年生は保護者の送迎が必要です

就学前のお子さんと保護者15組

③4/17（火）
　　15:00～15:30

おやつの日
～かんたんレシピのおやつ～ 就学前のお子さんと保護者10組

〈申込み〉①4/2（月）からの～びる保育園☎985-7127（10:00～15:00）へ、
　　　　②③4/2（月）からのびるば広場へ（8:30～16:30）

☆すくすく(南越谷保育園内)　☎９９０－５００３
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

1歳～3歳のお子さんと
保護者10組

無料

①4/20（金）
　　10:00～11:00

すくすくキッズ1・2・3
「図書館へ行こう」

1歳6カ月～就学前のお子さんと
保護者20組

②4/26（木）
　　10:00～11:00

みんなで遊ぼう「新聞紙で遊ぼう」

〈申込み〉いずれも4/16（月）13：00から電話ですくすくへ　

☆たけのこ(おおたけ保育園内)　☎９７７－５３１１
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

①4/19（木）
　　10:00～11:00
②4/27（金）
　　10:00～11:00

“お友達になろう！”
（アンパンマンもまってるよ）

“大きくな～れ”こいのぼり製作 

就学前のお子さんと保護者30組

1歳～就学前のお子さんと
保護者25組

〈申込み〉いずれも4/12（木）（消印有効）までに、往復はがきに希望講座名（はがきは講座ごと）・住所・親子の氏名
（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、たけのこへ（〠343-0034大竹815-1）

☆げんき(越谷レイクタウンさくら保育園内)　☎９８８－０８６３
日程 講座名（内容） 対象 費用

大人240円
子ども200円

50円

50円

①4/13（金）・20（金）
　　10:00～11:00
②4/18（水）
　　10:00～11:00
③4/26（木）
　　11:00～12:00

離乳食が完了したお子さんと
保護者5組（初めての方優先）

大きくなったかな？（身長・体重測定）

小麦粉粘土で何作る？

さくらレストランへどうぞ!！

就学前のお子さんと保護者5組
（初めての方優先）
1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

〈申込み〉①4/9（月）、②③4/10（火）から電話でげんきへ（13:00～17:00）

無料

日程 講座名（内容） 対象 費用
①4/19（木）
　　10:00～11:00
②4/23（月）
　　 9:50～10:50
③4/26（木）
　　 9:50～10:50

親子10組

保育園のお庭で遊ぼう！

お話ワールドと身体を使ってあそぼう！

子育て講座「赤ちゃんの気持ちを考
えてみませんか？」

2歳以上のお子さんと保護者15組

1歳のお子さんと保護者15組

〈申込み〉①②4/10（火）、③4/11（水）から電話できらきらへ（13：00～16：00）

☆きらきら(松沢保育園内)　☎０８０－１０５８－３９５３

③4/27（金）
　　10:00～11:00

4月の子育て講座
「こいのぼりの会」

2歳～就学前のお子さんと
保護者20組

無料4/12（木）
　　 9:30～10:30

みんなでつくりたいおへそのひろば
♪ベビーマッサージを楽しみませんか

0歳のお子さんと保護者10組

2歳以上のお子さんと保護者10組

下足入れ

わりばし・
ペットボトル
のキャップ
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◯北越谷保育ステーション（男女共同参画支援センター隣） ☎970－8200
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

4/11（水）
　　10:00～11:00

お誕生日会
お誕生日のお友達をお祝いしよう

4/14（土）
　　10:00～11:00

さくらんぼ
親子ＤＥビクス

4/19（木）
　　10:00～11:00

ペン字クラブ
「あいうえおから始めましょう」

1歳～就学前のお子さんと
保護者10組

就学前のお子さんと保護者10組

1歳～2歳のお子さんと
保護者10組（有料保育あり）

〈申込み〉いずれも4/6（金）から電話で北越谷保育ステーションへ（10:30～16:00）

〈申込み〉①4/2（月）から電話で南越谷保育ステーションへ（8:30～16:30）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11）☎９８７－６３００
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

①4/14（土）
　　10:00～11:30

絵手紙サークル
「春を描く」

③月曜～金曜日
　　 9:00～12:00
　　14:00～18:00
 土曜・日曜日、祝日
　　 9:00～12:00
　　14:00～16:00

赤ちゃんの駅
＊「オムツ替え」「授乳」コーナーが
　あります。どなたでもご自由にご
　利用ください

大人20人
（有料保育あり）

②毎週木曜日
　　10:30～11:00
　　15:00～15:30

リズムの時間
～手遊びや絵本の紹介もあります～

就学前のお子さんと保護者
人数制限なし（予約不要）

親子（予約不要）

□子育てサロン ☎961－3623

日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

無料

50円

100円

無料

無料

30円

バスタオル

バスタオル

なし

なし

①5/10（木）

②5/17（木）

④5/24（木）

⑤5/11（金）

⑥5/18（金）

⑦5/19（土）

⑧5/25（金）

親子遊び・からだ遊び

英語であそぼう
～Go,Go,Driving～

ベビーのためのエクササイ
ズとマッサージ
子育てテーマ別講座「卒乳と離乳食」
（サロン相談員とおはなし）

子育てテーマ別講座「卒乳と離乳食」
（サロン相談員とおはなし）

風船ボールであそぼう

親子講座「わくわくひろば」

子育てサロン
（ヴァリエ）

住まいの
情報館

（大吉464-1）

1歳6カ月～2歳未満のお子
さんと保護者10組

就学前のお子さんと
保護者10組
第一子が7カ月までのお子さ
んと保護者10組（予約不要）

第一子で8カ月～11カ月のお子
さんと保護者10組（予約不要）

1歳～1歳6カ月のお子さんと
保護者10組

2歳～4歳未満のお子さんと
保護者10組

③5/20（日） パパのための子育てテーマ
別講座「卒乳と離乳食」

就学前のお子さんとお父さん
10組（予約不要）
3カ月～8カ月のお子さんと
保護者10組

＊時間は親子講座10：30～12：30、テーマ別講座10：30～12：00、パパのテーマ別講座13：30～15：00、
　その他はいずれも10：30～11：30

下記講座のほか各種子育て講座を開催していますので、詳しくは市ホームページをご覧ください。

子育てサロンの講座

<申込み>③⑤⑧は当日会場へ（先着順）。①②④⑥⑦は4/14（土）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実
施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷
1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）へ。1人1講座のみ

保育ステーションの子育て講座

水分補給用の飲
み物・バスタオル

□つどいの広場はぐはぐ☎080－2055－2092

日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

なし

なし

500円

100円

無料

無料

①5/10（木）

④5/15（火）
　　24（木）

②5/11（金）
　　25（金）

③5/14（月）

⑤5/21（月）

⑥5/23（水）

かるがも広場（わらべ唄と手遊び、
絵本の読み聞かせ等）
プレママ広場（産む前に助産師とお話
しするおっぱい相談等、お茶付き）

食育講座（味覚教育を取り入れた食
育、感覚の確認〈視覚〉、調理：巻きお
にぎり、野菜の塩漬け、ホエー入り野
菜スープ、手作りチーズとクレープ）

ママのためのリフレクソロジー（同室
託児で日頃の疲れを10分マッサージ）

おばあちゃんとほっとタイム
（先輩ママとのおしゃべりサロン）

子育てサロン（ママ同士の
おしゃべり等）

生活クラブ
越谷生活館

就園前のお子さんと
保護者10組

3カ月～10カ月のお子
さんと保護者各10組

赤ちゃん広場
（赤ちゃん体操など）

就学前のお子さんと
保護者10組（予約不要）

妊娠中の方10人

就園前のお子さんと
保護者各10組

就学前のお子さんと
保護者10組（予約不要）

　＊時間はママのためのリフレクソロジー10：00～12：00、食育講座10：30～13：00、子育てサロン13：00～14：00
　その他はいずれも10：30～11：30

⑦5/28（月）

<要予約の申込み>①⑤は当日会場へ（先着順）。②～④⑥⑦は4/14（土）（消印有効）までに、往復はがきに講座
名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐはぐ（〠
343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）へ。往復はがき1枚につき1講座の申込み

バスタオル

母子健康手帳

エプロン・ふきん
・三角きん

□みんなのひろばフェリーチェ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）

日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

なし
500円

無料

無料

5/15（火）

5/22（火）

ママの手作り講座
（パワーストーンのブレスレット）
ふぇりーちぇらんど・1歳
（ふれあいあそび、サロンなど）

コープ
北越谷
コープメイト
2階

就学前のお子さんと保護
者12組（同室託児あり）
就園前のお子さんと保護
者10組（同室託児あり）

5/ 8（火） 産後ママのための誕生学
（誕生学アドバイザーによる講座）

1歳のお子さんと
保護者12組

5/29（火） 5月生まれのお誕生会
（手形・写真・お話し会など）

就学前の5月生まれの
お子さんと保護者12組

＊時間はいずれも10：30～11：30

＜申込み＞4/17（火）までに、電話（フェリーチェ℡080-2244-9805（火・木・土10：00～15：30）、チャオ事務局☎
971-3808（平日13：30～16：00））、またはメールに親子の氏名・お子さんの年齢・月齢・住所・電話番号、件名に「フ
ェリーチェ講座申し込み」と記入し、チャオ事務局（felice@koko-chao.com）へ。各講座に重複して申込み可

　いずれも対象は市内在住の方で、お子さんの対象年齢は講座受講時の年齢です。応募多数の
場合は抽せんになります。下記講座のほか各種サロンを開催していますので、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。



　

お
子
さ
ん
が
病
気
に
な
り
保
育
所

に
預
け
ら
れ
な
い
等
、緊
急
の
と
き

に
お
子
さ
ん
を
預
か
る「
緊
急
サ
ポ

ー
ト
事
業
」を
始
め
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、市
が
緊
急
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
に
委
託
し
行
う
も

の
で
、４
月
１
日
㈰
か
ら
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、支
援
を
受
け

る「
利
用
会
員
」と
支
援
を
行
う「
サ

ポ
ー
ト
会
員
」と
の
相
互
援
助
に
よ

り
行
わ
れ
る
も
の
で
、利
用
に
は
登

録
が
必
要
で
す
。

〈
支
援
内
容
〉

・
病
児
・
病
後
児
の
一
時
預
か
り

・
宿
泊
を
伴
う
一
時
預
か
り

・
臨
時
、突
発
的
な
一
時
預
か
り

〈
預
か
り
の
対
象
と
な
る
子
〉

　

原
則
、小
学
６
年
生
ま
で

〈
利
用
料
金
〉　

１
人
に
つ
き
１
時
間

１
０
０
０
円（
午
前
８
時
〜
午
後
７

時
）、１
２
０
０
円（
午
後
７
時
〜
午

前
８
時
）。宿
泊
を
伴
う
預
か
り（
午

後
６
時
〜
翌
午
前
９
時
）は
、１
泊
１

万
円

〈
援
助
活
動
の
場
所
〉　

サ
ポ
ー
ト
会

員
宅
、利
用
会
員
宅
の
ほ
か
、合
意
が

得
ら
れ
れ
ば
そ
の
他
の
場
所
で
の
預

か
り
が
可
能

〈
預
か
り
人
数
〉　

複
数
の
お
子
さ
ん

の
預
か
り
可
。た
だ
し
、病
児
・
病
後

児
の
預
か
り
は
サ
ポ
ー
ト
会
員
一
人

で
お
子
さ
ん
一
人
ま
で

〈
申
込
み
〉　

利
用
に
は
事
前
登
録
が

必
要
で
す
。利
用
会
員
お
よ
び
サ
ポ

ー
ト
会
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。電
話
で
左
記
へ（
郵
送
、フ
ァ

ク
ス
可
）。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
携

帯
サ
イ
ト
か
ら
も
登
録
で
き
ま
す

〈
問
合
せ
〉　

緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
埼
玉（
〠
３３３
＝
０
８
１
１
川
口
市

戸
塚
１
の
１０
の
９
グ
リ
ー
ン
サ
ン
シ

テ
ィ
―
１０１
）☎
０
４
８
＝
２
９
７
＝

２
９
０
３
、D
０
５
０
＝
３
４
８
８

＝
０
１
４
７
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://ikudou.blogzine.jp/
kinkyusaitama/

）。子
育
て
支
援
課

☎
９
６
３
＝
９
１
６
５

一
日
消
防
署
長
が

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

　

３
月
１
日
〜
７
日
、春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
日
に
は
、一
日
消
防
署
長
の

石
川
一
男
さ
ん（
瓦
曽
根
在
住
）が

越
谷
市
防
火
安
全
協
会
役
員
お
よ

び
女
性
消
防
団
員
と
と
も
に
新
越

谷
駅
前
広
場
で
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。ま
た
、消
防
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
火
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

市
内
で
平
成
２３
年
、１
１
２
件

の
火
災
が
発
生
し
、そ
の
う
ち
４９

件
の
出
火
原
因
が
放
火
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、今
年
に
入
り
す
で

に
２９
件
火
災
が
発
生
し
、そ
の
う

ち
１０
件
の
出
火
原
因
が
放
火
と
、

放
火
の
疑
い
で
す（
平
成
２４
年
３

月
２０
日
現
在
）。放
火
防
止
対
策

は
、ご
家
庭
で
の
対
策
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、地
域
で
の
協
力
も
必

要
で
す
。

【
対
策
】

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
新
聞
紙
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
は
家
の
周

り
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

・
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に

出
し
ま
し
ょ
う

・
外
灯
な
ど
を
つ
け
て
家
の
周
り

を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う

・
長
期
間
、
外
出
す
る
と
き
は
、

隣
に
一
声
か
け
ま
し
ょ
う

・
共
同
住
宅
の
廊
下
、
階
段
な
ど

の
共
用
部
に
は
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
物
置
や
車
庫
な
ど
は
、
必
ず
鍵

を
か
け
ま
し
ょ
う

・
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
ボ
デ
ィ
カ

バ
ー
は
、
防
炎
製
品
を
使
用

し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
比
べ
て
、
死
者
数
お
よ
び
損

害
額
等
の
被
害
状
況
が
お
お
む
ね
半

減
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

義
援
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

３
月
１１
日
、
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
第
１４
回
越
谷
市
消

防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
で
皆
さ
ん
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
東
日
本
大
震
災

の
義
援
金
２７
万
３２
円
は
、
越
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
に
全
額
送
金

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

利用会員

緊急サポートセンター埼玉

サポート会員

⑥謝礼の支払い、
　実費精算

①会員登録
③サポーターの
　コーディネート

②サポート
　申込

④連絡

①研修後
会員登録

⑤サポート提供
(サポート会員宅、利用会員宅等での保育)
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a
毎
週
金
曜
日
、
午
前
１０
時
３０
分
〜

午
後
３
時
３０
分　

d
男
女
共
同
参
画

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
越
谷
」　

g
子
育
て
中
の
親
子
同
士
の
交
流
や

相
談
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い　

f
妊

娠
中
の
方
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を

育
て
て
い
る
方　

b
み
ん
な
の
ひ
ろ

ば
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
☎
９
７
１
＝
３
８

０
８
（
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ャ
オ

事
務
局
内
。
平
日
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
）

〈
出
発
式
〉

４
月
６
日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分
か
ら

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
光

の
広
場
で
出
発
式
を
行
い
ま
す
。
太

鼓
の
演
奏
、
交
通
安
全
啓
発
品
の
配

布
も
あ
り
ま
す

〈
全
国
重
点
目
標
〉

▽
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

〈
越
谷
市
重
点
目
標
〉

▽
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向
上

b
越
谷
警
察
署
☎
９
６
４
＝
０
１
１

０
、
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９

１
８
５

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク

（
高
齢
運
転
者
の
た
め
の
安
全
運
転
講
習
）

d
a
東
埼
玉
自
動
車
教
習
所
（
下
間

久
里
）
…
４
月
８
日
㈰
、
午
後
１
時

〜
４
時
・
２１
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
３０
分
。
東
武
こ
し
が
や
自
動

車
教
習
所
（
蒲
生
寿
町
）
…
毎
月
第

３
土
曜
日　

g
実
車
講
習
等
に
よ
る

安
全
運
転
の
チ
ェ
ッ
ク　

f
普
通
免

許
を
お
持
ち
の
６５
歳
以
上
の
市
内
在

住
の
方　

c
運
転
免
許
証
、
筆
記
用

具
、
眼
鏡
。
詳
し
く
は
事
前
に
各
自

動
車
教
習
所
へ

＊
運
転
し
や
す
い
服
装
・
履
物
で
参

　

加
を
お
願
い
し
ま
す

b
越
谷
警
察
署
☎
９
６
４
＝
０
１
１

０
、
東
埼
玉
自
動
車
教
習
所
☎
９
７

７
＝
０
０
１
１
、
東
武
こ
し
が
や
自

動
車
教
習
所
☎
９
８
６
＝
２
１
２
１

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
就
学
費
用

を
援
助
し
ま
す
。

g
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
保
護
者
負
担
金
、
学
校
給

食
費　

e
４
月
１６
日
㈪
〜
平
成
２５
年

１
月
３１
日
㈭
に
保
護
者
が
直
接
申

請
。
５
月
３１
日
㈭
ま
で
は
市
役
所
別

館
２
階
第
１０
会
議
室
、
６
月
１
日
㈮

以
降
は
学
務
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）

で
受
付
。
在
籍
校
で
も
申
請
可
。
５

月
３１
日
㈭
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ
れ

る
と
４
月
分
か
ら
対
象
。
６
月
以
降

に
申
請
し
認
定
さ
れ
る
と
申
請
月
の

翌
月
分
か
ら
対
象
。
２３
年
度
に
認
定

さ
れ
た
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

b
学
務
課

９
６
３
＝
９
２
８
１

生
ご
み
処
理
機
器

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

生
ご
み
処
理
機
器

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

g
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、生

ご
み
処
理
機
器
を
設
置
す
る
世

帯
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。　

補
助
額
は
購
入
価

格
の
２
分
の
１（
限
度
額
は
３
万

円
。１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）。

必
ず
購
入
前
に
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
、環
境
資
源
課
、各
地

区
セ
ン
タ
ー
等
で
お
配
り
し
て

い
る
チ
ラ
シ
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い　

b
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９
７
６
＝
５
３

７
１

こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室

a
４
月
１４
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分

か
ら　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
第

１６
〜
１８
会
議
室　

g
「
民
法
の
は

な
し
〜
あ
な
た
と
民
法
」
。
講
師

は
弁
護
士
の
小
池
智
康
さ
ん　

h

無
料　

e
電
話
で
左
記
へ
（
前
期

分
を
申
込
み
済
み
の
方
は
新
た
な

申
込
み
は
不
要
）　

b
く
ら
し
安

心
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

消
費
者
月
間
記
念
講
演
会

a
５
月
１１
日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時　

d
中
央
市
民
会
館
劇
場

　

g
テ
ー
マ
は
「
消
費
者
問
題
の

実
態
」
。
講
師
は
経
済
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
須
田
慎
一
郎
さ
ん　

f
市

内
在
住
の
方
３
０
０
人　

h
無
料

　

e
４
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
で
左

記
へ　

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６

３
＝
９
１
５
６

遺
言
の
日
記
念
相
続
問
題
相
談
会

a
４
月
１４
日
㈯
、
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
３
時
３０
分
ま
で
）　

d
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

４
の
２
の
１
、
浦
和
高
砂
パ
ー
ク

ハ
ウ
ス
１
階
）　

h
無
料　

e
当

日
会
場
へ　

b
埼
玉
弁
護
士
会
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
＝
７

１
０
＝
５
６
６
６

か　
　

ぜ
B消防本部予防課
☎974－0103

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
」

出
張
ひ
ろ
ば

子
育
て
サ
ロ
ン

子
育
て
サ
ロ
ン

就
学
援
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

急
病
の
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
な
ど

緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す

４月から

４
月
６
日
㈮
〜
１５
日
㈰

一日消防署長の石川一男さん

講師　須田慎一郎さん
す　だ　しんいちろう
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対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特

に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問

合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
。
費
用
は

無
料
。
◎
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
（
電

話
可
。
申
込
み
順
）。

●
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発
行

　

予
防
接
種
や
健（
検
）診
を
行
っ
て

い
る
医
療
機
関
等
の
情
報
を
掲
載
し

た
平
成
２４
年
度
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を

発
行
し
ま
し
た
。健（
検
）診
日
程
な

ど
は
今
後
の
紙
面
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付
の

　

継
続
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

f
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
引
き

続
き
治
療
が
必
要
な
２０
歳
未
満
の
方

　

c
申
請
書
、医
療
意
見
書
、生
計
中

心
者
の
所
得
税
関
係
証
明
書
な
ど

＊
保
健
所
か
ら
申
請
に
必
要
な
書
類

　

が
郵
送
さ
れ
ま
す

e
５
月
１０
日
㈭
〜
６
月
１５
日
㈮（
土

曜
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）に
春
日

部
保
健
所
へ

＊
５
月
２２
日
㈫
・
６
月
１３
日
㈬
は
越

谷
県
税
事
務
所
で
出
張
受
付
を
行

い
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
へ

b
春
日
部
保
健
所
☎
０
４
８
＝
７
３

７
＝
２
１
３
３

◎
在
宅
訪
問
歯
科
保
健
事
業

g
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
の
訪
問

に
よ
る
歯
科
健
診
・
相
談
・
指
導
。治

療
は
行
い
ま
せ
ん　

f
身
体
が
不
自

由
で
通
院
が
困
難
な
方

◎
〜
歯
つ
ら
つ
！
お
口
の
健
康
〜

　

歯
科
健
診
・
相
談

a
４
月
２５
日
㈬
、午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
。治
療
は
行
い
ま
せ
ん　

f
２０

人◎
食
生
活
相
談

a
d
①
４
月
１９
日
㈭
、午
前
９
時
〜

午
後
３
時
３０
分
…
保
健
セ
ン
タ
ー
、

②
４
月
２０
日
㈮
、午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分
…
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
、

③
５
月
１０
日
㈭
、午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分
…
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー　

f
①
は
６
人
、②
③
は
各
３
人　

g

栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
等

の
個
別
相
談　

e
受
付
中

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７
９
）

で
は
、毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。全
血

は
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
、午
後
２

時
〜
５
時
３０
分
。成
分
献
血
は
午
前

１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分
、午
後
２
時

〜
４
時
３０
分
で
す
。

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種
機
会

　

を
逃
し
た
方
に
接
種
期
間
が
設
け

　

ら
れ
て
い
ま
す

　

副
反
応
と
思
わ
れ
る
事
例
の
報
告

以
降
、積
極
的
な
案
内
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、接
種
の
機
会
を
逃
し

た
方
に
対
し
、接
種
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
６
月
１
日
〜
１９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
は
、２０
歳
に
な
る

誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
日
本
脳
炎
の

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
期
の
予
診
票
は
市
内
実
施
医
療
機

関（
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
あ
り
ま
す
。ご
希

望
の
方
は
母
子
健
康
手
帳
で
不
足
回

お
知
ら
せ

健
診
・
相
談

予
防
接
種

が
ん

越谷市薬剤師会
●薬の相談日
4/13㈮・24㈫

●夜間おくすり電話相
談 
平日の午後8時～11時

午後1時～３時　　保健センター２階
＊電話での相談はできません　　

△

　もしものときは！

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ

　事前に各医療機関に電話連絡のうえ、受
診してください。

4月30日
　小島医院　☎962-8400
　東越谷2-6-1／内・胃・小
　さめしま整形外科　☎969-1154
　赤山本町6-7／整・リウ・リハ・外
　多田歯科医院　☎976-8183
　千間台西2-5-1／歯・小歯

5月3日
　田代クリニック愛　☎984-7124
　相模町6-484／内
　たかはしキッズクリニック　☎978-0415
　下間久里788-1／小
　成田歯科医院　☎964-0102
　東柳田町9-17／歯・歯口

5月4日
　おおばクリニック　☎970-0800
　北越谷2-32-1／内・循
　新越谷アイクリニック　☎988-8686
　南越谷1-11-4東武新越谷駅ビルプラザ館１階／眼
　東歯科医院　☎976-8248
　袋山1141-3／歯・小歯

5月5日
　越谷泌尿器科・内科　☎961-7701
　相模町3-217-1／内
　峯クリニック　☎974-0051
　弥栄町4-1-137／産婦
　川津歯科医院　☎965-4368
　宮本町3-148-5／歯・小歯

越谷市・埼玉県立大学共催

「チーム　マイナス３㌔」inあすぱる

で
す

　

羽 子 板／破 魔 弓
ひな人形／五月人形 不動産に関する無料相談!!

【日時】　平成２４年４月２０日(金）　１０：００～１５：００
【場所】　越谷市越ヶ谷２－８－２３　３階（越谷市役所前）

　問合先　TEL 048-964-7611　お気軽にご相談ください。

★ご来所頂き、弁護士・相談員による無料相談です。

(公社)埼玉県宅地建物取引業協会
越　谷　支　部

不動産無料相談所

　

越
谷
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
こ

こ
数
年
来
、
成
人
歯
科
健
診
・
妊

婦
歯
科
健
診
・
訪
問
歯
科
健
診
等
、

地
域
歯
科
保
健
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
２４
年
５
月
１
日
か
ら
「
口

腔
が
ん
検
診
」
が
越
谷
市
内
の

『
口
腔
が
ん
検
診
実
施
歯
科
医
療

機
関
』（
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
お
い
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
２
面

参
照
）。

　

口
の
中
に
「
が
ん
」
が
で
き
る
の

か
な
？
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
「
口
の
中
に
こ
す
っ
て
も
と
れ
な

い
白
い
着
色
が
あ
る
」「
大
き
な
口
内

炎
が
治
ら
な
い
」「
歯
肉
や
舌
の
し
こ

り
」「
食
べ
物
が
飲
み
込
み
づ
ら
い
」。

そ
の
症
状
は
も
し
か
す
る
と
、「
口
腔

が
ん
」か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

口
腔
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
口
の
中

の
粘
膜
に
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

「
が
ん
」
が
で
き
た
場
所
に
よ
っ
て
、

歯
肉
が
ん
、
舌
が
ん
、
口
底
が
ん
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

口
の
中
の
粘
膜
は
絶
え
ず
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
ウ
ィ
ル
ス
や

飲
食
物
に
含
ま
れ
る
発
癌
物
質
の
作

用
を
真
っ
先
に
受
け
る
場
所
で
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
蓄
積
さ
れ

「
が
ん
」
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

口
腔
が
ん
は
４０
歳
を
過
ぎ
る
頃
か

ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
加
齢

と
と
も
に
発
生
率
は
上
昇
し
ま

す
。

　

口
腔
が
ん
は
肺
が
ん
や
大
腸
が

ん
な
ど
と
一
緒
で
、
進
行
す
る
と

命
に
関
わ
る
病
気
で
す
。
し
か

し
、
初
期
の
う
ち
に
適
切
な
治
療

が
行
わ
れ
れ
ば
、
十
分
に
治
癒
が

み
こ
め
ま
す
。

　

口
腔
が
ん
の
多
く
は
直
接
目
で

見
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
こ
し
で
も
不
安
な
方
は
、
是

非
「
口
腔
が
ん
検
診
」
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
口
腔
が
ん
検
診
」に
つ
い
て
は

越
谷
市
歯
科
医
師
会
事
務
局
ま
た

は
市
民
健
康
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ゆ う じ

く
う

口
腔
が
ん
検
診
に
つ
い
て

越谷市歯科医師会
たざき歯科医院
田崎　勇次

健康のための減量を専門職が応援します。

19
面
に
続
く

会場：桜井地区センター
対象：市内在住の２０歳～７４歳で腹囲(へそ周囲
径)が８５㎝以上またはBMI［体重(kg)÷身長(ｍ)
÷身長(ｍ)］が２５以上の方４０人(初めての方優
先)
申込み：４月１０日(火)、午前９時から下記へ
b桜井地区センター☎９７０―７６００
Hteam-3kg.sakurai@city.koshigaya.saitama.jp

日時 内容
5/10(木)
9:30～12:00

宣言式・計測・参加者の体験談等

報告会・計測等

5月～8月の
平日1時間30分程度

8/10(金)
10:00～12:00

健康的な減量のコツ、運動・栄
養の講義、調理実習、運動実技、
計測・情報交換会等

防ごうメタボリックシンドローム！ 〈急患診療所〉
　・成人夜間急患診療所
　・小児夜間急患診療所
〈救急病院・救急医療の案内〉
　・埼玉県救急医療情報センター
〈子どもの急病に関する相談〉
　・小児救急電話相談
いずれも１面に掲載しています



数
を
確
認
し
、予
防
接
種
を
お
受
け

く
だ
さ
い
。接
種
の
際
に
は
整
理
番

号
が
必
要
で
す
。ご
不
明
の
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
４
年
生
以
上
で
１
期

の
追
加
接
種
ま
で
お
済
み
の
方
は
、

２
期
の
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

　

４
月
か
ら
ポ
リ
オ
（
生
ワ
ク
チ

ン
）
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

〈
ご
注
意
お
願
い
し
ま
す
〉　

厚
生
労

働
省
か
ら
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
導

入
は
、
早
く
て
も
秋
以
降
と
の
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

の
導
入
ま
で
予
防
接
種
を
控
え
る

と
、
免
疫
を
持
た
な
い
子
ど
も
が
増

え
、
ポ
リ
オ
が
流
行
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
接
種
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い

a
f
表
１
の
と
お
り　

d
保
健
セ
ン

タ
ー　

c
母
子
健
康
手
帳
、
ポ
リ
オ

予
防
接
種
予
診
票

＊
定
期
的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て

い
る
お
子
さ
ん
は
、
現
在
の
病

気
の
状
態
が
わ
か
る
診
断
書
や

意
見
書
等
を
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い

＊
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
た
場
合
は

接
種
で
き
ま
せ
ん

●
昭
和
５０
年
〜
５２
年
生
ま
れ
の
方
へ

　

ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
ご
検
討
を

　

昭
和
５０
年
〜
５２
年
生
ま
れ
の
方
の

ポ
リ
オ
の
抗
体
保
有
率
が
低
い
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
が

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

や
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡

航
す
る
と
き
は
、
再
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
（
費
用
は
自
己
負
担
）
。
埼

玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
で
接
種

で
き
ま
す
。
接
種
を
希
望
の
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
は

　

お
早
め
に

a
f
表
２
の
と
お
り　

g
４
月
上
旬

に
２
期
〜
４
期
の
個
別
通
知
を
発
送

し
ま
す
。流
行
を
抑
え
る
た
め
、な
る

べ
く
６
月
ま
で
に
お
受
け
く
だ
さ
い

●
ご
夫
婦
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

健
康
体
操
教
室

a
d
表
３
の
と
お
り　

g
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
運
動
の
効
果
な
ど
の
話
、
健

康
体
操
、
ハ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
体
操　

f

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
４０
歳
以
上

で
、
毎
回
出
席
で
き
る
運
動
制
限
の

な
い
方　

c
飲
み
物
、
タ
オ
ル
（
総

合
体
育
館
は
室
内
用
運
動
靴
）　

e

表
３
の
申
込
日
に
本
人
が
各
会
場
へ

＊
複
数
会
場
の
参
加
は
不
可

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
参
加

者
を
優
先
し
た
後
、
抽
せ
ん

＊
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、申
込

日
の
翌
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４
）へ

◎
い
き
い
き
教
室（
機
能
訓
練
教
室

　
・全
９
回
）

a
d
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日（
４
月
２５

日
か
ら
）…
保
健
セ
ン
タ
ー
、毎
月
第

１
・
３
水
曜
日（
４
月
１８
日
か
ら
）…

小
児
夜
間
急
患
診
療
所
。い
ず
れ
も

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分　

g
運
動
の

必
要
性
や
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て　

f
お
お
む
ね
４０
歳
以
上
の
方
で
脳
血

管
障
害
や
関
節
症
な
ど
の
既
往
症
が

あ
る
が
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

る
方（
要
介
護
者
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
・
医
療
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
要
す
る
方
は
除
く
）。各
会
場
１２

人（
面
接
あ
り
）

◎
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　
「
春
で
す
！
気
持
ち
も
新
た
に

　

健
康
づ
く
り
料
理
教
室
」

a
４
月
１７
日
㈫
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理
実
習　

f
２４

人　

h
５
０
０
円　

e
４
月
６
日
㈮

か
ら

◎
男
の
料
理
教
室

　
「
ご
は
ん
と
味
噌
汁
」（
全
３
回
）

a
４
月
２５
日
㈬
・
５
月
９
日
㈬
・
１６

日
㈬
、
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時　

g

講
話
と
調
理
実
習　

f
２４
人　

h
１

回
５
０
０
円　

e
４
月
１１
日
㈬
か
ら

◎
６
月
３
日
㈰
に
開
催
す
る
歯
科
健

　

康
フ
ェ
ア
の
表
彰
対
象
者
を
募
集

f
次
の
①
〜
⑥
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
６５
歳
〜
７０
歳
（
平
成
２４
年
４
月
１

日
現
在
）
の
市
内
在
住
の
方
。
①
２８

本
以
上
の
自
分
の
歯
が
あ
る
、
②
処

置
歯
が
４
本
以
内
、
③
未
処
置
歯
が

な
い
、
④
過
去
に
表
彰
さ
れ
て
い
な

い
、
⑤
４
月
２５
日
㈬
の
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う

審
査
に
受
診
で
き
る
、
⑥
歯
科
健
康

フ
ェ
ア
で
の
表
彰
式
に
出
席
で
き

る
。
な
お
、
該
当
者
多
数
の
場
合
は

選
考
あ
り
。
結
果
は
個
別
通
知
し
ま

す　

e
４
月
２４
日
㈫
ま
で

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ
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こ
の
事
業
は
平
成
２３
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
第
４
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
に
お
い
て
、
市
民
の
だ
れ

も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
そ
の
設
置
が
謳
わ
れ
て
お
り
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。
事
業
の
実

施
主
体
は
越
谷
市
で
、
越
谷
市
医

師
会
が
市
の
委
託
を
受
け
て
診
療

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

診
療
所
の
場
所
や
診
療
時
間
・

内
容
な
ど
は
本
紙
１
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

越
谷
市
で
は
す
で
に
平
成
１４
年

か
ら
小
児
を
対
象
と
し
た
夜
間
急

患
診
療
所
を
市
内
神
明
町
に
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
成

人
版
と
な
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
は
重
症
度
に
応
じ

て
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症

の
初
期
、
入
院
や
手
術
を
必
要
と

す
る
第
２
次
、
そ
し
て
生
命
の
危

機
が
切
迫
し
て
い
る
重
症
者
に
対

応
す
る
第
３
次
救
急
医
療
に
大
別

さ
れ
ま
す
が
、
今
回
設
置
さ
れ
る

診
療
所
は
初
期
救
急
患
者
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
く
に
あ
た
り
市
内
の
基
幹
病
院

で
あ
る
越
谷
市
立
病
院
、
そ
し
て

獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
の
協
力

を
仰
い
で
い
ま
す
。
入
院
が
必
要

な
い
と
思
わ
れ
た
初
期
救
急
の
方

の
中
に
は
、
入
院
・
治
療
が
必
要

と
判
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
５
％
前

後
含
ま
れ
て
お
り
、
２
次
救
急
患

者
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
越
谷
市

立
病
院
に
全
面
的
な
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日

や
休
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
な

ど
、
獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
か

ら
医
師
派
遣
を
行
っ
て
頂
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
設
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
ひ
と
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
適
正
な
受
診
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
安
易
な

コ
ン
ビ
ニ
感
覚
で
の
受
診
は
、
真

に
救
急
医
療
を
必
要
と
す
る
方
た

ち
の
妨
げ
と
な
り
、
医
療
の
現
場

を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
越
谷
市
、
越
谷
市
立

病
院
、
獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院

そ
し
て
越
谷
市
医
師
会
が
ひ
と
つ

と
な
っ
て
万
全
な
体
制
を
作
り
上

げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

か
か
れ
る
良
質
な
初
期
救
急
医
療

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

越谷市医師会
会長

藤田　安幸

「
成
人
夜
間
急
患
診
療
所
」が

い
よ
い
よ
４
月
20
日
に
開
院

表1　ポリオ集団予防接種日程  
会場は保健センター　受付時間は13：15～14：15   

実施日 対象となるお子さん
4/ 9(月)
4/12(木)
4/18(水)
4/19(木)
4/20(金)
4/23(月)
4/25(水)
4/26(木)
5/ 7(月)
5/ 9(水)
5/11(金)
5/17(木)

H23.　5. 1 ～ 5.15生まれ
　    　5.16 ～ 5.31生まれ
　    　6. 1 ～ 6.15生まれ
　    　6.16 ～ 6.30生まれ
　    　7. 1 ～ 7.15生まれ
　    　7.16 ～ 7.31生まれ
　    　8. 1 ～ 8.15生まれ
　    　8.16 ～ 8.31生まれ
　    　9. 1 ～ 9.15生まれ
　    　9.16 ～ 9.30生まれ
　    10. 1 ～10.15生まれ
　    10.16 ～10.31生まれ

う
た

やすゆき

＊体調不良の場合や接種間隔の決まって
いる予防接種（三種混合、日本脳炎など）
と接種時期が重なる場合は、ポリオの日
程を変更できます（予約不要）

＊全日程は保健カレンダーまたは市ホー
ムページに掲載しています

9

18
面
か
ら
続
く

講
座
・
教
室

男性の食生活の自立が
テーマ

表3　健康体操教室日程表
会場 定員 日時 申込日時

総合
体育館

埼玉県立
大学体育
館

大相模地
区センタ
ー

5/8～6/26の
毎週火曜日
9:15～10:45

5/17～7/5の
毎週木曜日
10:00～11:30

5/16～7/4の
毎週水曜
13:30～15:00

5/8（火）
9：00～9:15

5/17（木）
9:45～10:00

5/16（水）
13:15～13:30

60
人

50
人

40
人

表2　麻しん風しん混合予防接種対象者 

１期

２期
（年長児）

生後12カ月～
24カ月未満

平成18年4月2日～
19年4月1日生まれ

平成11年4月2日～
12年4月1日生まれ

平成6年4月2日～
7年4月1日生まれ

３期
（中学１年生相当）

４期
（高校３年生相当）

1
回
目

＊2期～4期の接種期間は平成25年3月31
日（日）まで
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平成24年3月１日現在
人口　32万9148人　　（前月比39人増）
世帯　13万8868世帯　（前月比11世帯増）

男　16万4475人　（前月比23人減）
女　16万4673人　（前月比62人増）

各種相談（祝日・年末年始を除く）相談は無料です
相談名

市民相談（一般） 毎週月曜～金曜日。午前9時～午後4時30分（正午～午後1時を除く）

毎月第1月曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎週月曜・木曜日。午後1時～4時。事前にご連絡ください

毎月第2金曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1金曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1水曜日(3月は21日)。午前9時～正午

毎月20日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1・3木曜日。午後1時～4時

毎週月曜日。午前9時～午後4時

毎週金曜日。午後1時～4時（受付は午後3時30分まで）

毎週月曜～金曜日。午前8時30分～午後5時15分

毎週月曜～金曜日。午前9時～午後4時

毎週火曜・水曜・金曜日。午前9時～午後4時

中央市民会館4階第1相談室
日常生活全般の相続、離婚、賠償など

交通事故による補償問題や手続きなど

くらし安心課☎963-9156

くらし安心課☎963-9156

くらし安心課 ☎963-9156

建築住宅課☎963-9205

福祉なんでも相談窓口
☎963-9150

関東信越税理士会越谷支部
☎962-6131

埼玉県宅建協会越谷支部
☎964-7611

消費生活センター
☎965-8886

人権・男女共同参画推進課
☎963-9119

ハローワーク越谷
☎969-8609

家庭児童相談室（子育て支
援課）☎964-2111

越谷市教育センター
☎962-9300、962-8601

さいたま地方法務局越谷支
局総務課☎966-1337

産業支援課☎967-4680

青少年相談室☎964-0272

産業雇用支援センター二番
館事務室☎967-2424

男女共同参画支援センター
☎970-741０
電話相談は☎970-7415

福祉に関する各種相談

中央市民会館4階第4相談室

中央市民会館4階第2相談室

福祉なんでも相談窓口
（市役所本庁舎1階総合受付隣）

埼玉司法書士会越谷総合相談センター
（越ヶ谷2－8－22エースビル越ヶ谷2階）

埼玉司法書士会越谷総合相談センター
☎838-7472

埼玉県宅建協会越谷支部
（市役所駐車場隣）

越谷税理士会税務相談所（赤山町3
－3－4草島商店3階、越谷税務署前）

中央市民会館4階第2相談室

中央市民会館4階第2相談室

中央市民会館4階第4相談室

中央市民会館4階消費生活センター

男女共同参画支援センター

中央市民会館4階第4相談室

さいたま地方法務局越谷支局

産業雇用支援センター3階相談室

産業雇用支援センター二番館

ハローワーク越谷

青少年の非行、家庭内暴力、いじめ等

求人受付・雇用保険（適用・給付）

職業紹介・相談

開業、経営、経営革新など

中小企業者のための金融について

賃金、労災、雇用、厚生年金など

内職、あっせん、求人（仕事を出す方）

人権擁護委員が相談に応じます

越谷市教育センター（増林3－4－1）

中央市民会館4階相談室

青少年相談室（増林3－4－1越谷市
教育センター内）

市民相談（交通相談）

法律相談（予約制）

税務相談（税理士）

経営相談（事業資金）

経営相談（創業・経営）

労働相談
（社会保険労務士）

税務相談（越谷税理士
会税務相談所）

早期就職（キャリアコ
ンサルタント）

法律相談（予約制）
夕刻

司法書士法律相談
（予約制）

福祉なんでも相談

行政相談

登記相談

不動産相談

マンション管理相談

住宅リフォーム・耐震

消費生活相談

女性相談

人権相談

職業相談

雇用相談

青少年相談

教育相談

家庭児童相談

内職相談

行政書士相談

日時など 会場 内容 問合せ先

毎週月曜・木曜日、毎月第1・3火曜日。午前9時～午後4時30分（正午～午
後1時を除く）。事前にご連絡ください

毎週火曜・水曜・金曜日。午後1時～4時。毎月第1・2・3・5土曜日。午前10時～
午後1時。毎月第4土曜日。午後1時～4時（予約は平日午前10時～午後4時）

毎週水曜日（予約は前日の火曜日、午後1時から電話で受付。定員6人）。午
後1時20分～4時20分
毎月第1・3・4金曜日（予約は前日の木曜日、午後1時から電話で受付。定
員6人）。午後1時20分～4時20分
毎月第2金曜日（予約は前日の木曜日、午後1時から電話で受付。定員6
人）。午後4時～7時

毎週月曜～金曜日。午前8時30分～午後5時15分。直接窓口へおいでくだ
さい

毎週月曜～金曜日。午前9時30分～午後3時30分（正午～午後1時を除
く）

毎週火曜・木曜日。午前10時～午後3時30分（受付は午前10時～11時30
分、午後1時～3時）
毎週月曜～金曜日（月曜～水曜日は要予約）。午前9時～午後4時（正午～午
後1時を除く）

毎月第2水曜日。午後1時～4時（要予約。毎月第1水曜日までにご連絡くだ
さい）
毎週月曜～金曜日。午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）。出張相談
（月2回、要予約）
毎週月曜～金曜日。午前8時30分～午後5時15分（毎週火曜・木曜日は午
後7時まで）。毎月第1・3土曜日。午前10時～午後5時

毎週月曜～土曜日。午前9時30分～午後5時（電話相談の受付は午前9時～
午後8時30分）。ハートコール（子ども専用電話相談）は☎962-8500

幼児～中学生の発達相談、就学相談、不
登校、いじめ等

早期就職に向けた総合的なコンサルテ
ィング

耐震診断、改修の技術的内容について埼
玉建築士会・埼玉県建築士事務所協会会
員が応じます

相続、遺言、金銭貸借等の書類の作成等
について埼玉県行政書士会越谷支部の
行政書士が応じます

生き方・パートナー相談（DV（配偶者等
からの暴力）相談含む）

市内マンションの管理等について埼玉
県マンション管理士会会員が応じます

不動産について弁護士と相談員が応じ
ます

法務局・裁判所に提出する書類について
司法書士と土地家屋調査士が応じます

行政上の諸問題について行政相談委
員が応じます

税金関係全般について関東信越税理士
会越谷支部の税理士が応じます

裁判・その他法律、遺言・相続・登記、成年後
見・家事事件、クレジット・サラ金、多重債務

商品やサービスの疑問や不審、訪問販売
のトラブル、多重債務など

18歳までのしつけや習慣、不登校、いじ
め、非行、家族関係など（電話相談可）

電話相談は毎週火曜・木曜・金曜日。午後1時～2時。毎週土曜・日曜日。午
前10時～午後2時（正午～午後1時を除く）。それ以外の時間帯の面接相談
は予約制。予約の受付は、月曜日を除く毎日。午前9時～午後5時

日常生活の法律上の諸問題、交通事故に
よる補償問題、手続きなどについて弁護
士が応じます

毎月第3火曜日（予約は第2火曜日まで）。午後1時30分～4時30分

毎月第3火曜日（予約は第2火曜日まで）。午前9時30分～11時30分
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